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概要 富山売薬とならんで,江 戸中期に成立した大和の売薬ビジネスは,第 二次世界大戦中

の企業整備によって10社 に統合されていた。小稿では,戦 後この統合会社からの分離独立問

題を視野に入れながら,企 業史 レベルでの業態の変化に言及するが,と くにWHOの 勧告を

契機とするGMP実 施 への行政 ・業界 ・企業の対応に重点を置 く。具体的には,企 業者史的

視点から,配 置薬メーカーにおける合併 ・協業化,そ して脱配置化と多角化の事例を取り上

げる。GMPは 社会的 ・国際的な動向で,薬 の有効性,安 全性および品質確保の観点からみ

て当然の措置である。GMPの 高度化はより進んでおり,配 置薬業界の構造変化,二 極化を

押し進めた面がある。
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Abstract The nostrum business in Yamato (Nara Prefecture), which had been es-

tablished in the middle of Edo Era as well as that in Toyama Prefecture, was inte-

grated into ten companies due to the enterprise readjustment during World War II. 

This manuscript refers to the transition of the nostrum business style from the 

viewpoint of entrepreneurial history with the consideration of matters such as sepa-

ration or independence from the integrated companies after the War, but also fo-

cuses more on the measure taken by the authority, the pharmaceutical industry and 

corporations in order to deal with the implementation of GMP which was triggered 

by the recommendation from World Health Organization (WHO). As concrete ex-

amples, topics were taken up from the viewpoint of entrepreneurial history includ-

ing merger and work collaboration among drug makers for delivered and arranged 

drugs for household and cases of the post-delivered and arranged drugs for house-



hold style and of diversification. GMP is the social and global trend and its legis-

lation is right action judging from drug efficacy, drug safety and securement of 

drug quality. Furthermore, GMP has been advanced and this trend tended to force 

the nostrum industry to promote change of its business style and bipolarization.

Key words drug maker for delivered and arranged drugs for household, enterprise 

readjustment, pharmaceutical affairs law, GMP, bipolarization
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は じ め に

江戸時代中期に成立 した大和の売薬ビジネス(先 用後利)は 長い歴史を持つが,戦 時統

制期には10社(配 置売薬製造企業8社,本 舗売薬製造企業1社,輸 移出売薬製造企業1社)

に統合されていた。とくに生産部門の企業整備は紛糾 したが,最 終的には地区別 ・業態別

の統合に落ち着いたのである(1)。販売部門では"一 戸一袋"制 が強制的に実施された。

戦後の配置薬業界は,戦 時中の統制や原材料の極度の不足,そ してGHQの 占領などが

加わって,そ の再出発は極めて苦 しいものであった。戦後の数年間はインフレが高進 した

ため,売 薬行商も困難を極めた。一方で,「現売」の横行など無秩序な競争が戦後の混乱

の中で続いたのであり,他 方,戦 時の統合会社か らの分離独立問題が浮上 し,配 置薬業界

は新たな秩序づ くりに取 り組まなければな らなかったのである。

1946年 末か ら翌年1月 にかけての奈良県における第1次 企業再編成では約50社 の分離独

立が認められたが,そ の90%は 戦時の統合会社の役員層であったことは注目すべき点であ

ろう(2)。中小企業等協同組合法に基づ く奈良県製薬協同組合の設立は,1949年10月 のこと

であった(3>。

1948年7月 には,戦 時中の統制色の濃い薬事法に代わる新 しい薬事法の公布をみた。こ

の薬事法の改正により,薬 の販売業は,薬 局 ・薬店(指 定医療品を除 く全医薬品)・配置

販売(家 庭薬)の3本 立てとな り,配 置販売業の業態が明確化された。1960年8月 には,

1948年 の旧薬事法に代わるものとして,新 たに薬事法 ・薬剤師法が公布され,翌 年2月 か

ら実施された。改正の主な点は,身 分法として薬剤師法が独立 したこと,地 方薬事審議会

制度の新設などであった。配置薬業界に関連する改正点は,配 置販売のできる品目を定め

た配置品目指定基準が制定されたこと,配 置販売業という業種が協同組合単位であったの

が帳主単位としての業種に明確化されたことである。ただ配置員は配置先の都道府県の許

可が必要となる。

1961年4月 の国民皆保険制度の実施は,配 置薬業界に少なからず打撃を与えた。2年 余

り後の63年7月 に配置家庭医薬品製造業は通産省の中小企業設備近代化資金対象業種に指

定されたものの,新 たな困難に直面 したことは否めない。また65年のアンプル入 りかぜ薬

事件,1976年 ～77年 の禁止薬回収と総点検 ・ピリン系の解熱 ・鎮痛成分使用禁止なども業

界に大きな打撃を与えた。

この間,製 造面では新たに高い品質の医薬品の供給 という観点から,GMP(4)へ の対応で
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より大きな試練に立たされることになる。以下,資 料的限界は否めないが,オ ーラル ・ヒ

ス トリーの手法を取 り入れて戦時の統合会社か らの分離独立問題を視野に入れながら,

WHOの 勧告を契機とするGMP実 施への行政 ・業界 ・企業の対応,配 置薬メーカーにお

ける合併 ・協業化,そ して脱配置化と多角化の事例について瞥見する。最後に,配 置薬専

業大手の三光丸本店などに言及するとともに,最 近の業界の動きを展望する。

1GMPの 法制化と行政 ・配置薬業界の対応

GMPは,1963年 に米国で法制化されたのが最初である。その後,米 国を主 とする働き

かけにより,1968年WHO(世 界保健機関)がGMP制 定を決議 し,翌 年の総会でGMP

の導入が各国へ勧告された。各国において,漸 次医薬品製造に関する必須の管理技法とし

てGMPの 重要性が認識されるに至るが,WHOで は各国の意見を取り入れてGMPを 改

訂 し,1975年 に再度勧告 した(5)。

このような社会的 ・国際的な動向に対応するため,わ が国では,1972年 に厚生省薬務局

内に 「GMP研 究のためのプロジェク トチーム」が設けられ,GMP実 施のための準備を

進めていった。厚生省では,1976年4月 か らGMPを 実施する方針を固あ,こ れに先立っ

て,1974年4月 に 「医薬品の製造及び品質管理に関する規則案」として公表 した。この案

はWHOのGMPの 要件,(1)人為的な誤まりを最小限にすること,(2)医薬品に対する汚染

及び品質低下を防止すること,(3)高 い品質を保証するシステム設定であること,と 内容的

にはほぼ同じであった。同案に対する都道府県や関連団体の意見を取 り入れ(6),最終的に

「医薬品の製造及び品質管理に関する基準」としてまとめ,1974年9月14日 付で各都道府県

に通知された(7)。翌年4月1日 付で各都道府県に 「医薬品の製造及び品質管理に関する基

準実施細則」を通知するが(8),この年度まではGMP実 施のために必要な準備期間であっ

た。GMPは,1976年4月 から行政指導という形でソフ ト面から実施 されることになる。

中間製品な ど一部については,実 情に応 じ若干の猶予期間を認めて差支えないとされ,

ハー ド面は,1979年3月 までに完全実施ということで進められた。その後必要に応 じて各

都道府県を通 してGMPの 進捗状態を調査 し,GMPが 未完了であった製造所に対 して

は,各 都道府県により重点的に指導が行われ,そ の徹底を期 したのである。

GMPの めざす高い品質の医薬品の供給 という方向性は,当 然の措置である。国の方針

を受けて,奈 良県では薬務課 ・薬事指導所を中心に,商 工課の協力をえて,ソ フ ト面,

ハー ド面について実地調査など積極的な指導が行われた。
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奈良県製薬協同組合では,役 員会 ・GMP委 員会でGMP対 応への検討を重ね,県 の薬

務課 ・商工課と協議のうえ,し ばしば上京 し,厚 生省薬務局をはじめ,通 産省 ・中小企業

庁へ強 く要望 ・陳情を再三行った。と くに奈良県製薬協同組合理事長佐藤又一(9)のリー

ダーシップは目を見張るものがあった。佐藤薬品工業の創設者の彼は,1970年 以来,長 期

間にわたり,奈 良県の各薬業団体,そ して全国配置家庭薬業界の トップ(全 配協副会長 ・

1981年 会長)と して大きな事績を残 してきた人物である。「モラロジー」 と出会い,会 社

の経営理念にモラロジー精神を盛 り込んでいる佐藤の姿勢は,「業界の組織あっての一企

業」,つまり「組合組織など業界団体や,そ の関係団体の振興があってこその,一 企業。(中

略)政 治力のひとつにしても,そ の力量には限度がある。ひとつひとつが集合 しての組織

であり,団 体の力があってこそ,一 企業に繁栄がもたらされる」との立場であった。この

信念で,佐 藤は製薬組合 ・各薬業団体の活動に奔走 した⑩。

1971年12月 か ら,厚 生省は医薬品再評価制度(1Dをスター トさせたが,配 置薬業界にとっ

てハイレベルな政治力の必要性を認識する契機となった。全国配置家庭薬協議会(全配協)

の働きかけで,2年 後に衆議院28名,参 議院8名,計36名 か らなる 「配置薬議員連盟」が

発足 した。会長に,奈 良県出身の前田正男衆議院議員が就任 した。奈良県選出の衆議院議

員奥野誠亮,同 参議院議員新谷寅三郎,大 森久司も名を連ねている⑫。

次に,GMP対 応の救済策として中小企業近代化促進法(近 促法)の 業種指定を受ける

ことをめざした。奈良県がイニシアティブをとり,富 山県 ・滋賀県に呼びかけ,近 促法の

受け皿となる製薬工業組合をそれぞれ結成,そ して全国配置家庭薬工業組合連合会(全 工

連,佐 藤又一が理事長就任)を 創設することにして,旋 行令の一部改正により,1975年9

月配置販売用医薬品製造業は中小企業近代化促進法の業種指定を受けることになる。この

点,配 置薬議員連盟の政治力は大きかったといえよう。近促法による政策が中小企業政策

の中心を占めていたのであり,厚 生省は近代化計画策定のため,産 官連携により,1977年

を起点とする5か 年の中小企業近代化計画(③を定めた。そのための基礎資料となる各企業

の実態調査と分析には多大の労力を要 したが,通 産省は 「国民生活の安定に寄与」という

ことで協力的だったという。

近代化計画策定の書面調査項目は(1)会社の概要,(2)事 業所設置状況,(3)従 業員の構成状

況,(4)貸 借対照表,(5)損 益計算書,(6)配 置販売用医薬品製造原価明細表,(7)純 売上高の状

況,(8)借 入金の状況,(9)有 形固定資産の状況,⑩ 配置販売用医薬品薬効小分類別純売上の

状況,qD配 置販売用薬品薬効小分類別の年度別生産状況,⑫ 配置販売用医薬品薬効小分類

別の月別生産状況,⑬ 配置販売用医薬品原材料購入状況,⑭ 配置販売用医薬品関係主要設
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備設置状況,⑮ 配置販売用医薬品関係設備年度別投資の状況,⑯ その他(経 営分析表)の

16項 目に及んだ。奈良県の書面調査事業所は96,こ のうち現地調査事業所は,丸 太中嶋製

薬㈱,大 峰堂薬品工業㈱,吉 田製薬㈱,奥 村正永堂薬房,壷 阪製薬㈱,喜 多薬品工業㈱,

米田薬品工業㈱,佐 藤薬品工業㈱,田 村薬品工業㈱,㈱ 米田兄弟社,高 市製薬㈱,共 立薬

品工業㈱,美 吉野製薬㈱,大 師製薬㈱,藤 田博愛堂製薬㈱,増 田製薬㈱,㈱ 雪の元本店の

17で あった⑭。

「近代化計画に基づ く公的資金は全国配置家庭薬工業組合連合会関係で200億 円,奈 良県

では80億 円にのぼった」⑮ とされる。GMPを 契機とする配置薬製造業の近代化にとって,

近促法が果た した役割は極めて大きなものがあり,そ の経済的波及効果は300億 円以上に

値するといわれた⑯。奈良 ・富山 ・滋賀の3県 を中心に,全 国210余 のメーカーが低金利融

資,長 期返済,税 法上の優遇措置などの恩典によって,設 備の改善,品 質管理の徹底,技

術力 ・開発力の向上など企業体質の強化に努めたのである。

さらに,1976年 に佐藤又一は,GMPの 現状視察のため,6月 にヨーロッパ,10月 にア

メリカに出かけている。前者は視察団の一員 として参加,「 ヨーロッパのGMPの 現状に

失望 した」(1のという。後者 は各製薬企業規模別メンバー12名 か ら編成 されたもので,団 長

は佐藤,15日 間の日程であった。帰国後,佐 藤は,「ヨーロッパにおけるGMP実 施の現状

を視察 した私の感想」「アメリカにおけるFDA基 準のGMP実 施状況を視察 して」「GMP

実施状況訪米調査団報告」の3通 のレポー トを発表,注 目を浴びた。配置薬業界のGMP

対応へ大いに活用されたのである。

当時の配置薬業の現状と課題については,タ イム リーかつ貴重な研究成果があるq8)。調

査結果によると,1976年4月1日 現在の県下の企業数124(回 答企業数96,こ のうち配置

薬を製造 していない企業 と未記入箇所の多い集計不能の企業を除き68企業を対象),経 営

者意識は全般的に低調,独 力で経営近代化を図ろうとする企業は44で全体の64.7%,協 業・

合併等集団化で近代化を図ろうとする企業は19で全体の27.9%で,そ のほとんどが従業員

20人以下の小規模 ・零細企業であった。残 りの5企 業は一般薬メーカーに転換1,配 置薬

販売業に転業1,そ の他3企 業であった。そして,現 状から将来を展望 した問題点 として,

(1)薬事行政の強化,(2)配 置薬製造業はGMP実 施と近代化により巨額の投資を したが,そ

れを如何に回収するか,(3)配 置薬製造業者は製造品目を しぼり量産体制の方向を進むが,

販売促進をどう進めるか,な どに言及 している。最後に,1つ の提言(創 造的配置販売)

を行っている。

奈良県配置薬業界のGMP対 策の進行状況をみると,1979年 春の段階で,品 質管理など
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のソフ ト面は県が重点的に指導 したことから,比 較的スムーズに進み,111メ ーカー(う

ち医院 ・薬局,一 般向けは6社)全 部が基準を達成 していた。 しか し,構 造 設備の改善な

どハー ド面の対応には大変な苦労が伴い,「達成は49社(同2社)で,達 成率44%」 であっ

た。ただ 「改善中が39社(同2社),計 画中が16社(同2社)あ るほか,7社 が販売に専念

する予定のため」,79年 度の早い時期に基準達成の見通 し,と 展望されていた⑲。

GMPは1979年10月1日 の改正薬事法に取 り込まれ,医 薬品の有効性 と安全性及び品質

確保を図ることを目的として明示 し,翌 年4月 と9月 の2回 にわたって段階的に施行され

た。4月 の改正施行に続き,従 来行政指導で実施されてきた,い わゆるGMPソ フト(管

理面の基準,医 薬品の製造管理及び品質管理規則)),GMPハ ー ド(構 造設備面の基準,

薬局等構造設備規則)が 同年9月30日 から施行されたのである。GMPの 省令化によって,

他に試験検査を委託できる制度が新たにとり入れ られた。

さらに,1993年4月 には,よ り高品質な医薬品製造をめざすとともに,前 年公表された

WHOの 改正GMPに 対応するために薬事法等の改正を実施 し,GMPは 強化されること

になる。翌年1月27日 付厚生省令第3号 で,新 たに医薬品製造業の許可要件 となるGMP

ソフ トを制定,ま た区分許可制度の実施,バ リデーション⑳等の設定をみた。許可要件と

なるGMPソ フトが制定 されたことに伴い,従 来のGMPソ フ トは廃止された⑳。この段

階を新GMPと 呼ぶことにする。

新GMPは 「医薬品の製造管理及び品質管理規則」(1994年 厚生省令第3号)に よって,

医薬品の製造業者は,製 造所ごとに,医 薬品製造管理者の管理の下に製造管理責任者,品

質管理責任者を置かなければな らな くなった。また品質管理に係る部門は,製 造管理に係

る部門か ら独立 していなければな らず,製 造管理責任者は,品 質管理責任者を兼ねてはな

らない,と された。このほか,製 薬企業の製造管理,品 質管理における自己点検,教 育訓

練,苦 情処理,回 収手順についてマニュアルの作成 ・保管が追加になった。

関係省令の改正もあり,1996年4月 以降は 「原材料の搬入か ら出荷に至る全工程が適正

に管理されていることを科学的データを基に証明する 『バ リデーション』が製造業並びに

品目追加許可の必要条件とされた」のであり,さ らに1999年 か らはバ リデーションを超え

なければ新製品を出せな くなる⑳。

このように,GMPか ら新GMPへ,国 際 レベルに合致 した製造管理が法的に必要とさ

れるように至ったが,新 たな措置は,小 規模 ・零細企業にとって設備と人材の両面で多大

な負担は避けられず,中 小企業の多い奈良県をはじめ,業 界の根底を揺がす難題に直面 し,

大転換を迫まられたのであった。
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「基準の適用範囲」について付言 しておくと,1990年 に原薬GMP実 施,1997年 に治験薬

GMP実 施をみた。また医薬品販売の規制緩和措置に伴い,1999年 に医薬部外品の一部に

対するGMPの 適用をみた。

このような流れの中で,1991年7月 全配協の改組後の2代 目会長 に就任 した佐藤又一

は,就 任の挨拶の中で述べた構想に則 り,翌 年7月 の全配協総会で製販両組織が近促法に

基づ く業種指定を受け,配 置薬業界の近代化に乗 り出すことを機関決定 した㈱。そ して,

3年 後の95年9月 には,配 置薬製造業では2度 目の中小企業近代化促進法の業種指定と新

たに緊急に構造改善が必要な業種であるとして特定業種にも同時に指定された。これらは

新GMPへ の対応をめざす ものであったとみてよかろう。配置販売業にも初めて近促法

が適用され,業 種指定を受けた。96年2月 には,配 置薬製造業と配置販売業が協調 して取

り組む製販協調型の構造改善計画が承認された。こうして,国 が策定する中小企業近代化

計画と業界が独自に策定する構造改善計画に沿って,製 販一体となった近代化,構 造改善

事業が進められることになる。

2GMPの 実施 と配置薬メー カーの合併 ・協業化

(1)協 業化

議論を戻すと,GMP旋 風で揺れた配置薬業界の動きについては,「薬日新聞にみる薬業

界40年 史』(全5回,1987年5月2日 付～88年7月30日 付)や 「全工連設立10周 年記念座

談会」(「薬慈新報』1987年6月15日 付),そ の他業界団体史,数 は少ないが,県 下製薬メー

カーの社史などが一定の手がか りを与えて くれる。とくに 『座談会』から,GMP,近 促法

指定,全 工連の設立の3つ は三位一体の取 り組みであったことがわかる。

配置薬製造業の近代化は,近 促法の業種指定で策定された近代化計画に基づきながら

GMPを 乗 り切 っていくことになる。 しか し,「製造」 と 「販売」 は車の両輪というもの

の,配 置販売業の近代化は一部を除いて積み残 しのままだった。本来は同時に着手すべき

課題であったと思われる。

巨額の設備投資が必要な配置薬製造業の近代化にあたり,小 規模経営者(従 業員10人 以

下,20人 以下が多い)が 単独で果たして生き残れるのかという疑問は当初からあった。こ

の階層のメーカーにとって,GMPを クリアするためには,合 併 ・協業化 ということが1

つの流れとなる。 しか し,一 部のメーカーが単独で近代化され始めると,近 代工場の稼働

率を考えて 「脱配置薬」あるいは上位メーカーを中心に 「多角化」の動きが出て くるので
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あった。この場合,合 併 ・協業化によって 「配置薬」を主とする方向と脱配置化あるいは

経営の多角化によって 「配置薬」が従となる方向に分かれていった。

GMPの 影響をみると,奈 良県配置薬業界では,第1にGMP投 資の過程で,転 廃業,

合併 ・協業化が進んだことを指摘できる。第2は メーカー数の減少傾向に対 して,配 置販

売業者が大幅に増加 したことである。販売の法人組織も少なからずみられる。製造から販

売へ転業するケースも出て くる。第3は 配置従事者数の減少,そ して青年層の激減と高齢

化という問題である⑳。

小稿の対象である奈良県配置薬製造業では,GMP実 施の結果,廃 止29社,協 業1社,

合併1社 の激震をみたというのが定説である㈱。メーカー数の減少に異論があるわけでは

ないが,以 下,こ れ らの点について少 し敷えん しておこう。

「奈良県薬業史』通史編では,「奈良県薬事年報』をもとに,1976年 のGMP対 象業者125

(配置用の業者数は不詳)か ら81年には90(配 置用は79)へ35も 減少 したこと表示 してい

る⑳。佐藤薬品工業の 「社史』では,5か 年の近代化計画に言及しながら,「新製品や新技

術の開発,設 備の近代化,生 産規模適正化を目指 して,奈 良県下では140社 の製造企業を約

80社 に集約 しなければな らなかった。(中 略)一 部企業の転廃業 もあり,奈 良県では結局,

87社が生き残った」⑳ と記 している。

詳細は別として,こ の2つ の文献からも,GMP実 施による奈良県配置薬業界の激変を

読み取れる。実は個人経営的メーカーの多い県下の配置薬業の生き残 り策として近促法の

適用を受けて近代化をめざすことになったが,そ れは協業化への第一歩であった。近代化

計画では,生 産規模の適正化 として,「製造品目の集中化,専 門化を図るとともに,共 同

化協業化,合 併等企業の集約化等の配慮を含めて目標達成に努めるものとする」㈱ とされ

ていた。また近代化に際 して配慮すべき事項として,従 業員の福祉,消 費者の利益増進,

環境の保全に関する諸事項があげられている点も重要なことであった。奈良県製薬協同組

合(理 事長佐藤又一)で は,GMPを クリアするため,最 初は県下を橿原,高 田,御 所,

高取の4地 区に分け,各 地区で製薬企業10数 社を集めて協業組合化による地域的合同の実

現を意図 していた。 しか し,こ れは戦時の企業整備において生産部門の企業統合がいかに

難航 したかを思い起こしてみても容易にまとまる話ではな く,し かも一部の上位メーカー

などが単独でGMP対 応に着手 し始めたため,い ったん宙に浮いて しまった。1976-77年

にかけて,佐 藤理事長の呼びかけでGMP未 着手の約30社 を一本化 しようという案が持ち

上が り,曲 折の末,1979年 に協業組合奈良県製薬の誕生をみるのであった。関係機関の指

導を受けて準備段階か ら協業化への努力を続け,理 事長となったのは扇屋薬品本舗(高 市
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郡高取町)経 営者の友村正隆である。最年長の友村は 「至誠温厚,人 から信頼 される」⑳人

物として知 られる。近促法によって有利な条件で融資が受けられると言っても,準 備が進

むにつれて,伝 統産業の担い手としてのプライ ドや親 しまれた商標を守ろうとして多 くが

脱落 していった。4地 区に作る予定だったのが,県 下を1地 区とし,最 後には11社(株 式

会社6,個 人5)と なった(表1)。

表1〈 協業組合〉協業組合奈良県製薬(1979年4月15日 開業)

製造所名 代表者名 協奈良県製薬

井上薬品工業社 井 上 仁 理事(人 事担当)

扇屋薬品本舗 友 村 正 隆 理事長

光誠製薬㈱ 西 島 松 司 理事(会 計担当)

玉巻自由堂薬房 玉 巻 政之助 理事(広 報担当)

㈱西川栄寿堂 西 川 秀次郎 副理事長
大和橿原製薬㈱ 米 田 公 昭 専務理事
共生製薬㈱ 福 西 明 副理事長
中島寿玄薬房 中 島 寿 玄 理事(渉 外担当)

奥村正永堂薬房 奥 村 匡 博 理事(開 発企画)

養寿堂製薬㈱ 池 田 侃 司 監事
関西薬品工業㈱ 斎 藤 諭 一 監事

員外 松 原 勇 常務理事
佐 藤 又 一 顧問

出所)奈 良県薬業史編 さん審議会 『奈良県薬業史」資料編,767ペ ー ジ,『薬日

新聞』1980年11月29日 付 より作成。

準備の段階で問題 とな ったの は,(1)製 造 ・発売を協奈良県製薬 とすれ ば合理化 は徹底す

るが,そ れで は各企業の プライ ドが許 されな い点,(2)出 資 金を平等 にす ると言 って も,算

術的な平等か,負 担力 に応ず るのか,な どいろいろ議論を重ねなが ら,最 後 まで残 った11

社 で約束 がま とまったよ うであ る。友村 は,「 人 の心を1つ にす ることは大変 な ことだ と

知 りま した。(中 略)30人 の人 が11人 に減 るまでの人 と人 との争 い,離 合集散,そ して14,

5人 にな ったときは 「もうや めよう』 と思 ったそうだが,心 を もち直 して続 けたの は厚生

省 ・県 ・製薬組合 な どの暖かい支援 があ ったか らだ。最後 の最後 まで非常 な決断力 だ った」

という。 こう して,全 国で初 めて協業化 による医薬 品製造工場 を誕生 させ,GMPソ フ ト,

GMPハ ー ドを ク リアす ることに踏 み切 ったの であ る。 近促法 に よる借入 金1億7,200万

円(無 利息2年 間措 置,14年 間 で償還),県 の補助金1,000万 円,県 斡旋の借入金3,000万 円,

11社 か らの出資金6,000万 円 な ど総事 業費約3億 円で,御 所市 茅原 にあ った佐藤薬 品工 業

の 旧工場 を譲 り受 けてGMP適 合 工場 に改装 す ることに した。事業 費の内訳 は,土 地 ・建

物 ・機械設備 に2億3,000万 円,事 務備品1,500万 円,運 転資金5,000万 円な どで あった㊤①。佐
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藤薬品工業の 『社史』には,協 業化に伴う用地取得計画の経緯などが紹介されているeD。

1979年2月 に設立総会を開き,4月 に各社の製薬免許を組合が継承し,業 務を開始 した。

資本金は4,540万円である働。協業組合の仕組みは,各 メーカーが個々に行っていた薬の製

造をやめ,製 造は組合で1つ の工場を建設 して行い,各 メーカーは卸売一般販売業に転業

するというものであった。製造する薬は,か ぜ ・頭痛 ・せき ・胃腸 ・臓器薬の5種 類,約

30品 目に合理化 し,こ れを各社が持ち込んだ包装資材で仕上げて各社へ送る。そ して,各

社は従来のブラン ドで品揃えをして,こ れまで取引 していた帳主 に卸す ことになってい

た。

GMPで 一番問題となった試験分析は3人 の技術者が担当,従 業員も全部で25人,協 業

化前に比べると大幅に減 らしている。県下でも一流の設備と技術といわれ,バ ラバラの1

社ではとてもやれないGMP生 産管理ができ,協 業組合は順調にすべ り出 し,旧 各社の販

売実績も良かったらしい。初年度(1979年4月 ～80年3月)の 決算によると,生 産額は約

1億 円,ま だ黒字は出ていなが,ほ ぼ トントンで自信を深め,年 々倍増 し,3年 後には5

億円に持 っていき,黒 字は確実 と見込んでいたようである。友村理事長は,「 そのために

は,組 合で全帳主を集めて研修会をやったり,新 薬の開発に努力 して行 く方針です。利益

があがるようになると11社の団結も強 くなるので,小 分け㈱や ドリンク剤の一括仕入れな

どもやって,利 益をあげていきたい。組合の利益は即組合員の利益です」と明るく語って

いた。また福西副理事長は,「予想以上に,し かも早 く見込みがついたのは,苦 労 した友村

理事長の人徳のいたすところ。友村さんな らついて行けるとわれわれは組合に投 じたので

す」という。旗ふ り役は別の組合員だったらしいが,残 念ながら,そ の1人 は途中で亡 く

な られた。 ともか く将来の見通 しに確信をもち,「 もう大丈夫です。これで安心できます

よ」と友村理事長は語 り,組 合ブラン ドの新薬も始めたようだった。 しか し,や がてどち

らかと言えば,参 加各メーカーは旧ブラン ドで売れば良いという感覚とな り,し かも合議

制というか,実 質的にはリーダー不在の感は否めず,経 営は他人まかせ,放 漫経営に陥っ

て しまう。

創業10年 後の同社の役員数は1人 減って9人 となっている(監 事は不詳)。 内訳は,旧

メーカーの代表者が3人,員 外の役員 は重任 しているが,残 り5人 は代替 りしたようで

あった⑳。1995年 版の役員 メンバーも同様であるが,代 表理事が友村正隆から井上仁に交

代 している。監査役に友村元代表理事の娘婿の友村与三郎が就任 している㈲。 こうした変

遷は,業 績の不振とともに,創 業期の結束力が弱まったことを示唆 していると思われる。

遂に業更新を断念,1996年9月30日 協業組合奈良県製薬は負債4億 円を抱え,空 中分解す
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る形で解散となった。

挫折の要因は,ま ずこうした結束力の緩みに求めらようれが,旧 メーカーの社長は 「一

国一城の主」であったか ら,協 業組合の トップは 「和の精神」を重ん じ,リ ーダーシップ

を発揮 しにくい面があったのか,あ るいはそれを欠いていたのか,い ずれにせよ,強 力な

リーダーシップの欠如は大きかったと思われる。この点に関連 して,中 核となる企業を吸

収 しての協業化でなかっただけに,業 績の悪化とともに非効率的な負の部分が顕在化 した

ことは否めないであろう。併せて協業組合の経営に明るい人材を得難かったのか,な どの

疑問が浮かんで くるのである。

最も大きな要因は,組 織上,製 造と卸売一般販売業の仕組みに問題点を孕んでいたこと

であろう。11社 は製薬の免許を返上 して販売だけになっていたが,製 造の現場,組 合の工

場生産は旧メーカーの個々の製品をつ くっているのが実態だった。販売面は旧商品の名前

だけを変えて旧ルー トで販売するという状況であり,組 合自身の工場生産は少なかったの

である。多品種少量生産のため,単 価も高 くなっていた。だか ら,卸 売一般販売業に専念

できたというものの,い わば組合を 「食い物」にしているという批判,弊 害が出て くる有

様だった。

県側は,1つ の製品を大量につ くること,こ れによって収益を上げるべきだと指導 して

いたが,個 々のプライ ドが許 さなかったのか,こ の指針は受け入れられなかったのである。

いわば妥協 した形で出発 したといわざるを得ない。かぜ,下 熱,鎮 痛剤など売れ行きのよ

いところは販売実績もよかったようだが,個 々には持ち出しが少な くなかったと推定され

る。製造部門の 「コス ト管理」の重要性を十分に認識 していたとは言えなかったのである。

要するに,一 説 には100品 目ほどといわれた多品種少量生産のため,生 産の現場はバラバ

ラであり,管 理面も難 しく,コ ス ト面等(設 備 ・人的等を含む)で 問題があったことは否

めず,協 業化の難 しさを露呈 して しまい,失 敗に終わった。

負債4億 円は顧問の佐藤又一が片代わ りしたというか,佐 藤薬品工業が4億 円で協奈良

県製薬を買収 した。協業組合の解散後は,薬 業か ら離れたケースもあるが,多 くは卸売一

般販売業へ,一 部は配置販売業あるいは薬局経営へ転換 していった。

(2)合 併

次にGMP実 施の過程で,こ れまで3社 合併のケースとして位置づけられてきた大和製

薬の誕生について再検討 しておこう。実はさきの拙著⑳で,前 述の定説を少 し援用 したこ

とがあるので補正になればと願う。
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大和製薬のルーツは,1912(明 治45)年 現在地(葛 城村 〈現御所市〉東佐味)で 現社長

の祖父庄太郎が岡田快生堂を創業 したことに始まる。1934年 には,現 在の田村薬品工業の

創業者 ・田村信一の独立に際 し,行 動を共にしたようであり,田 村の 『社史』に 「佐味の

岡田薬剤師(現,製 薬業経営,御 所市在住)と 『亜細亜薬品商行』を創業 した」⑳と記され

ている。岡田薬剤師は 「美教」であろうが,岡 田快正堂は,戦 時中の企業整備では彼が応

召中のため,事 実上,一 時休業状態であったかもしれない。復員後,1949年 末頃から岡田

快生堂として製造を再開していた。GMP対 策 として,1978年6月 に株式会社 に組織を改

めている。

同社の資料㈱によると,資 本金800万 円(1株500円,1万6,000株),設 立発起人は岡田

家を中心とする岡田快生堂の関係者で,全 株式の約4分 の1を 引き受けて法人化 したこと

がわかる。そして,7月 に法人化のため,医 薬品製造承認承継届書及び医薬品製造業許可

申請書を,そ れぞれ奈良県知事宛,厚 生大臣宛に提出している。この点は,後 述の合併を

視野に入れてのことであろう。

当時GMP対 策 として,県 下では協業化への動きが活発であり,曲 折をへて,㈱ 奈良県

製薬の誕生をみたが,他 方,合 併を説 く動きもあった。たとえばワキ製薬社長の脇本佳信

は,GMP対 策として,大 和高田市 ・北葛城郡の 「全製薬会社が1社 に合併 して,GMP

に完全に合った立派な工場を設け,消 費者に信頼され,安 心 して使って頂ける薬を生産す

べきだ。消費者がいつ見学に来ても,恥 しくない工場で薬を生産 しているところをお見せ

したい」と主張 し,各 社を説得 して回ったようである。 しか し,各 社の足並みが全然揃わ

ず,合 併を断念 し,1社 でGMP適 合工場を建設 したことを明らかにしている㊤9。

ところで,法 人化に踏み切った大和製薬は,1か 月余のちの1978年7月 に内外製薬(米

田正之),仁 寿堂(宮 本公典),東 洋薬品商会(東 照男)か ら各200万 円の出資を受け,合

併を具体化 させる。「出資に関する説明書」で,大 和製薬株式会社取締役社長岡田美教は

「上記の通 り出資を受けました」と記 している。3社 の中には,㈱ 奈良県製薬に誘われたと

ころもあったらしい。表2に 示す4社 合併前後の概要によると,合 併段階では内外製薬,

仁寿堂,東 洋薬品商会の3社 は代替わ りしていた。前2者 の 「医薬品製造承認承継届書」

によると,出 資理由は 「協業化のため(増 資加入による)」 と記されている。

さきに申請 していた大和製薬 としての医薬品製造業許可願 は,1978年9月1日 に認可

された。4社 合併により全額払込みとなった大和製薬の開業は,同 年9月20日 であり,取

締役社長に岡田美教,出 資者3名 は取締役に就任 している。岡田美教は県下の同業者 に

誘われたのか,モ ラロジーを学んでいた。なお代替わ りを した現在も,経 営陣は,機 関誌

一71(561)一



第57巻 第3号

『ニ ューモラル』,学 習誌 『れ いろう』を購読 して いる。

表2〈 合併〉大和製薬株式会社(1978年9月20日 開業)

企業体名 住 所 代表者名
管 理

薬剤師名
企業体名 住 所 代表者名

大 和

製薬役員

岡田快生堂 葛城村 岡田 美教 岡田 美教 大和製薬㈱ 御所市 岡田 美教 取締役社長

内外製薬㈱ 御所町 米田 正偉 中山 貞一 内外製薬㈱ 御所市
米 田 正之

(のち米田和子)
取 締 役

宮本仁寿堂 葛村 宮本 政一 門内 久子 仁 寿 堂 御所市 宮本 公典 取 締 役

東洋薬品商会 吉野郡大淀町 東 佐太郎東 照男 東洋薬品商会 吉野郡大淀町 東 照男 取 締 役

出所)奈 良県製薬協同組合 「奈良県医薬品製造業(専 業)者 名簿」(1952年11月),大 和製薬株式会社

所蔵資料より作成。

4社 とも,近 促法による近代化計画策定のための配置販売用医薬品製造業の書面対象事

業所に名を連ねていたが,製 造という点では岡田快生堂が群を抜いてお り,内 外製薬,仁

寿堂,東 洋薬品商会の3社 は製造も行っていたが,ど ちらかと言えば薬種商販売業 ・卸売

一般販売業という性格が強かった。本社 ・工場は御所市東佐味の旧岡田快生堂に置き,改

めて,(1)医 薬品及医薬部外品の製造並びに販売業,(2)前 号に附帯する一切の業務を事業目

的とした。開業にあたり不採算品目などの整理を している。旧岡田快生堂では10数品目の

廃止届を提出しており,合 併後は約30品 目程度でスター トしたようである。管理薬剤師と

して,1962年10月 か ら仁寿堂に勤務 していた吉野郡吉野町の阪本八寿子が1978年10月1日

付で移ってきた。

メーカーとしての色彩が強かった岡田快生堂は合併直前に法人化 し,大 和製薬となって

いたが,管 理面などを考えると1社 では難 しいGMP対 応について,販 売力のある3社 と

合併 して基盤を固める道を選んだといえようか。製造に弱さのあった3社 にとっても,合

併出資によってGMP適 合工場を もつメ リットは大きいと判断 したのであろう。 ともか

く形式的には4社 合併によって,大 和製薬はGMPを クリアできた。配置薬専業メーカー

は小規模 ・零細なところが多 く,小 型の同志的な吸収合併であり,リ ーダーは岡田美教で

あった。医薬品製造業とは別に卸売一般販売業(小 規模卸 ・家庭薬)の 免許を得ていた岡

田快生堂は,店 舗としてその名を残すことにした。

合併という形式であったが,共 同して経営するという状況ではな く,新 しいものをつ く

るというメーカー意識は乏 しかったらしい。いわば大和製薬(工 場)は 製造所であり,旧

3社 はここで作ったものを持ち帰 り,旧 来のパ ッケージで卸売一般販売業に徹するという

スタイルだった。販売ルー トも旧来のままで,囎 奈良県製薬とよく似てお り,実 態は同業
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他社,販 売業者との企業合同という形態の協業化だったといえようか。メーカーとしての

大和製薬は 「気持ちを込めて,使 う人の身になって」を企業理念としてきたが,品 目数を

整理 したとはいえ,多 品種少量生産のため生産効率が悪 く,コ ス ト高となっていた。また

品揃えのため他社製品の仕入れを行う結果,非 効率な原価構成になっていたのであろう。

売 り上げも伸びず,業 績は振るわなかった。製造を担う岡田家が20年 間ほど単独で補填す

る状況であったという。なお小規模な配置薬メーカーの場合,製 造だけでは採算が取れな

いので薬種商販売業 ・卸売一般販売業を兼営するのが一般的であった。

1987年6月 管理薬剤師が岡田曙美に交代,新GMP対 応の時期には岡田守暗が監査役か

ら取締役に就任(1994年7月,95年 資本金1,000万 円へ)し た。身内で薬剤師が増えたこと

は,許 可要件となるGMPソ フト(管 理面の基準)や,さ らなるGMPの 高度化に対 して

も,人 材面では同族で適応できる体制を整えたといえよう。一般論として,GMPハ ー ド

(製造所の構造設備面の基準)の 方は,各 メーカーの経営戦略も絡んで,一 定の設備投資

を必要とする場合が多 く,小 規模 ・零細メーカーほど苦慮 していたのである。

ここで配置薬業界の構造面に目を移すと,PL法(製 造物責任法)制 定,薬 事法改正な

ど薬業界の急変の時期には,2つ の貴重な実態調査が行われた。奈良県の実態調査㈹は,

配置製造業(一 般用医薬品メーカー)に ついて,1994年1月 ～2月 に実施された。調査対

象は85事業所,回 収率70.6%(60事 業所),配 置販売業の方は,前 年の6月 ～7月 に各地区

の代表者(薬 友会長)33名 を対象 とし,回 収率は100%で ある。その結果をみると,企 業

形態は約90%が 法人企業であり,全 事業所平均では約40%の 経営者が薬剤師である。従業

員50人 未満でその比率が高 く,従 業員50人 以上では,薬 剤師16.7%,そ の他の技術系33.3

%,事 務系50%と なっている点は興味深い。経営姿勢あるいは経営力の差を示唆 している

のであろうか。

引き続き同調査結果によると,配 置薬 メーカーの従業員規模を,㈹1～9人(21事 業所),

⑬10～24人(19事 業所),◎25～49人(14事 業所),(D50人 以上(6事 業所)の4つ に分類

した場合,新GMP対 応状況について,㈹(B)は 旧GMPに おいても若干の不備があったと

する事業所が多い。◎(Dは 旧GMPに は対応できており,「何の抵抗もない」との回答が多

く,規 模的格差を読み取れる。法規制により 「止むを得ず対応」との回答は小規模事業所

ほど多 く,そ こでは製造設備の稼働率が悪 く,大 きい所◎では 「設備の不足」の回答が比

較的多かった。区分(工 程)許 可の利用については規模が大きくなるほど積極的であり,

㈲⑧は委託側として,◎(Dは 受託側として利用 したいという回答傾向が出ている。新商品

の開発については,「内容的に魅力ある商品を持つこと」 という回答が圧倒的に多 く,そ
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の方法として,従 業員50人 未満では自社単独開発,従 業員50人 以上では共同開発が多かっ

た。前者では新配合処方,新 有効成分の医薬品,あ るいは医薬品以外での開発を考えてお

り,後 者では新配合処方の医薬品開発が圧倒的に多かった。課題と経営方針についての回

答を総括すると,従 業員50人 未満では 「販売の強化」,従業員50人 以上では 「製造部門の

強化」と 「経営の合理化」が比較的多かった。

配置販売業者の調査結果をみると,兼 業の半数を占める農業は消極的な兼業であるが,

それ以外については積極的な兼業との見方が目立つ。製造業における兼業については,販

売業者側は全般に積極策との見方が多 く,製 造業者側は個々の企業によって異なるとの回

答が多かった。得意先は全体として減少傾向にあり,と くに 「1人帳主」に現れているが,

実際の販売にあたっての基本は 「誠実とまこころ」そして 「行動力と粘 り強さ」であると

の回答が多い。将来的には如何に良き人材を確保できるかにかかっていることを改めて確

認できよう。

後継者問題について,製 造業の方は80%余 りが子供 ・親族と回答 している。子供が圧倒

的に多 く,親 族は限定的である。小規模の所㈹(Bで は後継者 「いない」がそれぞれ14.3%,

5.3%と なっている。販売業の方はその将来性 に問題がある,労 働条件の面で も魅力がな

い等の回答が目立つ。後継者難を改めて確認できるω。

厚生省薬務局の実態調査働は,1995年12月 中旬に調査票を配布,提 出期限は原則として

96年1月 末日とされた。調査対象者は全配協(任 意団体)製 薬部会加盟の配置販売用医薬

品製造業者162社 を対象としたもので,回 収率は78.4%(127社)で ある。配置薬業界が近

促法の指定業種及び特定業種として政令指定(1995年9月18日)さ れたのに伴い,厚 生省

が,中 小企業近代化計画を作成するために実施 したものである。

この調査か らも,前 述の奈良県配置薬業の調査結果とほぼ同じ特徴を確認できる。なお

「近代化に対す る考えについて」,任 意記載の方法により意見を求めた結果,企 業側は(1)多

品種少量生産の打開,(2)生 産効率化のための設備投資,(3)共 同生産方式による経費削減,

(4)物流機構の改善,(5)消 費者の要求に合致 した新製品の共同研究,等 々が必要であるとの

意見が上位に集中していた。

さらに別の資料によって,新GMP期 の県下の医薬品製造所の推移をみてお くと,や は

り配置用医薬品メーカーの激減が目立つ(表3)。 とくに配置薬専業メーカーの衰微が顕

著である。三光丸本店などの一部を除 くと,配 置薬専業ではな く,一 般用医薬品(配 置薬

もこの範疇に入るが,い わゆる大衆薬を想定)と の兼業あるいは医療用医薬品及び一般用

医薬品との兼業の配置薬 メーカーが比較的存在感を保っていたことになろうか,と 考え
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る。表 にはないが,GMP対 象 事業所 は96年 か ら97年 に かけて,製 造許可要件 のハー ドル

が上 げ られ たことによって激減 して いた。すなわ ち,「GMPの 改 正 で,零 細企業 は経営意

欲 をそがれ た。 そ して平成8年(1996)末 の 更新時 には,奈 良県だ けで12社 が廃業。製薬

協 同組合の組合数 は79社 か ら67社 に減 った」⑬ のである。

表3医 薬品製造所の推移

年次
医薬品
製造所

GMP対 象

事業所
医療用
医薬品(専)

一般用

医薬品(専)

配置用
医薬品

(専) (兼一般用)
(兼 医 療 用,
一・般 用)

1993

1996

2000

105

101

83

89

85

68

(専)1

(専)2

(専)2

(専)14

(専)14

(専)9

74

69

57

53

47

34

18

18

19

3

4

4

出 所)奈 良 県 薬務 課 「奈 良 県 薬事 年 報 」VOL。43,46,50よ り作 成 。

2000年 の 医薬 品製 造所83事 業 所の月平 均労働 規模(月 平 均従業 員数)別 及 び生産規 模

(生産 金額)別 事業所数 をみて お くと,次 の ようで ある。9人 以 下層が最 も多 く33事 業所

で,生 産額 は最高 で も1,000万 円未満,100万 円 未満が半数近 くを 占あ る。10～19人 層 は21

事 業 所で,生 産額 は100万 円未満 か ら1億 円未満 と幅が広 い。 内訳 は,500万 円未満が10事

業所(う ち5事 業所 は100万 円未満),500万 円以上 が11事 業所 と 「二極化」 している。500

万 円 以上 か ら1,000万 円未 満が4事 業 所,1,000万 円 以上 か ら2,000万 円未 満 が4事 業 所,

2,000万 円 以上か ら5,000万 円未満 が2事 業所 であ り,最 高 は5,000万 円以上 か ら1億 円未満

で1事 業所 であ った。20～29人 層 は11事 業 所で,生 産額 の大部分 は1,000万 円 未満 か ら1

億 円未 満 に点在 して いる。30～39人 層 は4事 業所 で,生 産額 は2,000万 円未 満か ら1億 円

未満,40～49人 層 は3事 業所 で,生 産額 は500万 円未 満か ら5,000万 円未 満であ る。50～99

人 層 は6事 業所 で,生 産 額 は3,000万 円未満 か ら1億 円未 満が3事 業所,1億 円以上 が3

事 業 所 とな って いた。100人 以 上層 は5事 業所 で,生 産 額 は1事 業 所 の例外 を除 いて,

5,000万 円 以上 か ら1億 円未満が1事 業所,1億 円以上 が3事 業所 とな っていたω。

表4は,新GMP期 の 県下の医薬品総生産額 と配置用医薬品総額の推移を示 した もので

ある。配置用 の全国生産額 は600億 円台 で,全 国比1%程 度,う ち奈良県 では生 産額91億

円,100億 円,79億 円 と推移 し,県 下の医薬品総生産額の30%台 前 半を 占めて いた。改 めて

奈良県 は配置薬 に特徴が あることを読み取れ る。 しか し,旧GMP導 入 当時は,配 置用の

全国比 は1%程 度 と変わ らな いが,奈 良県の配置薬の比率 は30%台 後 半で あったか ら,低

減傾 向は否 めな いので あった㈲。
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表4医 薬品総生産額と配置用医薬品の推移

年次 総生産額囚 配置用⑬ B/A

1993

1996

2000

280億1,500万 円

290億5,500万 円

264億4,600万 円

91億 円

100億3,800万 円

79億3,500万 円

32.5%

34.5%

30.0%

出所)同 上。

少 し長い援用となったが,新GMPへ の移行,2度 目の近促法の業種指定など,新 たな

段階に入った配置薬業界の全体像を把握 しておくことは有効であろう。とくに小規模 ・零

細配置薬メーカーの抱える問題点が浮き彫 りにされており,個 別企業の動向をみる場合に

も少なか らぬ示唆を与えて くれると思われる。

再び大和製薬に目を転 じ,医 薬品製造業許可更新申請などを点描 しよう鱒。前回の許可

年月は1994年1月1日 であり,96年9月 に業更新申請 に及ぶのであるが,こ れに先立 って,

同年3月 医薬品製造に係る医薬品の高度な理化学試験及び小分け製品及び原料 ・資材に係

る試験については,何 れも「「奈良県製薬協同組合医薬品開発試験研究所』を利用 して行 う」

との証明書を得ている。同社では,製 造管理,品 質管理,苦 情処理などの改善計画書を作

成 し,準 備中の個所は完了,計 画書のとおり実施するとしている。6月 には充填室と試験

室の変更,他 の試験検査機関の利用などの 「変更届出書」を奈良県知事宛に提出している。

9月 に入って,「GMP適 合性優先確認依頼書」を薬務課へ提出している。更新予定剤型数

及び総品目数は,許 可品目28品 目中,11品 目を廃止 し,6剤 型(7グ ループ)17品 目に整

理するというものであった。

6剤 型(7グ ループ)と は,丸 剤 〈大〉(95年 許可2品 目),丸 剤 〈小〉(81年 許可1品

目,92年 許可1品 目),散 剤(83年 許可1品 目,88年 許可2品 目),軟 膏剤(78年 許可1品

目),カ プセル剤(小 分け,83年 許可3品 目),錠 剤(小 分け,78年 許可2品 目,85年 許可

1品 目),穎 粒剤(小 分け,85年 許可1品 目,96年 許可2品 目)で ある。同社の代表的な

けんしゅう

品 目は丸剤 〈大〉の黒玉龍謄丸(胃 腸薬),丸 剤 〈小〉の度修六神丸(動 悸 ・息切れ ・気

つけ)な どであり,配 置員を通 して販売されてきた。とくに前者は既A評 価品目であった。

このように,事 前準備 し,品 目数の整理などを行う予定にして,業 更新申請書は96年9

月30日 付で知事宛に提出された。97年1月1日 付で更新申請は許可された。

次に新GMPが より高度化 された2000年 度(10月 ～3月 実施)の 通常監視(GMP査 察)

などの状況についてみておこう。2000年9月 の実施要領(薬 務課)に よると,立 入日連絡

→事前調査→査察→指示書発行→報告書→次回立入時の確認,と いう流れて行われたこと

がわかる。10月 に薬務課は製薬セ ミナーを開催している。事前調査の内容は,(1)「GMP
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査 察 に係 る事前調査票」,(2)「GMP適 合 状 況 自己点検表」,(3)「 バ リデー シ ョン進捗状況

調査票ME」,(4)「 関連 書類整合性説 明書」 であ った。(1)～(3)は 立 入 日の1週 間前 に薬務

課へ報告(必 着),立 入 当日に6品 目以下の品 目を提示 と して いた。(4)は 確 認品 目につ いて

立入 日まで に準備 し,当 日提 出とされ た。査察 は原則 と して2人1日,主 にソフ ト面の査

察,品 目ごとにバ リデー シ ョンも含 め実施 と して いた。指示書(指 摘事項)発 行 は,原 則

と して立入 日の討議及 び講評の 内容か ら指示事項を選定 し,後 日,薬 事監視員名で指示書

と して送付,報 告書 は指示書送付後,1か 月以 内に提 出(改 善 日数がかか る場合 は,改 善

方針,中 間報告等を記載)と され た。次回立入時の確認 は,通 常監視,一 斉監視を問わず

実施 とな って いた。

大和製薬のGMP査 察 に係 る事前調査票 に よると,製 造管理者は岡田曙美,製 造管理責

任者 は取締役社 長 の岡田美教,品 質管 理責任者 ・バ リデー シ ョン責 任者 は岡 田曙美 で あ

り,従 業員数 は製造3名,品 質1名,他1名 とな って いる。そ して,GMP実 施 状 況 につ

いて,「 一貫 製造 の丸剤 で大 丸の実生産規模 での確認 は3ロ ッ ト終了。小丸 の六神丸 は1

ロ ッ ト終 了 して いる」 とあ る。今 後の経営方針 として,「 一貫製 造 は丸剤 だけに し,あ と

は小分製造 とす る。今 まで一貫製造 して いた散剤 は3品 目中2品 目はすで に委託製造 と し

た。残 り1品 目も委託 とす る。軟膏剤 もワシン トン条約で原料入手困難のた め製造を 中止

す る予定」 と報告 して いる。

要注意事 項 に関す る自己点検 表は,「 設備」(4項 目),「 衛 生管 理」(3項 目),「 試 験」

(8項 目),「 シ ステ ム」(3項 目),「 実 製造」(3項 目),「 書 類」(2項 目),「 回 収」(1項

目),「 教 育訓練」(1項 目),「 自己点検」(1項 目),「 保 管」(2項 目),「 委 受託」(1項 目)

か らな り,そ れぞれ 「適正」「要改善」 「非該 当」かを チェ ックす ることにな って いた。一

部 の 「非該 当」 を除いて,大 部分 は 「適 正」,製 造設 備の校正,行 政 官庁へ の報告 規定,

教 育訓練な どを 「要改善」 と報告 したようで ある。

バ リデーシ ョンにつ いて は,す で に 「医薬品の製造管理及 び品質管理規則」及 び 「バ リ

デーシ ョン基準」 に基づ き,「 バ リデー ション手順書」 をつ くっていた。 内容 は,(1)目 的,

(2)実施 対象,(3)組 織(4)バ リデー シ ョン責任者の業務範囲及 び権限,(5)実 施 手順,(6)製 造

標準書への制定又 は改訂,(7)手 順 書の改訂,(8)保 管 か らな る。(2)～(5)は,具 体的かつ詳細

な 内容 とな って いる。

大和製薬へ の通常監 視(GMP査 察)は,2000年11月24日 午 前10時 か ら行 われた。その

結果,2001年8月20日 付 で県知事宛 に 「指導事項 に対す る改善 内容及 び改善計画」を提 出

す ることにな る。対象品 目は黒玉龍謄丸で あ り,品 質管理規則関係な どにつ いての改善等
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を回答 した。報告洩れなどの事項もあったようだが,主 なものをあげると,(1)保 存検体の

3年 経過,5年 経過,6年3か 月経過 したもので,長 期安定性の試験を行い,結 果が良け

れば配置期限を6年 にしたいと考えています(2001年9月 までに実施 します),(2)ニ ンジン

末の原料試験の内,残 留農薬試験を大阪食品衛生協会食品検査センターに依頼 し,近 日中

に構造設備(他 の検査機関の利用)の 変更願を提出いたします(2001年5月23日 に検査契

約書済み一引用者注),(3)回 顧的バ リデーションを2001年10月 末 日までに実施いたします,

などであった。

ここで,大 和製薬はモデル事業に参加 しなかったが,1997年 度から99年度までの3年 間,

厚生省の委託事業として取 り組んだ 「GMP実 施助言モデル事業」(委 託県は富山 ・奈良 ・

滋賀)に ついてみておこう。3年 間のモデル事業を通 して,GMP指 導体制の確立に必要

な事項を検討 し,4年 後には都道府県の薬事指導所等が確立された指導体制のもと,製 薬

企業に対 し技術支援等を継続 して行うことを目的としていた。またこの事業の中で実施 し

た内容を広 く他の都道府県の参考に資するとともに,国 民に供給される医薬品の一層の品

質確保をめざすものであった。

奈良県への予算措置は1,000万円程度(97年 度200数10万 円,98年 度約380万 円,99年 度344

万円)だ った⑳。まず業界の構造をみておくと,1999年11月1日 現在の奈良県医薬品製造所

数は88(GMP対 象製造所76),う ち配置用医薬品を製造 している製造所数は58(65.9%)

であった。規模別では,小 規模(従 業者20人 未満)61(69.3%),う ち配置37(63.8%),

中規模(従 業者20～49人)16(18.2%),う ち配置14(24.1%),大 規模(従 業者50人 以上)

11(12.5%),う ち配置7(12.1%)で あ り,総 数 ・配置とも小規模メーカーが多い。ちな

みに富 山県は製造所数118(GMP対 象製造所106),う ち配置48,滋 賀県は製造所数56

(GMP対 象製造所45),う ち配置22で あ り,奈 良県の配置用65.9%に 対 し,富 山 ・滋賀両

県は40%前 後である。規模別では,奈 良県とほぼ同様の状況である⑱。

奈良県の事業目標は,(1)製 造所内の衛生状態について,現 状を確認 し,効 率的管理体制

の検討,(2)製 造工程における作業要領を把握 し,現 状の問題点を明確にすると共に,効 率

的工程管理方法の検討の2つ であった。薬務課 と連携 して薬事指導所(現 薬事研究セン

ター)が 調査 ・試験分析などを担当した。一丸の重量(一 般に40mg程 度)・ ロッ トサイ

ズが比較的大きく,主 として原料 に植物生薬が用いられる胃腸薬等の丸剤を 「大丸」,一

丸の重量(一 般に10mg程 度)・ ロットサイズが小 さく,原 料に動物生薬がよく用いられ

る五疽強心薬等の丸剤を 「小丸」として検討が進められた。県下の丸剤品目所有業者45社

のうち過半数の24社 がモデル事業に参加 した。参加企業名は,㈱ 赤玉堂,朝 日製薬㈱,大
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峯山陀羅尼助製薬㈲,大 峰堂薬品工業㈱,近 畿医薬品製造㈱,米 田薬品工業㈱,佐 藤薬品

工業㈱,㈱ 三光丸本店,至 誠堂製薬㈱,全 国薬品工業㈱,大 師製薬㈱,大 仏堂製薬㈱,㈱

大毎代理部薬品部,高 市製薬㈱,天 真堂製薬㈱,東 邦薬品工業㈱,中 村薬品工業㈱,㈱ 藤

井利三郎薬房,㈱ 松原達磨堂,三 星製薬㈱,美 吉野製薬㈱,森 本製薬㈱,大 和合同製薬㈱,

ワキ製薬㈱であったq9。1998年 度の事業計画説明会(同 年5月28日 開催)に は,22社27人

が参加 した⑳。

丸剤の製造管理の環境調査は,丸 剤製造業者実体アンケー ト調査(配 布97.11.10,回 収

97.11.17,参 加企業24社 を対象,回 収率100%)と 実地調査が行われた。アンケー ト調査は,

丸剤製造所の製造体制と製造環境の実態把握を目的としたもので,ま ず調査結果を24社 の

平均でみると,総 生産金額は35品 目で約4億9,000万 円,取 り売 り金額(製 造せずに製品を

仕入れて販売 した金額)は53品 目で約7,000万 円であった。全般に生産金額の低い製造所ほ

ど取 り売 り金額の割合は高い傾向にあった。そして総従業員は平均35人 だが,加 工製造従

事者(製 造工程のうちで包装工程以外の工程に従事する者)に ついては平均6人 で,5人

未満の製造所が16社(67%)で あった。また試験 ・検査従事者は平均6人 で,3人 以下の

製造所が15社(63%)で あった。概 して規模が小さく,少 人数で多品種を製造 してお り,

比較的高齢者の従事者が多いことか ら,バ リデーション等の品質管理が負担になってい

た。製造環境は全社が何 らかの形で空調システムを導入 していた。またほとんどの業者が

床は洗い流せる状態であり,製 丸専用作業室として運用 していた。集塵機 ・換気扇の設置

率は非常に高い。

丸剤製造(秤 量 ・節過 ・混合)環 境実地調査61)(97.12.18～98.12.16)は,作 業室を対象

とし,主 に汚染度が高いと考え られる上記3工 程について汚染傾向を把握すると共に実現

可能な対応策を探ることを目的に,大 丸 ・小丸各8作 業室(各6社 ・6品 目)に ついて環

境測定を行っている。一般に生薬を主薬とする丸剤の製造環境においては,原 料自体に菌

が付着 していてそれが汚染源になっていることが知 られており,現 状で製造所への汚染源

の持ち込みは避けがたい。調査対象とした各社については,「原料生薬による汚染の残留

はみ られず,一 般用薬の製造環境としては概ね良好な状態であった。 しか し作業中の汚染

指標測定値は高 く,交 叉汚染の防止については十分に注意を要する状況であった」とされ

る。現段階における汚染対策として,作 業室の清掃,使 用器具の取 り扱い,衣 服の汚染さ

れた作業員の行動の3点 に着目して作業における環境面での注意点を10数 点あげている。

そして,「製造環境の整備には,環 境調査データに基づいた現状を認識 した上で,各 社の実

情に合った手順を検討することが重要となる」と結んでいる。
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次に丸剤製造工程の実態調査も,丸 剤製造工程アンケー ト調査(配 布99.1.21,回 収99.2.

1)と 実地調査が行われた。ア ンケー ト調査は,県 下の丸剤品目を製造 している業者45社

(約200品 目)を 対象に代表的製造品目1～2品 目について具体的な製造工程の実態調査を

したもので,回 答数は30社,45品 目(大 丸27品 目,小 丸18品 目),回 答率は業者数で66.7%

であった。調査の結果,製 丸工程は一応機械化されているものの,製 丸機の稼動条件等を

厳密に設定することは限界があることがわかったことか ら,製 造現場における技術的問題

点を踏まえて工程管理を考えるとき,1回1回 の製造毎の確認が非常に重要であることが

伺える,と している励。

丸剤製造工程(練 合 ・製丸)実 地調査㈹(98.7.15～98.12.17)は,9社 の胃腸薬丸剤 ・

八味地黄丸 ・六神丸について行われた。奈良県で製造される配置薬の中で,丸 剤の製造品

目は多 く,ま た製造技術上や原料の関係からGMPに 基づ くバ リデーションの対応に苦慮

することが多いと指摘されており,と くに製造工程の解析及びそのデータに基づ く工程管

理 という製造管理方法には対応が不足 していた。 しか し,丸 剤は永年にわたって製造 さ

れ,製 造実績も製造技術もレベルは高いと考え られている。そこで,こ の丸剤の製造工程

の妥当性を確認するために,(1)練 合工程における成分の均一性の実態,(2)製 丸工程におけ

る成分均一性及び重量均一性の実態について,各 社の製造マニュアルにより製造される練

合及び製丸工程でサンプリングを行い,薬 事指導所で分析試験を実施 した。調査結果は,

次のように総括された。

(1)こ の調査は,そ の品目に設定されている製造手順の適否を調査 し,問 題点があれば

改善を指導できるようにしたものである。

(2)調 査 した製造品目は,10品 目で,い ずれの製造工程においても,明 らかに異常値と

思われるようなデータはみ られなかった。最終製品試験結果でも全ての製剤において

充分に規格内であった。

(3)図 上(略)で は,デ ータがばらついているように見えるが,充 分管理可能な範囲内

のバラツキである。

以上の結果か ら,現 在採用されている標準製造手順において,工 程上何ら不都合はない

と推測された。

3年 間のGMP実 施助言モデル事業では,製 造従事者の教育訓練 ・現場指導や製造工程

管理の試験法の検討(胃 腸薬 ・五疽強心薬)な どを踏まえて,製 造工程管理の現場指導を

行っていた。また1999年11月21日 に開催 した医薬品品質保証講習会には,60社,81人 の参

加があった。その他,巡 回指導や相談指導も行われた。モデル事業終了にあたって,事 業
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調査結果説明会(99.1.18,50社63人 参加),事 業参加者調査結果説明会(99.3.5,21社26

人参加)を 行っている。GMP実 施助言モデル事業最終報告会一生薬を主薬 とする丸剤の

製造工程管理(99.3.22,75人 参加)も 開催された。この間,学 会などで関係者による事

業関連事項の発表一(「 生薬を主薬とする丸剤の製造工程のVal.」 奈良県製薬薬剤師会セ

ミナー,第11回 生薬漢方製剤微生物及び異物汚染対策並びに品質管理に関するシンポジウ

ム),「GMP実 施助言モデル事業への取 り組み」(第36回 全国薬事指導協議会),「生薬を主

薬とする丸剤の製造環境」(日本防菌防徽学会),「丸剤製造工程検査としての試験法一着色

糖衣錠の色素管理一」(前掲製薬薬剤師会セ ミナー)一 などをみた鱒。

GMP実 施助言モデル事業(国 の全面委託事業)に 続いて,2000年 度から県単独でモデ

ル事業の定着化 ・フォロー及び新たな剤形(穎 粒剤等)に ついても2年 間にわた り実施す

る計画 となる。奈良県GMP実 施助言事業の目的は主にGMPに 適合 した製造工程の確

立を図ることであった。内容は,(1)丸 剤のGMP定 着化指導,(2)穎 粒剤の製造工程の検

証,(3)製 造技術者の技術研修の3項 目で,事 業のスケジュールは,2000年12月15日 参加企

業の募集,01年1月 ～6月 各社の製造工程での穎粒サンプリングと評価試験,01年7月 以

降に各データのまとめと公表となっていた㈲。

実際は1年 延長 して02年 度 までの3か 年継続事業 とな った。予算措置 は,約235万 円

(2000年度94万 円,01年 度87万8,000円,02年 度53万 円)だ った6⑤。2000年10月27日 にGMP

実施助言モデル事業報告と県のGMP実 施助言事業計画説明会(製 薬薬剤師会セ ミナー,

71人参加)を 開いている。事業参加企業は国の委託事業の場合とほぼ同じ位と思われる。

モデル事業 と同様,県 単独のGMP助 言事業でも,薬 務課と連携 して薬事指導所が調

査 ・試験分析などを担当した。2000年 度の事業としては,モ デル事業のフォローのほか,

穎粒剤の製造工程の検証講習会(01.1.30)を 行 っている。01年 度には,前 年度からの継続

事業のほか,穎 粒剤の製造工程の検証(参 加業者による製造工程の解析,01.4～01.11)

を実施 しており,02年 度 には,新 規事業 として生薬末配合製剤の滅菌法の指導を実施 した。

また学会などで薬事指導所のスタッフを中心とする助言事業(モ デル事業含む)関 連事項

の発表もみ られた。03年 度の成果として,中 尾昌史 「生薬配合製剤の微生物学的品質評価」

(r薬事指導所報告』第13号),木 村捷二郎 ・中尾昌史 ・大住優子 「湿熱殺菌による生薬末

の微生物数 ・色調 ・指標成分の変化」(BokinBobaiVol.31,No.12.)の2点 をあげてお

く。なお薬事指導所は毎年度研究テーマを掲げているが,GMP実 施モデル事業,助 言事

業に関連するテーマが散見される。

概 して小規模,多 品種少量生産の多い丸剤等を取 り扱う業者にとって,前 述のGMP査
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察,国 のGMP実 施助言モデル事業,奈 良県GMP実 施助言事業,そ して後述の2001年 度

医薬品等製造業許可一斉更新(業 更新)は 相互に補完 しあって,GMPの 定着化に効果が

あったとみてよかろう。こうした取 り組みの成果によって,従 来GMP査 察は1～2年 に

1回 実施 していたのが,そ の後は原則として 「業更新」の際に集中して行う慣例に変わっ

ていった。

2001年 度の業更新については,薬 務課か ら事前確認の連絡事項として,(1)主 要4品 目は

5月30日 まで,そ の他は9月30日 までに提出,(2)2000年9月30日 までに承認及び許可を取

得 した委託製造品目の 「バ リデーション実施品目のグループ化報告書」の提出は7月31日

までとされた。薬務課は9月 にセ ミナーを開催するとともに,10月 の医薬品製造更新申請

時の添付資料 として,(1)「GMP適 合性評価基準 自己採点」の提出,(2)「 承認 ・許可等所

有理由書」の提出を連絡 した。(1)についての提出対象品目は,グ ループ代表品目とグルー

プ化外の全品目(但 し先に提出した4品 目を除 く)と し,ABCD等 の自己採点を行う,と

された。(2)についての提出対象品目はグループ化されず,製 造実績がないか,あ ってもバ

リデーションデータが1ロ ットも取れていない品目であり,3年 間以上の製造がない品目

については,原 則として承認整理の対象となる,と された。承認及び品目許可は,あ くま

で製造する意志を前提としているものであるか ら,正 当な理由により製造な く品目を所持

する必要がある場合は,そ の旨を明確にするか,あ るいは具体的な製造計画を示すことが

求められたのであった㈲。

大和製薬では 「バ リデーション計画書」を提出したようである。計画書作成日は,2001

年8月6日,対 象品目は度修六神丸(実 生産)で あり,同 社の 「手順書」に則 り,実 施責

任者・製造管理者は岡田曙美,担 当部署は生産部,支 援部署は品質管理部となっている。当

該バ リデーションの 目的は,「練合工程におけるセ ンソの含量均一性を検証する。製丸工

程において,10粒 の重量にばらつきが無いかを検証する。第3回 の乾燥工程で,乾 燥終了

後の一丸の重量にばらつきが無いかを検証する」とあり,実 施予定期間は2001年11月1日

～11月30日 ,計 画内容,期 待される結果,検 証の方法が明示されていた。このほか度修六

神丸の 「標準ロット単位」と 「成分及び分量」を添付 していた。

一連の資料を添付 しての大和製薬の業更新申請は,2002年1月1日 付で許可されたが,

半年後に取締役社長の岡田美教が亡 くなった。このためもあってか,遂 に協業化を解消す

ることにな り,6月11日,旧 合併3社 の取締役(米 田和子 ・宮本公典 ・東照男)は 辞任 し,

3代 目社長に岡田守暗,取 締役に岡田曙美及び長男の薬剤師(医 療機器メーカー勤務)岡

田守広が就任 した。監査役は今野養蔵が重任している。GMPへ の対応策 として4社 合併
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は余 り成果をあげることな く終わった。関係解消は円満に行われ,旧 合併3社 は販売に戻

り,そ の後も取引はあるらしい。ただ数年前に薬種商販売業の仁寿堂は廃業 した。内外製

薬は大きな変化はな く,東 洋薬品商会は,薬 事法改正後,卸 売販売業(小 規模卸)に 移行

した。曲折はあったものの,配 置薬専業 メーカーとしての大和製薬は,創 業100年 の歴史を

刻んできたことにはなる。

3GMPの 実施 と脱配置化 ・多角化の事例

配置薬製造業界は,GMPか ら新GMPへ,GMPが 高度化 されるに伴い,規 模的格差

が進んだといわねばな らない。いわゆる二極化が一段と進行 したのであり,新GMP期 に

は,旧GMP実 施の影響のところで述べた傾向がより加速化 してきたのである。脱配置化

あるいは経営の多角化の方向などによって売 り上げを伸ば している企業群がみ られる一

方,小 規模 ・零細配置薬専業メーカーほど配置薬への依存度が高 く,売 り上げは伸び悩ん

で停滞化 していることは否めない。そこには低生産性,コ ス ト高,低 収益性という問題点

が内包 しているのであった。

脱配置化 ・多角化の方向は,「配置薬」を,自 社の事業内容の中で如何に位置づけるか

によって,3つ のタイプに分けられると思われる。(1)は脱配置化の方向がかな り明確な

メーカー,(2)は 多角化 した有力メーカー,(3)は(1)(2)の中間形態のメーカーとなろう。(3)の

タイプには,魅 力ある製剤を持ち,売 り上げを伸ばしている有力中堅メーカーもみられる

が,こ の点は別の機会に譲 り,以 下では,(1)(2)のタイプについて点描するにとどめたい。

(1)のタイプとして,薬 王製薬㈱と萬金薬品工業⑲をあげてお く。薬王製薬(磯 城郡田原

町)は,1887年 田原本薬王寺にて森田薬王堂として 「横綱印」を商標に配置販売用医薬品

の製造を始めたのがルーツである。営業拡大のため昭和初期に現在地に移転,戦 時中の企

業整備では大和中央製薬(森 田作治は取締役)に 統合され,戦 後1947年3月 現社名に改め,

分離独立 した。現社長の森田昌宏は3代 目で,研 究熱心な トップとして知られる。1977年

にGMP基 準適合工場を建設,87年 に工場及び試験研究室を増築,こ の頃を境に収益性を

考えて配置薬か ら薬局 ・薬店向け医薬品にシフトしていった。医薬品許可品 目は100品 目

以上ある。

同社の特色としては生薬の効能を追求 し,漢 方薬と西洋薬をうまく調和させ,か ぜ薬,

胃腸薬,滋 養強壮剤などの治療薬のほか,生 活習慣病対応やメタボ対策などの予防的発想

に基づいた医薬品の開発,さ らに85年 に製造開始の高品質な健康食品にも力を入れてい
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る。嫌煙 トローチ,無 臭 にん に くな ど約50種 類 ある。

同社の資料 によると,03年 度 の売上高 は7億8,000万 円,所 得金額4,200万 円,04年 度 の売

上高 は10億8,000万 円,所 得金額9,040万 円,05年 度 の売上高 は12億6,000万 円,所 得金額2

億1,500万 円 であ り,05年 に は研 究所及 び医薬 品包装工場 を新築 してい る。

続 いて,近 年の帝国デー タバ ンクの資料(『 全 国企業 あれ これラ ンキ ング2010』)に よる

と,利 益率の高 いメー カーで あることがわか る。 ただ利益率の高か った06年 度か ら08年 度

の推移 をみ ると,売 上高 は13億900万 円,12億9,600万 円,11億700万 円 と減少傾 向であ る。

純利益 も,1億517万 円,7,181万3,000円,6,630万1,000円 と ダウ ンして いる。

業績の低下 はみ られ るものの,企 業姿勢 は経営理念 と して,(1)独 自性 に満 ちた商品開発

によ りONLYONE企 業 を 目指 します,(2)お 客 様 に喜 んで いただけ る製品 をお届 け しま

す,(3)商 品 情報 と健康の為の情報を解 りやす く提供す ることに努 めます,④ 人 々の健康 に

貢献す ることを誇 りに思 います,と 明確 に謳 ってい るところであ る。社是 は 「日三笑一省」

で あ り,と もか く 「明 る く一生懸命や る」 ことを モ ッ トー に して いる。

1914年 に薬 の製造 を開始 した とい う,高 市郡 明 日香村 の萬金薬 品工 業 の脇 本家 は篤 農

家 ・資産家 と して知 られ る。戦時 中の企業整備で は大和橿原製薬 に統合 され,創 業者の脇

本熊次 郎 は監査 役 と して参画 して いた。戦 後1949年 に有 限会社脇本 萬金 堂 と して独 立,

元 々配置主体の萬金膏で その名 は知 られて いた。68年 株式会社 に組織を改 め,現 社名 と し

た。 同時 に脇本文資(現 会長,06年 に脇本孝晃社長ヘバ トンタ ッチ)が 代表取締役 に就任,

この時期以降 は ドリンク剤の製造 に専念す るようにな る。 山や株を売却す るな ど背水の陣

で取 り組み,好 結 果を得 た とい う。1976年 に液剤専用工場 を新築移転,30mlミ ニ ドリンク

剤 「漢玉精S」 を発売 して いる。88年 に本社所在地を大阪市 内よ り工場近接の明 日香村 に

移転 し,業 務の効率化を図 った。翌89年 には製剤工場を増設 し,ミ ニ ドリンク剤専用 ライ

ンを新設 した。50mlミ ニ ドリンク剤,100mlド リ ンク剤 を発売す るよ うにな る。96年 に

は,本 社事務所及 び倉庫 を新設,「GMPの 精 神 をハー ド,ソ フ トの両面で追求 し,万 全の

衛生管理体制の もと,高 水準の液剤生産 ラインを確立 しま した」 という。

1999年 に,関 連会社 と して 「十王薬品株式会社」(医 薬 品販売)を 設立 した。04年 には,

健 康飲料の力蘇 シ リー ズを発売す るとともに,包 装工場兼倉庫を新設 した。09年 に液剤工

場 を増築 ・改造 して いる。

事業種 目は,医 薬品 ・医薬部外品 ・清涼飲料水な どの製造販売 とな って いるが,か つて

の配置部門 は大 き く減少 し,各 社ヘ ドリンク剤 な どを提供す る一方,注 文に応 じたOEM,

OTC市 場 へ転換 してい る とみてよか ろう。現会長 は 「現状 維持が精一杯」 と語 るが,前
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掲帝国データバンクの資料により,06年 度から08年度の推移をみると,売 上高は4億9,300

万円,4億8,000万 円,4億3,700万 円となっており,そ んなに悪いわけではない。ただ純利

益が1,100万 円,736万 円の欠損,45万 円と低減 しているのが課題といえよう。

「私たち萬金薬品工業株式会社は村民の幸せと健康を願 った創業者の精神を忘れること

な く,時 代とともに歴史を刻み,人 々の健康への思い,ニ ーズにマ ッチした製品づ くりを

続けてまいります」というのが,同 社の企業メッセージである。

なお創業者の脇本熊次郎は戦前戦後合わせて30年 も村長を歴任,史 跡の保存にも情熱を

注ぎ,明 日香村名誉村民の栄誉を受けた。

(2)のタイプは,総 じて創業が配置関係の場合,原 点をそれな りに重視 している共通点が

ある。表5に 代表的な企業を示す。いずれも同族企業の色彩が濃 く,規 模的には戦後創業

の佐藤薬品工業が突出している。次いで田村薬品工業,他 の3社 も県下では有数の規模で

あり,デ ータの得 られた3社 の自己資本率の高さは注目に値する(表6)。 戦前創業の4社

は配置販売もしくは自家売薬(製 造 ・販売)か らメーカーへ転化 したものであり,戦 時の

統合会社で旧3社 の トップは重要な位置を占めていた。戦後統合会社から分離独立 し,以

後それぞれの経営戦略に基づいて多角化す るとともに,巨 額の投資を して,GMP,新

GMP基 準適合工場を完成させていった。事業内容は配置薬 も大切にしながらというか,

配置販売用に医薬品を提供する一方,OEM,OTC市 場への進出が目立つようになるので

ある。

表5配 置薬がルーツの県下主要製薬メーカー

企業名 創業 戦時統合
GMP基 準

適合工場
事業内容・主要製品

大峰堂薬品工業 1900 大和合同製薬 1980.1996 医療用 ・一般用漢方薬,OEM,OTC市 場,配 置薬

共立薬品工業 1913 大和高取製薬 1977.1996 救急絆創膏,OEM,OTC市 場,配 置薬

新生薬品工業 1914 大和高取製薬 1979.1996 漢方内服液剤,OEM,OTC市 場,配 置薬

田村薬品工業 1934 大和内外製薬 1979,1986.2004 ドリンク剤,OEM,OTC市 場,配 置薬

佐藤薬品工業 1947 一 1977.1996 カプセル製剤,受 託加工,配 置薬

出所)各 社社史(4社),『 奈良県薬業史』資料編,そ の他より作成。

表6主 要製薬メーカーの経営概況

企業名 決算期 売上高

(百万円)

純利益

(千円)

売上高営業
利益率

自己資本率

(%)
資本金

従業員

(人)

大峰堂薬品工業08・9

共 立 薬 品工 業09・3

新 生 薬 品工 業09・3

2,971

2,499

930

420,754

35,901

一

8.3

一

87.9

5旦2

4,000万 円

3,840

3,600

95

130

38

田村 薬 品工 業0812

佐 藤 薬 品工 業093

4,814159,811

8,078262,598

8

8

FO
6

51.1 6,000167

3億 円398

出所)帝 国データバ ンク 『全国企業あれこれランキング2010』,同 「帝国データバンク会社年鑑』2010

年版 より作成。公表データによると,私 募債が共立薬品工業2億 円,佐 藤薬品工業7億 円ある。
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配置薬の位置づけは,佐 藤薬品工業もまったく同様である。同社の配置用医薬品への積

極的な取 り組みは,関 連会社佐藤薬品販売会社の設立(1986年)や エス ・ワン配置協同組

合の設立(1993年)に みることができよう。ただ全国の配置販売業者が佐藤薬品工業と協

力 して組織するエフ ・ワン配置協同組合は,所 期の目的を果たした(直 近2年 連続赤字)

として,2010年1月 組合解散を決議 している。

大峰堂薬品工業(大 和高田市)の ルーツは,1877年 頃創業者辻利吉が農業の傍ら製薬業

に携わったのが始ま りとみ られる㊨①。利吉は信仰心が厚 く,10年 後の87年 に大峰山龍泉寺

か ら 「行者丸相伝証」を伝授されたことで,販 路を大峰山信仰の信者を中心に広げること

ができた。1900年 に売薬製造の免許を得て本格的に製造業に乗 り出し,事 業内容は 「請け

売 り」と 「製造」の2本 立てとなる。初代の利吉は,商 売で得た利益を行商人たちに還元

する一方で,信 仰する大峰山龍泉寺や京都の醍醐寺などへ多額の奉納を している。戦時中

の企業整備では大和合同製薬(2代 目利吉は常務取締役)に 統合される。戦後1947年1月

に資本金15万 円の大峰堂薬品工業として分離独立 し,代 表取締役に辻清六(戸 籍に戻す)

が就任する。統合会社の天満工場,元 大峯堂の工場施設が母体となった。同年秋には日本

赤十字社の委嘱を受け,駆 虫剤(サ ントニン)の 製造を行 っている。 日赤 との契約はGHQ

の意向によって,翌 年打 ち切られたが,初 年度の売上高は166万 円にのぼった。大峰堂発展

の基盤となったといえる。49年 に配置向けに蔵器薬六神丸などの販売を開始 した。

社史では,初 代利吉(1900年4月 ～1925年3月)は 大峰山信仰に生き配置薬大峯堂を興

す,2代 目清六(1925年3月 ～1976年4月,利 吉を襲名するが,の ち戸籍に戻す)は 激動

の3代 を生き抜いた中興の祖,3代 目成典(1976年4月 ～1979年9月)は 卓越 した先見力

で近代経営の礎を築 く,と 位置づけている。

2代 目は独学で漢方薬を学び,生 薬に関 しては専門家以上の才能があると評された。国

民皆保険制度の実施以降,配 置薬の将来性を考えて,新 たな成長分野として漢方薬への進

出を決意 したようである。3代 目の社長在任期間は不慮の事故のため3年 半足らずであっ

たが,1964年 に大学卒業後,大 手企業に就職 して将来を嘱望されていた長男の成典が家業

を継 ぐべ く東京からUタ ーンし,取 締役として入社,清 六社長の片腕 として漢方薬の錠剤

化,薬 局 ・薬店ルー トの開発などを進言 し,鐘 紡との提携に取 り組んでいった。清六社長

が 「従業員百人以上の会社にしたくない,そ れより内容の充実 した会社で,研 究室を強化

したい」と言っていたのを受け継ぎ,大 学の頭脳を借 りて一般用新薬の開発を行う方針を

とり,産 学協同は大峰堂近代化の礎となった。

4代 目社長は,清 六の妻で,成 典の母である辻滋子が就任 した(1976年9月)。 新社長
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をバ ックアップするため,専 務取締役として松本太平衛(三 女の夫)が 入社 した。表舞台

に出て,「社員の愛社精神が今 日の会社を支えているのです」と滋子社長は語っている。創

業の原点である修験道の山 ・大峰山参 りが同社の恒例行事となるのは,1984年 のことだっ

た。盛大を極めたのは88年のことで,こ れは滋子社長が 「社業がますます充実発展 してき

たのは,役 行者尊のお陰です。感謝の意を捧げるために全社員で大峰山参 りを しよう」と

呼びかけたのが発端とされる。

1967年 には漢方エキスプラン トを新設,翌 年フィルムコーテイング錠の漢方薬を配置向

け,さ らに69年一般薬局向けにも販路を拡げた。72年 には漢方薬販売事業部を設立,そ し

て配置販売業者を対象に大峰堂漢方研究会を発足させた。またこの年から,臓 器薬 「大宝

心」を全薬工業の全薬パ ワーライン(薬 局チェー ン)店 を通 じて販売されるようになった。

75年 に工場敷地内に薬物研究所を設立,近 畿大学薬学部久保道徳教授の研究室スタッフの

指導を受け,生 薬研究に本腰を入れた。78年 には社内プロジェク ト 「医療用製剤開発プロ

ジェク ト会議」を設けた。この時期には,近 畿大学東洋医学研究所及び富山大学和漢薬研

究所とも交流を深めている。79年 以降,漢 方の本場,中 国への研修旅行に社員を派遣 して

いる。これ らの取 り組みは,漢 方エキス製剤の開発につながった。

GMP投 資は積極的に行い,約4億 円の総工費で1980年 にGMP基 準適合工場(社 内的

には第2工 場と呼称)を 完成させた。この前後漢方エキスプラン トや薬物研究所の増設を

行うとともに,薬 局向けに漢方エキス製剤 ・漢方製剤,配 置向けに漢方製剤の製造販売を

開始 している。医療用漢方製剤への進出は,当 初自社ルー トを考えていたが,営 業が手薄

だったため,OEM供 給で,76年 に鐘紡の薬品本部へ委託 したのを皮切 りに,5年 後の81

年か ら医療用漢方製剤24品 目を鐘紡の関連会社 ・カネボウ薬品を通 じて全国の医療機関へ

供給を開始 し,さ らに拡大 していった。89年 には,橿 原市に橿原研修センター(生 薬展示

室併設)及 び恒温装置付の生薬倉庫を開設 した。

新GMPへ の対応は,総 工費11億 円(機 械設備を含む)を 投 じて,93年 に4階 建ての本

社 ・新工場を竣工させた。この時期,新 工場が水質汚染防止法などに基づ く工事事業場に

指定されたため,排 水処理施設を設置,公 害防止に取 り組む一方,国 家プロジェク トの1

つエコ・プロセス技術研究組合に参画 している。「漢方エキス製剤を製造する過程で発生す

る廃棄物(漢 方薬抽出残渣)の 有効利用」に関する課題に取 り組んだのである。

1994年 か らGMPが 許可要件 となり,さ らに96年 にはバ リデーションが施行されて許可

要件になる流れの中で,社 内のGMP体 制を整備 していった。「区分許可」の取得 に続い

て,96年 にGMPソ フト面の構築が要求された業許可更新をクリアした。一連の対応は,
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厚生省医薬安全局監視指導課及び奈良県薬務課か ら高 く評価され,全 国の医薬品製造業者

を対象とした 「第17回 医薬品GMP研 究会」で 「漢方製剤設備の洗浄バ リデーションにつ

いて」と題 して,実 施状況の一部を講演する機会があった。

1981年 に医療用漢方製剤が厚生省のお墨付を得たことも加わって,主 力は医療用,次 い

で薬局 ・薬店向け,そ して配置用へとシフ トしていく。その後,大 峰堂は生産主体の会社

として,販 売は大手へ委託する割合が多 くな り,90年 代には,さ らに一般用生薬(胃 腸薬)

は田辺製薬,藤 沢薬品工業(フ ジサワ漢方胃腸薬 〈発売元一藤沢,製 造元一大峰堂〉)な

どを通 じて全国の薬局で販売されるようになった。いわゆるOEM(相 手先 ブラン ドによ

る生産)供 給が主体となったのであり,鐘 紡(カ ネボウ薬品)と の関係は,2009年 にクラ

シエ製薬傘下のクラシエ薬品へ継承される。また製薬業界再編の影響を受け,田 辺製薬と

の提携関係は田辺三菱製薬へ,藤 沢薬品との提携関係も,ア ステラス製薬の誕生(藤 沢と

山之内の合併)に よって変化する。すなわち新会社 は医療用医薬品に経営資源を集中す

ることにな り,一 般用医薬品事業を統合 し,い ったんゼファーマを設立 したが,こ れを第

一三共へ譲渡 したため,現 在では第一三共ヘルスケアへ継承 されたようである。大峰堂

は,い まや医療用漢方薬の製造販売を主軸としているが,創 業の原点である配置薬は大切

にしてお り,大 峰堂薬品工業の配置販売業者の帳主会 として大峰堂共栄会を組織 してい

る。

ここで,大 峰堂薬品工業の企業理念に少 し目を移すと,清 六社長時代,「医薬品を通 して

社会に貢献する大峰堂」というような話をよく社員にされていたが,こ の精神を受け継ぎ

1985年4月 に成文化 した社是を制定 している。(1)我が社は事業を通 じて国民の保健衛生に

貢献すると共に社会の発展に寄与する,(2)我 が社 は仕事を通 じてたゆまざる自己啓発を

し,健 全なる心身を養うことによってより良き社会人になるよう努力する,(3)我 が社は全

員一致協力 して会社の安定と成長を図ることにより社員とその家族の幸福を追求する,の

3点 か らな り,朝 礼では全員で唱和 している。さらに,我 が社の精神として,「幸福な社会

への貢献」「常に必要 とされる企業へ」「顔の見える企業へ」「安心の品質を届ける」の4

点を掲げているのである。

2000年10月,滋 子社長は代表取締役会長へ,3代 目の長男辻将央が代表取締役社長に就

任 した。「常にお客様の笑顔を思い浮かべなが ら 「無二」のこだわりを持つ社員の集 う企

業づ くりを目指す」としてきた。具体的には 「生薬エキスのオンリーワン専門メーカー」

「提案型OEM・ 内服固形製剤の研究開発及び受託加工 メーカー」をめざして適進 してい

きたいと述べていた。
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近年の状況をみると,2006年 には,超 臨界抽出プラン ト,ア ルコール抽出プラン ト,原

料 ・商品倉庫を保有する奈良工場(テ クノパークな ら内,五 條市)を 完成させている。素

材関連事業などへの参入も図っている。2007年 にはロン ドンに伝統医学素材研究法人を設

立 し,世 界との素材研究の窓口を新たに設けた。2009年 には ドバイにイン ドスリランカの

伝統医学であるアーユルヴェーダをべ一スとしたアンチエイジングクリニ ックを開業 して

いる。

さらに,2011年1月 の大峰堂共栄会の新年総会と研修会で,同 社は配置用漢方薬のエキ

ス錠の新発売を発表,辻 将央社長は,会 社の現状に触れ,「毎年順調に売上を伸ば し,六

期連続で過去最高の成果を上げることができた。経済環境は非常に厳 しいが,社 員が一致

団結 して,足 腰の強い企業に育てていく。来年度中にはEU圏,イ スラム圏,中 華圏に向

けて漢方薬輸出をスター トさせたい」と今後の営業方針を語っている㊨1)。

現在では医療用漢方薬,OEM,プ ライベー トブラン ドでの一般用医薬品の製造販売を

主軸に,創 業以来の配置用医薬品にも一定の位置づけを している。近年のエキス抽出技術

をべ一スとした天然素材の研究,そ のために海外へ拠点を設けた り,漢 方薬輸出の構想 な

どは新たな動きとして注目に値する。こうした取 り組みに対応 して,企 業メッセージも,

「漢方薬をべ一スとした提案型医薬品製造企業」「フィール ドを選ばない天然物をキーワー

ドとした健康創造総合企業」を目指 して通進 してまい ります。そして常に新 しいことに

チャレンジし続け,会 社一丸となって創業以来の理念である 「お客様が求めているもの」

「社会が必要 としているもの」を提供 し続けます,と 少 し変化 させている。

大峰堂薬品工業は少数精鋭主義による高収益体制と自己資本比率の高さに定評があり,

社員への教育投資も惜 しまず,極 めて優良な企業体質になっていると思われる。

共立薬品工業(高 市郡高取町)は,1907年 頃に,現 社長の祖父森田正直が売薬業に身を

投 じたことに由来する㈹。森田家は高取藩士族出身で,明 治にな り帰農 し,農 業を営んで

いたという。政直は関東地方を回商 し,得意先を拡張して,や がて薬の製造にも乗 り出す。

奈良県の薬務官であった森政五郎か ら手ほどきを受け,売 薬製造の免許を得て,1913年 に

森田大学堂を創設 した。戦時中の企業整備では大和高取製薬に統合され,娘 婿の森田一

(2代 目)は 監査役であった。

1948年 に資本金80万 円で現社名の会社を創設する。モラロジーの精神を学んだ森田一社

長によって,社 名の共立は 「共に立つ」ことを志 して付けられた。企業は個人的なもので

はなく,「販売先 ・仕入先 ・従業員」の 「三者共立」であるという考え方で,こ れを社是

としている。また社訓は,(1)積 極的な行動,(2)謙 虚な態度,(3)創 意工夫する知恵,@)向 上
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す る意欲,(5)感 謝 報恩の心で ある。 さ らに共立薬品の誓 いと して,医 薬品製造 に携わ る私

たちは,「 健康 に奉仕 す る」 とい う限 りない使命 感を果 たす ため,毎 日の努力 を惜 しみ ま

せん,と いう。 そ して,80年4月 に森 田一会長,森 田康嗣社長の体制 とな るが,2代 目社

長の 「儲か らな くて も,孫 の代 まで3代 続 く商売を考え よ」 という言葉 は,3代 目康嗣社

長 に も継承 され,同 時 に社 内的 にはモ ラロジーを学ぶ ことが理念 とな ってい るよ うで あ

る。「医薬 品をつ くる間 に,人 を育 て るのだ」 という。 いわゆ る"人 づ くり"を 重視 して

いる。

共立薬品の設立 によって,戦 前の 自家製造 ・自家販売か ら純粋な メー カーへ変身 して い

くことにな る。最初 はかぜ薬,胃 腸薬,鎮 痛剤な どが 中心で あったが,や がてハ ッカゴム

膏の 「コ リキ ッパ ス」の製造を始 め,配 置販売のルー トに乗せ た。キ ズ リバ テー プの開発

は,現 社長が入社2年 目,ハ ッカゴム膏の改良 に苦労 して いた時,ア メ リカの ジ ョンソン

&ジ ョンソ ンの救急絆創膏を見せて も らい,「 この商 品に託 そ う」と決意 した とされ る。神

戸の工業試験場長か ら 「ハ ッカゴム膏 はもう古 い,面 白い商品だか らや ってみな いか」 と

勧 め られ たことも契機 とな ったと思われ る。 それ はともか く,や は りハ ッカゴム膏の実績

が1959年 発 売の救急絆創膏 「キズ リバ テー プ」の開発 につなが った面 はあろう。当初 は製

造 も販売 も思 うようにいかず,知 名度を考え ると奈良 よ り大阪 というわ けで,一 時本社を

大阪へ移転す るほどで あった。67年 頃か らは,全 国の薬局 ・薬店で も販売 して もらえ る店

舗販売のル ー トもで きた。

1968年 の イタ リア製ニ コラ機の導入 は相 当な借金を背負 ったが,そ の意義 は大 きい。当

時1台1,500万 円,1年2台,3台 の 割合で購入 して,結 局15台 まで増や した という。資金

面の苦労 はもとよ り,最 初 は機械 と素材が合わず,改 良 に時間 もかか ったが,軌 道 に乗 る

とその効果 は計 り知れず,最 初の ヒ ッ トとな る。 キズ リバ テー プの開発 ・販売 は,共 立薬

品工業の基礎 を確立す ることにな ったので ある。

キズバ ン開発の苦労 は,70年 代 のエ レキバ ンの開発 にも役立 ち,も う1つ の柱 とな る。

その話 は藤本株式会社(現 ピ ップフジモ ト)か ら持 ち込 まれ,合 作で1972年 か ら発売 され

た。「商標権」 は ピップ フジモ ト,「 製造」 は共立,「 販売」 は ピップフ ジモ トが店舗 向け,

共 立 は配置 向け(恵 麗喜絆)と 小売販売 チャネルの分担を した。や は り最初 は売れなか っ

たが,ピ ップフジモ トの 当時の 「会長 さん」の テ レビCMで 一躍有名 にな り,爆 発的な売

れ行 きとな る。

この時期,武 田薬 品工業 との業務提携(OEM供 給)や 大正製薬 との代理 店契約(大 正

製薬のパ ブロ ンの販売委嘱を受 ける。の ち品 目拡大),そ して取 引開始(OEM供 給,の ち
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品 目拡大)な ども実現 した。 ピ ップフジモ トとの提携を含 めて,い ずれ も共立薬品の歩み

でエ ポ ックとな ったので ある。

れい し

このほか,同 社には霊芝の研究がある。未知の分野への挑戦であったが,原 料は自家栽

培,原 菌も独自で探索,そ して霊芝の安全性と効果も独自で解明を行う,と のコンセプ ト

でスター トした。1981年 に健康食品 「霊芝」穎粒を新発売,翌 年近畿大学薬学部薬用資源

学研究室(当 時)と 共同研究を開始 したのを皮切 りに,大 阪大学薬学部微生物薬品化学教

室(当 時),奈 良県林業試験場,奈 良県薬事指導所,奈 良県工業技術セ ンター,大 阪府立

産業技術総合研究所な ど産学官連携の研究を進めたところに特徴があろう。「霊芝を使用

した健康食品 ・入浴剤」「ヤマブシタケを配合 した健康食品」など多様な霊芝商品を市場

へ提供 していく。1992年 には,霊 芝の抗アレルギー成分の製法特許を取得 している。新品

種の開発を夢に,最 高 レベルをめざして,今 日も霊芝の研究は継続されているのである。

GMPへ の対応は,1977年 にGMP基 準第1工 場を竣工,81年 に第1工 場増設を完了 し

た。ハー ド面のGMP投 資は多額なものとなったが,職 場環境も良 くな り,新 工場には婦

人団体や学生などの見学者が押 し寄せた。新卒者の採用にも好影響をもたらした。包装ま

でほとんど自動で製造できるように設備投資を して,省 力化を進め,1995年 には 「救急絆

創膏で日本一になろう」というスローガンを掲げた。この年には,日 本パ ッケージデザイ

ン通産大臣賞を受賞 した。2年 後の97年 にGMPソ フトも完全に達成することができた。

同社の資料によると,当 時の業績は近年よりも好調で,1997年 度の売上高は39億6,000万

円,営 業利益6,970万 円,経 常利益9,600万 円であ り,98年 度は売上高38億4,200万 円,営 業

利益9,150万 円,経 常利益1億2,700万 円となっていた。売上構成は,(1)救急絆創膏35%,(2)

エ レキバ ン15%,(3)大 正製薬商品20%,(4)健 康食品10%,(5)そ の他20%で あった。

1995年7月 施行のPL法 への対応窓口として,こ れに先立って,社 内にPL委 員会を設

置,さ らに同委員会の下部組織として 「お客様相談室」を開設 している。記念誌に,相 談

室開設初年度9か 月(95年7月 ～96年3月)の 相談件数,相 談内容,区 分別相談件数,申

し出者分類別間合せ件数,申 し出の内容,品 群別間合せ件数などの情報開示を しているこ

とは注目に値 しよう。相談室では,毎 月の申し出内容の一覧表をつ くり,社 内各部門に社

外秘として回覧,お 客様か らの 「声」をフィー ドバ ックする役割をも担っているが,記 念

誌刊行にあたり,そ の実情を公開 したのである。とか く日本の企業では情報の開示が遅れ

ているとの批判がある中,い わゆるディスクロージャーという点で先進的な一面を垣間見

ることができよう。

同社の配置薬への位置づけは,エ レキバンの発売以降,配 置販売業者50人 ～60人 程度で
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「共立互盛会」をつ くって社業に協力 していたとされる。共立薬品は自社製品が多 く,「配

置薬業界は永遠不滅」という信念を持っている。コンピュータシステムを改革するなど前

向きに,そ の営業のあり方をいろいろ模索 しているように思われる。なお2006年 に九州技

術開発研究所を開設 している。さらに,高 取町の工業団地に新工場建設を計画 してお り,

完全自動化をめざして,「日本一安価なコス トで日本一の品質を創 り込む工場」という課題

に挑戦 しようとしている。

新生薬品工業(高 市郡高取町)は,1914年 梶谷益次郎によって製剤業を始めたことに由

来するという㈹。生家の宮本家は代々農業を営んでいたが,1894年 頃から製剤業(延 寿堂

薬房)を 起 こす。長男の喜造は父親の業を助けて販売の陣頭に立 ち,「今や斯界稀に見る発

展王」と評されるまでになった。次男の益次郎も若 くして販売の第一線に立っていたが,

母の妹夫婦に子供がなかったため,梶 谷家を継承 し,引 き続き売薬業に携わ り,上 述のと

おり,製 剤業 ・梶谷延寿堂を営むことになったのである。「君克 く世才に長け,商 機を見

るに敏にして,其 才腕は君の不断の努力と相一致 し,業 績頓に向上 し,大 正十三年営業所

の大改築工成 り販路の如きも今や関東地方を始め,近 畿地方に主要販路を有 し,ト ンプク

「風退治』等二十方を製す,年 々壱百五十余万貼を産 し 「マル大』印の声価至る処に名高

し」といわれた。益次郎夫妻の長男が桂三で,当 時畝傍中学を卒へ,明 治薬学専門学校に

在学中であった㈱。

戦時中の企業整備では大和高取製薬(梶 谷桂三は常務取締役)に 統合され,1947年1月

に統合会社か ら分離独立 し,資本金100万 円で現社名にて法人設立,代 表取締役社長に薬剤

師の梶谷桂三が就任する。72年10月 にビタミンE製 剤 「アルファE」 を発売,73年9月 現

在の本社所在地に工場を新築移転 した。創業以来,配 置向けの一般用医薬品の製造 ・販売

を業としてきたが,も う一方で生活者のニーズにあったOTC医 薬品の研究 ・開発にも積

極的に力を注ぎ,有 効性と安全性を追求 した新製品の開発に努めていた。

1979年6月 にGMP基 準による工場の増改築を完成。その後増資を重ね,86年9月 には

さらに増改築 して生薬エキスプラン ト及び内服液剤製造ラインを設置,日 本初といわれる

液体漢方製剤 「カコナール」の製造を開始 した。10月 に大手の山之内製薬から発売された。

これまで例のないかぜ薬として脚光をあびたが,製 造元は新生薬品工業なのである。87年

10月梶谷桂三は取締役会長とな り,薬 剤師の梶谷順久が取締役社長となる。90年10月 資本

金3,600万 円に増資,94年12月 にダラマックSP(液 状の胃ぐすり)を 発売 している。96年

2月 には新GMP基 準による製造所の整備改造を行 う。7月 に生産増強のため,生 薬エキ

スプラント,充 填 ・包装ラインを一新 した。GMPの 実施は,同 社の方向性 に少なからぬ
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影響を与えたことがわかる。2001年10月 にカコナール2を 発売 した。時代のニーズに合っ

たユニークな製品開発は社長以下数人の専門スタッフがあたっている。葛根湯内服液の先

駆けである 「カコナール」シリーズも,「当研究室で生まれた画期的な製品の一つであり,

当社の誇 りにしています」という。アステラス製薬発足前後,提 携先は従前の山之内製薬

か ら,ゼ ファーマ,第 一三共ヘルスケアとめまぐるしく変わった。

20年間ほど配置販売のための関連会社 ・まるだい薬品を設立 していたが,現 在は事実上

機能を停止 しており,配 置用は,配 置販売業者を通 じて供給 している。近年の売上構成は,

配置45%,大 手へのOEM供 給55%と なっている。配置は健康食品が圧倒的に多い。

現社長は,従 業員か らアイディアを募っており,常 に 「創造力を高めよ」というのが口

ぐせとされる。バブル崩壊後,成 文化された社訓を制定する。それは 「(1)進取の心一私達

は創意と工夫で新 しい目標に挑戦 します,(2)持 続の心一私達は自らの役割を自覚 し根気よ

く前進 します,(3)感 謝の心 私達は感謝の気持ちを忘れず地域社会に貢献 します」の3点

か らなる。

こうした企業理念のもとに,2003年7月 品質方針について,「私達は,生 活者第一の品質

を追求 します」と表明するとともに,こ の年12月 にISO9001(品 質保証システムの国際標

準規格),ISO14001(環 境マネジメントシステムの国際標準規格)を 同時に認証取得 した。

2005年4月 に新工場 ・高取工場を完成,10月 か ら生産を開始 し,旧 工場は機能を停止 し

てい る。新 たに生産 の拠点 とな った高取工場 も,GMP基 準適合,そ してISO9001・

ISO14001を 認証取得 している。2007年4月 には,固 形製剤設備を一新 している。梶谷順

久社長は,「高取工場は,漢 方 ・生薬製剤の液剤 ・エキス穎粒剤を生薬原料か ら製品に至

るまで一貫製造が可能な設備を備えている。とりわけ抽出 ・濃縮プラン トと自動充填包装

ライン,及 び乾燥エキスプラン ト穎粒製剤 ・包装ラインの組合せは当工場の最大の特徴で

ある」と語る。

従業員数は現在45名 となっており,主 要製品は,漢 方内服液(代 表品 「カコナール」他

20数品目),漢 方穎粒剤(「カコナール2V穎 粒剤」他10数 品目),そ の他 ドリンク剤,シ ロッ

プ剤,ビ タ ミン含有保健剤などである。数多 くの開発実績を誇る。「小さくても存在の大

きい企業を目指 します」「広が りゆく医薬品のニーズに,た ゆまぬ努力で応えます」 とい

うのが,同 社の企業メッセージである。

田村薬品工業(本 社大阪市中央区道修町,製 造は御所市)は,創 業者の田村信一が1930

年に本家の配置を手伝ったのがルーツである㈹。「私の天職は庶民救済なり」 との信念で,

この精神は同社の社是にもなっていた。1934年 に,現 在の御所市で佐味の岡田薬剤師と亜
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細亜薬品商行として独立,個 人創業 した。全財産 と言 っても300円 しかなく,橿 原の全国薬

房か ら,兵 庫県下(現 西脇市中心)の 得意1,000戸 足 らずを買ってのスター トだった。得意

を増やすため,度 胸をきめて,高 取の斉藤救命社から,後 払いの借 り入れで大分県の6,000

戸を買った。大分では,評 判の高い吉村薬局(薬 種問屋)か ら人物を見込まれて好遇を得

た。こうして配置販売に専念 していたが,い つの間にか,常 に 「原料 製薬 販売」を念

頭に置 くようにな り,自 社製造に乗 り出す。1937年9月 に製造を高取町の福井氏に委託

し,続 いて大分県の鶴崎にて栄養剤 「乳母」を製造 したのに続き,翌 年9月 には,頭 痛薬

「ツーシン」,錠 剤 「胃酸」の製造を開始 した。独立後7年 をへた1941年 に法人化 し,一 応

自社売薬体制が出来上がった。戦時中の企業整備では大和内外製薬に参画,20株 を配分さ

れたにすぎなかったが,そ の後株主が減る中で買い増 して,最 終的には260株 を所有するま

でになった。

1948年 に念願の現社名の会社(代 表取締役社長田村信一)を 設立,本 社 ・工場は南葛城

郡大正村(現 御所市),資 本金は18万5,000円 であった。配置販売の基盤づくりからスター

トし,61年 に配置拡張得意の総数が35万戸余 に達 した(1949年 からの新付け トータル)。63

年に全国的販路拡大を展開すべ く,本 社を医薬品の代名詞"道 修町"に 移 した。この前後

ドリンク剤(イ ソビタンDな ど)の 製造販売を開始する一方,68年 にはフランチャイズ組

織を確立 し,1号 店として九州田村薬品が誕生する。同時に,御 所市西寺田に奈良工場の

建設工事に着手 し,翌年7月 に完成をみた。70年 には栄養剤タフボンを製造 し,OTC市 場

への進出が開始された。反面この年,業 界は 「チクロ問題」で回収命令が出され,か ぜ薬

アンプル事件に次 ぐ第2の 打撃を受けた。田村薬品の ドリンク剤も返品の山となった。

チャレンジ精神旺盛だった田村信一は,商 法に攻めと守 りがあるように,配 置薬の品目

にも同様の視点が大切だとする。つまり昔か らのかぜ ・腹痛 ・頭痛だけでは"守 りの薬"

となる。お得意のセルフメディケーションに協力 して,病 気の予防,健 康増進に役立つ"攻

めの薬"の 開発が必要だとしていた。1975年 には,新 たな突破口としてのOEM(カ ネボ

ウ薬品と契約)へ の進出が始まる。製造元として,三 共の リゲインが登場するのは88年の

ことであった。人気スター,時 任三郎の 「二十四時間戦エマスカ」というコマーシャルが

爆発的人気を呼び,売 り上げは大きく伸びた。

創立30周 年記念式典が行われた1979年 にGMP基 準適合工場(敷 地面積1万9,800㎡,建

坪6,150㎡)を 完成,工 場の外壁には動脈と静脈を象徴する赤 と青の鮮やかな着色による

太い帯を巡 らしている。81年 か らは,会 社用車両も地色は各自動車メーカーのホワイ トと

して同じく2色 の帯を入れることになる。演出効果満点の出来映えとなったという。続い
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て86年 にGMP第2期 工事 が完成 す る。 この前 後,薬 草園を開園 し,各 種薬草草木の栽培

を開始(現 在約550種 類 を栽培)し た。 さ らに拡張 して,田 村薬草園 は18,810m2と な った。

1983年 に は,本 社 内 に田村 活性株 式会社 を設立 した。事業 内容は医薬部外 品,健 康食 品,

化 粧品の販売な らびに健康食品の研究開発 ・製造 ・栽培な どで ある。

1989年7月 長男の 田村恵昭が2代 目代表取締役社長 に就任(12月 に信一会長逝去),翌 年

早 々か らCIを 導入,新 しい"田 村 像"を め ざ して,創 業以来,社 内に定着 していた企業

理念 を成文化 ・制定す る ことになる。21世 紀 に向か って,96年 制 定 の合 い言葉(企 業姿勢)

は,"YES,元 気"(「YoungEternalSpirit=若 い心 を,永 遠 に」)で あ り,創 業者精神を

土台 に,企 業理念 は 「健康開発企業」一私 たちは,未 来 にチ ャレンジす る 「健康 開発企業」

を目指 します一 と した。経営姿勢 と して は,「人 を基本 とす る経営」一相互信頼 とチャ レン

ジ精神 をもって,働 きが いの ある職場をつ くります一及 び 「顧客を大切 にす る経営」一お

客様の要望 にお応えで きる,マ ー ケティング発想を大切 に します の2つ を掲 げて いる。

その ための約束事 と して,社 員1人 ひと りが3T(ThinkCreativeThankPersonTake

Ambition)に 基 づいて行動 しよ うとい う行動指針 も定 めてい った。

この間,1990年10月 に は,テ ィー ・エム配置協 同組合 を設立 している。TはTotalの 頭

文字,MはMedicalのMで,TMは 「総合医薬」 を表 して いる。家庭配 置薬 の販売 会社

で,相 互扶助の精神の もと協 同事業を行 って お り,近 年の デー タで は組合員数 は25社 を数

え る。 また配置販売従事者が資質豊かな,健 康の ア ドバ イザー にな るべ く,厚 生労働省認

可のTM(テ ィー ・エム)配 置広域高等職業訓練校を開校 して,人 体,病 態学,漢 方薬,

薬 草な ど専門知識の向上や一般教養を高 めるための研修を行 って いる。配置薬 も重視 して

いることがわか る。

2004年 にGMP工 場 第3期 工事 を完成(西 工場),さ ら に東工場 に,06年 に ミニ ドリン

クライ ンを新設 した。西工場で は液剤を製造,東 工場で は液剤 および固形剤を製造 して い

る。06年 に新設 した ミニ ドリンクライ ンは西工場 に引 けを取 らな い機能を有 して いるとい

う。 同社 は,生 産 について,「 医薬品 メーカー としての責任」 に こだわ り続 けてきた とい

え よう。

近年の動 きで は,2007年 に奈良先端科学技術大学院大学での研究成果を事業化推進す る

同大学 発ベ ンチ ャー企業㈱ 植物ハ イテ ック研究 所 との業 務提携 の基本合意 を締結 して い

る。08年 に60周 年 記念式典を挙行,ア フ リカ ・カラハ リ砂漠原産の野生種 スイカ 「カラハ

リスイカ」事業が 「農 商工連携」第1号 の認定 を受 けた。翌年 には,自 社 ビルを購入 して,

本 社 を大 阪市中央区道修 町2丁 目1-10に 移 転 した。 この年 には,ま たオ ース トラ リア保
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健省薬品 ・医薬品行政局GMP認 定(TGA)を 受ける一方,西 工場固形剤一貫ラインを

新設 している。10年 には,鳩 山由起夫首相が地方視察の一環で奈良工場を視察 してお り,

食品衛生優良施設として厚生労働大臣表彰の栄に浴 した。また大阪東税務署より優良申告

法人表敬状を授与された(通 算4回 目)。

2009年 度の売上実績は,前 年比7.6%増 の約51億 円であった。売上高構成比は,OEM部

門65%,一 般用医薬品部門(OTC)12%,配 置部門18.5%,そ の他4.5%の ようである。当

面の売上 目標は60億 円,将 来的には 「売上3桁 企業」への飛躍を視野に入れている㈹。10

年度の売上高は,52億7,000万 円に増加している。

佐藤薬品工業(橿 原市)は,戦 後創業ながら,2010年4月1日 現在,従 業員531名 を擁

する県下を代表するメーカーである㈹。創業者の佐藤又一(現 会長)は,豪 胆かつ正義に

あふれる論客として知 られる。その話 し振 りは,明 快で説得力がある。数々の家庭薬関係

団体の トップに就任 し,業 界の発展に尽力 してきたことは,さ きに述べた。

佐藤又一は広島県出身,軍 隊か ら復員後,か つての部下 に誘われたのがきっかけで,

1947年 抜上村(現 御所市)で 個人創業 した。万金膏の製造を始めたのであり,製 造所の名

称は 「大福屋」,製 品には 「菊月万金膏」と名付けた。万金膏づ くりはほとん ど冬期の仕

事で,夏 期は閑散だったので,副 業として郷里か ら備後表を取 り寄せて,県 下の農業協同

組合などに卸売 りを行 っている。資金稼ぎにとどまらず,当 時築いた人脈が法人化にあ

たって大いに役立った。

創業4年 後の1951年 に御所町(現 御所市)へ 工場を新築移転 して,資 本金50万 円,従 業

員12名 の佐藤薬品工業を発足させた。四苦八苦の借金経営でのスター ト,法 人化後,最 初

に本格的に取 り組んだのは駆虫薬の製造販売だった。当時国民の回虫保有率は50%を 超え

ており,佐 藤は 「売れる」と確かな手応えを感 じていた。他社の派手な販売方法を真似て,

大金をはたいて宣伝カーを購入 したが,そ の見込みは外れて多額の借金だけが残った。会

社設立1年 余にして倒産寸前の窮地に追い込まれた。この ピンチを救って くれたのは,原

料仕入先のひとつであった大東交易(現 ダイ ト)の 笹山梅治社長の温情だった。それまで

の仕入れ代金36万 円を10年 間棚上げすることを約束 して くれたのである㈱。

再起の道を探る中,1952年 に製造 したのが配置薬第1号 となるのがかぜ薬アスナミンで

あり,好 評を博 した。現在も根強い人気を保っている。米国産のかぜ薬の処方にヒン トを

得て独自のノウハウで開発 したもので,そ の陰には大東交易の的確なア ドバイスと原料の

提供があった。新規配置先を開拓する一方,引 き続き頭痛薬 ・咳止め ・強壮剤 ・臓器薬,

さらに胃腸薬 ・婦人薬 ・ビタミン剤などを次々と製造発売 していった。
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1954年 の夏,御 所市在住のある配置販売業者に勧められて,法 学博士廣池千九郎創立

(1926年)の モラロジーの教学と出会う。大和郡山市で開催されたモラロジー講習会を1

週間ぶっ続けで受講 し,私 生活をはじめ事業経営の方針を切 り替えることを決意する。モ

ラロジーの大先輩成光薬品工業社長の安本昌作か ら叱咤激励される。この過程で生まれた

のが,「途中困難最後必勝」の座右の銘だった。

1959年 に南部銀行御所支店の支店長か ら協和製薬買収話が持 ち込まれる。この会社の

ルーツは㈹は,35年 に満州への売薬輸出を目的に協和製薬公司として設立されたもので,

戦時の企業整備ではいち早 く輸出部門の統合の主体となった。戦争のため海外進出は,は

かない夢で終わ り,戦 争末期には国内向けに転換 し,社 名も協和製薬と改称 していた。戦

後統合会社か ら分離独立 し,家 庭薬の製造販売を行っていたが,業 績不振で閉鎖すること

にしたという情報に接 したのである。

佐藤薬品工業 とは300メ ー トル しか離れていない協和製薬 の買収は,願 ってもない話

だったので,交 渉を進め,300万 円で買収す ることに決まるが,業 績は上向いてきたとはい

え,ま だ多額の借入金を抱えており,さ らに買収に要する費用を借入金で賄うとなると相

当な決断が必要だった。思いあぐねて,モ ラロジーの大先輩,前 掲安本に相談 したところ,

「佐藤 さん,無 理 しても買いなさい。徳があれば成功するし,徳 がなければ失敗する。(中

略)思 い切って事業を拡張 しなさい。神様は,必 ず守護 して くれます」と予期 しなかった

激励の言葉が返ってきた。佐藤は,こ の言葉に同氏への尊敬の念を一層つのらせるととも

に,「もっとしっかりとモラロジーを勉強 しなければ……」と自戒するのだった。そ してま

た買収話を持ちかけて くれた銀行支店長の心遣いに感謝 した⑩。

佐藤薬品工業では,創 業の地,御 所市茅原に新工場移転の準備を進めた。ほぼ交渉が纒

まったからであるが,こ の間,400万 円で買収するという人が現れ,問 題 となって,正 式

に売買契約が成立す るのは遅れ,1959年9月 のことであった。話題 とな った解決の仕方

は,佐 藤薬品工業が300万 円で買収後,そ の人に400万 円で売却,そ のうち100万 円を協和製

薬に贈与することにした。そして協和製薬を買収 して,新 工場の建設地へ営業権,機 械類,

社員を引き継いだのである。ここに本格的に経営基盤の強化に乗 り出す。一方で,福 井県

下に2万 戸,名 古屋市内に1万 戸と新規配置先を拡張 した。拡張は専門家である配置員に

協力を依頼するだけでな く,佐 藤が休日を返上 して先頭に立ち,社 員同伴で販路拡張に飛

び回ったという。

1961年 には,湧 永製薬との取引を始めてOTC市 場へ進出,さ らに業界の トップを切っ

て,カ プセル製剤の製造を始めた。強気に徹 した経営姿勢で積極的に増資を重ね,前 者の
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例を皮切 りに,次 々と大手製薬との取引を開始するようになる。後者は社運を賭けたもの

で,そ の成功を祈念 して社歌が制定された。佐藤は 「わが国でもカプセルが新 しい剤型と

なる時代は近い」という確信を固めてGOサ イン出したとされるが,地 元各社と共存共栄

をめざすという,す み分 けも背景 にあったようである。社史によると,「奈良県の製薬業界

でAク ラスにランクされている大峰堂薬品工業株式会社は錠剤で,共 立薬品工業株式会社

はキズテープで,田 村薬品工業株式会社は液剤製造で先行するなど,そ れぞれ特殊な剤型

を手掛けて成功を収め,そ の後の発展への礎 としている」ことを踏まえて,「 うちも負け

てはおれない。製造ラインをカプセル製剤に集中して躍進を期そう」と決断 したのであっ

た⑳。

1964年 にイタリア ・ザナシー社製の全自動カプセル充填機の導入をはじめ,ブ リスター

バ ック自動包装機,自 動流動コーティング機など,次 々と自動化を進めていった。高品質

のカプセル製剤の量産化に成功 し,68年 に医療向け受託加工を実現する。東洋醸造 ・科研

製薬 ・持田製薬の3社 より脳血流改善剤を,循 環器用剤を三和化学研究所より受託加工で

きたのであった。大手製薬メーカーか らの受託加工への第一歩となったといえる。

1970年 には,社 員の財産形成と経営参画意識を高める目的で社員持株制度を導入する。

この年か ら,大 卒定期採用を始めている。また78年以降,受 託加工メーカーの生命線であ

る製造部門を強化するため,大 企業か らの招聰人事を行っている。

1976年 には橿原市(現 在地)に 工場用地1万 平方メー トルを購入,翌 年本社を新工場へ

移転 した。78年1月29日 新工場落成式を行う。これ以降,隣 接地に次々と土地を購入 して

本社工場の敷地は拡大する。90年 には本社南側に鉄骨2階 建てを新築 し,販 売会社の入居

と独身寮とした。

1985年9月 のG5に よる 「プラザ合意」は,こ の時代を象徴する出来事であった。日本

経済は急激な ドル安,円 高の影響を受け,円 高不況に陥った。医薬品産業は医療費抑制の

諸施策が加わって,よ り厳 しい環境に置かれた。佐藤薬品工業も例外ではな く,店 頭向け

のOTC薬 や配置薬の拡充を図る一方で,健 康食品にも力を入れていたが,割 増退職金に

よる人員削減,経 費の節減,管 理職の賃金カットなどで難局に対処せざるを得なかった。

翌年3月 に厚生省が 「医薬品の委受託製造の緩和のため,委 託製造の取 り扱い要領を定

めた」こと,そ して4月 に 「前川 レポー ト」が発表され,内 需主導型の経済成長への方向

性が打ち出されたこと,こ うした諸条件は,佐 藤薬品にとって追い風とな り,赤 字から脱

出できたといえそうである。とくに受託加工の緩和,手 続の簡素化を背景に,同 社は再び

上昇基調に転 じた。
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GMP旋 風で揺れた配置薬業界にあっては,単 に佐藤薬品工業の問題 とすることな く,

業界全体の問題として取 り組んだ。同社は,1977年 に総工費13億 円で時代のニーズを先取

りした設備のGMP基 準適合工場を完成 し,翌 年1月29日 政財界,業 界,行 政,民 間団体

関係者500名 が出席 して盛大な落成式を行 っている。マスコミ各社の取材が相次いだ。94

年に内服固形剤では,全 国で第1号 の区分許可を受 け,受 託加工の増大に寄与 した。

GMPと 平行 して,95年 施行のPL法 に対 しても社内体制を固めた。96年 に新GMP基 準

適合の新工場を完成 した。新工場 と機械設備などに15億5,000万 円の投資だ った。同年4

月30日 の会社創立45周 年と新工場落成式典は,来 賓はごく一部の人たちに限定 して,株 主

や佐藤薬品協力会,販 売業者であるエス ・ワン配置協同組合代表,そ して社員という内輪

メンバー400人 の式典だった。 これに続 き,㈱ 奈良県製薬を買収,改 築 して茅原工場 とし,

健康食品の卸業を手がける関連会社の佐藤物産⑫,ホ ーエイ(健 康食品の製造)も ここに

移転 した。この2社 のほか,配 置販売を業務 とする本社南隣の佐藤薬品販売㈲があり,全

国数カ所に営業所を有す。さらに大阪市生野区に平成薬品(2000年 に買収)が あり,同 年

か ら生協な らコープと業務提携による販売も開始 している。97年 に資本金を3億 円に増資

した佐藤薬品工業は,当 面グループ売上高100億 円を目標に製販体制を整えているといえ

よう。

創立50周 年を迎えた2001年 には,受 託加工 メーカーとして日本で初めてFDA(米 国食品

医薬品局)か ら内服固形剤の製造許可を取得,そ の後の定期査察にも合格 している。08年

には,ヘ ルスカナダ査察に合格(内 服固形剤),製 造 ・品質管理の水準は高い。 この間,

05年度にカプセル製剤のパイオニアとして 「元気印中小企業」に選定された。09年 に,

ISO14001を 認証取得した。

10年 目を迎える2代 目の佐藤進取締役社長は,か つて受託加工の売上構成比率を50%以

上に引き上げること,そ してもう1つ 健康食品を経営の柱に育成することを表明 していた

が,2010年1月 には,今 後の方針について 「これまで通 り内服固形剤に特化 した製造を進

め,経 営の安定を図るためにも受託加工と配置薬を含む一般用医薬品の自社製品を50対50

の製造割合になるよう努力 してい く。消費者ニーズにあった新たな製品開発を進めてい

く」と語っている㈲。

医薬品受託加工業界の リーディングカンパニーの地位を築いてきた同社は,2011年3月

末現在,自 社医薬品製造販売承認許可品目数125品 目(医 療用6品 目,一 般用119品 目),

受託製造品目数130品 目(受 託会社数60社),合 計255品 目にのぼっている。売上金額は80億

円台をキープ,売 上構成は医薬品受託加工58%(対 前年比4%減),一 般用医薬品21%(対
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前年比2%増),配 置用医薬品4%,医 薬品バルク8%(対 前年比2%増),医 療用医薬品

2%,健 康食品1%,そ の他6%で ある。多少対前年比に増減はみられるが,受 託加工が

多いことは変わ りな く,後 発医薬品も数品目を手がけている。自社製品は大部分一般用で

あり,医 療用は少ない。前者の受託加工は,加 工賃の低価格化という懸念材料はあるもの

の,薬 事法の改正で製造工程に関わるアウ トソーシングが完全に自由化されたことも追い

風とな り,量 的には十分クリアできているとみてよかろう。後者の自社製品は今後の課題

として残されたままと言わねばな らない。品質の高さをアピールするとともに販売方法に

工夫が望まれる。2代 目社長は,基 本方針 として,「より良いものをより早 くより安 く,真

心を込めて供給できる物作 り工場を目指す」と宣言 している。

1955年 にモラロジーの理念を取 り入れて制定された社是は,(1)我 が社は事業を通 じ,国

民の保健衛生に貢献する,(2)我 が社は全員が聖人の教えを学び立派な人格品性をつ くり,

真の幸福を実現する,(3)我が社は幸福な社員の集団化を図り,も って社会の善導に努める,

か らなる。月初めに行う朝礼も異色の行事で,皇 居遙拝に始まり,君 が代斉唱,社 是の朗

読 社長訓辞,異 動などの発表,社 員表彰,各 部長の報告,誕 生祝いの贈呈,最 後に社歌

を斉唱する。もう1つ ユニークな考え方として,(1)全 員がモラロジーを研究 し,道 徳的知

識の向上に努める,(2)全 員がSQC活 動に専念 し会社の発展に努める。(3)全員が野球をは

じめスポーツを通 じチームワークの強化並びに社員の士気の昂揚に努める,が 注 目され

る。佐藤現会長の趣味は野球で,薬 業界では「野球の強い佐藤薬品」として知られる。チー

ムワークで絶妙な運営につなげようとしているのである。こうした経営方針が根底 にあ

り,県 の橿原公苑野球場の命名権を得て,2010年7月1日 「佐藤薬品スタジアム」と改称

した。

お わ り に

(1)老 舗の配置薬専業メーカー

GMP絡 みで,配 置薬業界全体にとどまらず,配 置薬専業メーカーの中でも規模的格差,

二極化現象が顕在化 したことは否めない。老舗の丸太中嶋製薬は後述することにしたい。

成光薬品工業などについては前に取 り上げた(注eg参 照)。 ここで,県 下の配置家庭薬メー

カー・トップの三光丸本店㈲(御 所市)に 少 しふれておこう。同社の和漢胃腸薬 「三光丸」

はよく知 られているが,そ のルーツは鎌倉時代後期の元応年間に創製されたという。当初

し び えんがん

は 「紫微垣丸」 と名付 け られ,御 醍醐天皇 に献上 したところ,薬 効顕著 との ことで 「三光
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丸」の勅号を賜ったとされる。当時は 「施薬」の段階であり,ビ ジネスとしての大和売薬

の定着は富山売薬より少 し遅れて享保期(1716～1635)と み られているが,米 田家の祖先

は,こ れより早 く,延 宝年間(1673～1680)に 「大井二(大 いに)世 人二施ス」とあり,

高野街道の旅籠などに三光丸を置き,販 売を行っていたと伝え られる。寛政年間(1789～

1800)に は 「代価ヲ定テ売捌ヲ初ム」という。文政年間(1818～1829)に は畿内一円に配

置販売をするまでになった。当時大和では,西 大寺の豊心丹,米 田の三光丸,藤 井の陀羅

尼助,中 嶋の蘇命散などが名薬として知 られていた。

当主の名 「徳七郎」は襲名 して4代,そ の前は丈助が何代か,さ らに徳兵衛が何代か続

いていたらしい。米田家には,古 くか らの家訓として 「薬は効 く事が第一,金 儲けする積

りではこの商いはできない。誠心誠意服用する側の立場になれば効能宣伝を しな くても薬

の効果は信用される」(米田丈助)と いう言い伝えがある。現在では,こ の精神を受け継ぎ,

「これまでも,こ れからも,愛 され続けることが良薬の証です」 という考え方が定着 して

いるように思われる。

1896年 頃には,内 地全土に販路を拡大 した。日露戦後の06年 には,朝 鮮 ・満州へも進出

した。1899年 に,第31代 当主,中 興の祖 ・米田徳七郎(虎 義)が 配置販売業者38人 と盟約

書を結んで,三 光同盟(三 光丸行商同盟をへて,1914年 に三光丸同盟会と改称)を 結成 し

たことが注目される。基本的には,「地域割 り」「現金主義」(メ ーカー側 との取引)「商標

尊重」を骨子とするメーカーとしての三光丸本店の販促手段であるが,一 方で,こ れまで

横行 していた薬の重ね置きや値引による乱売競争の改善などをも意図 しながら,販 売業者

の経済的基盤の確立を構想 していた。この制度は,メ ーカー,販 売業者の双方にとってプ

ラスとなる巧みな方法で,配 置薬メーカーにみ られる帳主会の原型であり,先 用後利の商

法をうまく機能させる手段であった。この組織は,三 光丸本店の財務内容を大きく改善す

るとともに,限 定的だが,業 界の古い商慣習の改善や配置員のモラル向上に寄与 した面も

あろう。さらに第31代 当主は,家 業の振興のみな らず,業 界の組織化に尽力 し,1911年 に

大和売薬同業組合が創設されるや,推 されて初代組合長に就任 した。在任期間は12年 に及

び,業 界の リーダーとして果たした役割も極めて大きいものがあった。

戦時中の企業整備では大和共同製薬(米 田徳七郎は専務取締役)に 統合された。家督は

成長 した長男(徳 七郎桂三)が 継 ぐが,27歳 で戦死,こ のため株式会社三光丸本店として

独立が認められた1947年 婿養子の米田助正が社長に就任 した。助正は,49年10月 奈良県製

薬協同組合の初代理事長に就任するが,社 内的には経営権をめぐり,レ イ夫人(31代 徳七

郎虎義夫人)と 米田助正の対立が続いていた。三光丸同盟会長 らの斡旋で助正の退任が決
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まり,社 長の椅子が レイ夫人に返されたのは,1952年5月 のことであった。 レイ社長は大

混乱の中でよく持ちこたえ,33代 米田徳七郎舜良(現 社長)の 成人する日を待ちわびたと

いう。

現社長の米田徳七郎は,1965年 に亡父と同じ岐阜薬科大学を卒業 して,そ の地位(レ イ

夫人は取締役会長就任)に つ くが,当 時は三光丸本店の経営内容は必ず しも良 くな く,ま

た労働組合もあって,各 種の要求を掲げて会社を振 り回 していた。新社長は青年会議所,

ライオ ンズクラブに加入 し,社 長業を勉強する一方,三 光丸販売営業所の全国行脚を して

見聞を広めた。そして本店の経理内容の改善のため,同 盟会長の足高伊作と相談 して複数

あった製品の単品化(三 光丸一種に絞 り込む)や 低価格に抑えていた卸値の値上げを断行

するなどの改革を行った。こうした取 り組みによって,本 店の財務状況も急速に改善され

ていった。

GMPを クリアするたあ,1980年 以降,1995年 にかけて親戚筋などの協力を得て,通 称

"千坪屋敷"と 呼ばれた丘陵地域に
,次 々と製剤工場 ・低温倉庫 ・原料加工場 ・資材倉庫 ・

事務所等の大改築を竣工させていった。中小企業金融公庫か ら融資を受けたが,建 設費は

7億3,000万 円にのぼった。オー トメーション化 された近代的な生産 システムとなった。

なお80年4月,厚 生省か ら 「胃腸薬製造(輸 入)承 認基準」の通達があり,セ ンブリの使

用量は極端に制限されることになったが,エ キス化によって,い ままで通 りの分量を使う

ことができた。む しろ好結果を得たとされる。また三光丸本店の原料仕入先である三星製

薬所の山下正巳社長か ら,「原料加工は自分でやるべきだ」 との有 り難い提案があ り,指

導を受けて,原 料加工工場(エ キス ・粉砕)を 建設 していった。センブリのエキス化生産

プラントが完成 したのは,1989年 のことであった。一方で,長 野県ほかの契約農家からセ

ンブリなどを買い入れていることは特筆すべきであろう。

新GMPへ の対応では,製 剤工場(丸 薬)の 機械配置を工程別に変えるなどの変更を行っ

たようである。製造工程から品質管理まで,GMP基 準を上回る環境の中で医薬品づ くり

が行われている,と される。

三光丸本店は,110年 ほど前に業界に先駆けて帳主会である三光丸同盟会を組織 したが,

本店と同盟会との間でこ交わされた取引契約等を守 り続ける老舗である。卸や薬局を介さ

ないダイレク ト販売の配置方式をいまも採用 している。胃腸薬 「三光丸」の製造 ・販売の

ほか,委 託で健康食品を少 し手がけているようである。胃腸薬以外の薬は他のメーカーの

ものを自由に入れてよいが,箱 だけは三光丸のマークをつけることが条件となっている。

現在,約700人 の配置員が配置先の都道府県知事の免許を受け,全 国100万 世帯を年2～4
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回の割で回商 している。同盟会員の企業化 ・法人化にも積極的に取 り組んでいるが,1人

帳主は減少傾向,平 均年齢68歳 といわれる。会員数は約240人(企 業化約30社)で ある。本

店と一体となって,全 国の同盟会員が 「三光丸」の原動力となっている。研修会は拡張コ

ンテス トを含め,熱 心に行われており,各 種の広告宣伝も積極的に展開 している。ただ配

置薬市場の縮小,配 置員の高齢化など業界を取 り巻 く環境の変化に遭遇 して,三 光丸本店

及び同盟会活動の活性化に向けて様々な取 り組みを模索 している一面はあろう。

1985年8月,配 置販売業の後継者難 衰退気味の配置薬を盛 り返すために,㈱ 三光丸配

置研修部を設立 した。代表は本店社長の米田徳七郎,業 界では配置員の高齢化や 「1人帳

主」の問題があり,こ うした現状を打破するため,先 を見据えて販売会社の子弟など若い

配置員の養成を想定 して立ち上げたようである。新付け研修で,得 意を増やすのに貢献 し

なが ら,配 置販売業全般を学ぶシステムで配置販売のプロを養成 してきた。当初の目的か

ら,や がて三光丸本店の直販組織として機能するようになる。93年 度より配置研修部の中

に 「サヴァ」(お 元気ですかの意)と 呼ばれる女性の営業チームを新設,非 常に高い評価

を得ている。現在,全 国に12カ所営業所(1営 業所10人 を原則)が あり,従 業員は約130

人,本 店直営の販売組織として相当な売上高を誇るようになった。同盟会はテリトリー制

で,と くに競合す ることはないそうである。表7に 本店 と配置研修部の売上高な どを示

す。本店と配置研修部の純利益を合算するだけでも相当な額にな り,い まや負債は長期短

期ともほとんど無 しの状態で,超 優良型の財務内容となっている。この点,1984年 本店事

務所にコンピュータを導入(売 掛金管理 日歩計算),次 いで94年 に配置得意管理にもコン

ピュータを導入 したことは,試 行錯誤があ ったにせよ経営面でプラスになった と思われ

る。

表7三 光丸本店と三光丸配置研修部の経営概況

決算
三光丸本店(資 本金4,800万 円)

決算
三光丸配置研修部(資 本金1,000万 円)

売上高(百 万円) 純利益(千 円) 売上高(百 万円) 純利益(千 円)

07・3

08・3

09・3

553

593

646

25,280

16,553

53,548

06・9

07・9

08・9

851

860

1,072

13,000

15,000

47,342

出所)前 掲 「帝国データバンク会社年鑑』2010年 版 より作成。

三光丸本店の地域貢献活動 と して,1990年 に 「三光丸 クス リ資料館」をオー プン した。99

年 に リニ ュー アル され,大 和 の薬の歴史 をひ もと く 「薬 のまほろば館」 と三光丸700年 の

歴史 と技 を知 る 「三光丸 こころの館」,そ して純 日本庭 園 「和の庭」が広 が り,薬 草 の実
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物や薬づ くりの道具にふれたりできるようになっている。見学に訪れる人は結構多いそう

で,さ らに未整理の資料が相当あり,将 来的には拡大計画もあるらしい。

米田社長の自宅居間の北側全面には大きな神棚があって,由 緒ある神々が南に面 して並

んで祭 られているという。向かって一番左が 「神農社」で,薬 業の守 り神である 「神農像」

を祭っている。この神農さんは青磁製で,中 国渡来のもの らしいが,作 者 ・製作年月とも

不詳とか,と もか く古 くて,歴 史を刻んでいることは確かだとされている。毎年11月22日

神農,少 彦名大神に感謝する 「神農祭」を神農社の前で行っている。本店の従業員と同盟

会員代表 らが参列する。1985年 か らは,参 列できない会員や神農社から遠 く離れた営業所

の守護のため,分 霊を して,本 店と同じように神農社を事務所や会員宅で祭っている。そ

のための分霊の神事が神農祭の前に行われる。御所市の鴨都波神社の宮司が儀式を奉仕

し,分 霊された新神殿は各希望者の営業所や自宅などに安置されるという。

2006年 に,記 載事項の分量が増えた関係か ら,包 装システムを変えてお り,長 らく親 し

まれた五角形で紙の包装か ら長方形のポリエステル樹脂製に改めた。2011年 春には三光丸

本店と奈良芸術短期大学との産学連携事業を開始することが決まった。事業の内容は,置

き薬のお土産 として人気のあった引き札のデザインを企画提案するというもので,"単 な

る一企業の広告宣伝にとどまらない,配 置産業や地域社会に貢献できる活動を"と いう本

店側の思いと,大 学側の"授 業の成果を地域社会へ発信 し,社 会の発展に貢献する""社

会での実践教育を通 し,社 会に対応する人材育成を行なう"と いう方針が一致 して実を結

びました"と いう。

現社長は,「何で も屋は無理,ブ ランドの三光丸一本で行 く,小 さな企業だが,ひ とく

せもふたくせもある個性豊かな会社でありたい」と熱 っぽ く語 る。「三光丸は,古 くて新 し

い企業。ベ ンチャー精神あふれる配置薬業界のエクセ レン トカンパニーです」というのが

同社の企業メッセージである。確かに伝統を大切にしなが らも常に革新を求める精神を垣

間見ることができよう。

(2)小 括と展望

以上,全 体の構成に課題は残るが,WHOの 勧告を契機とするGMP法 制化への行政 ・

配置薬業界の対応か ら入 り,引 き続いてGMP実 施への行政 ・業界 ・企業の動きに言及 し

てきた。GMPへ の対応にあたって,2度 も近促法の業種指定を受けたことは大 きな意義

を持つ。企業者史的視点に重点を置きなが ら,協 業化のケースは資料的限界から検証の不

十分さは否めないであろうが,一 定のあとづけを試みた。合併のケースは,大 和製薬の所
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蔵資料によって新事実を確認できた。GMP査 察や業更新についても,同 社の事例を通 し

て少 し紹介 した。さらに,GMP絡 みの貴重な配置薬業(製 造 ・販売)の 実態調査や 「奈

良県薬事年報』のデータ,そ して県下の有力製薬 メーカーの歩みなどを点描 しながら,

GMP・ 新GMPへ の対応を取 り上げた。大まかに言えば,GMPの 法制化を契機 として,

事業の多角化によって売 り上げを伸ばす上位メーカーと多数の小規模 ・零細な配置薬専業

メーカーとの企業間格差が拡が り,い わゆる 「二極化」を読み取れたといえよう。

次に,奈 良県薬業界の特質や薬祖神などについて言及 しておこう。第1に,大 阪の道修

町は"薬 の町"と して有名であり,か つて武田薬品工業,田 辺製薬,塩 野義製薬が 「道修

町の御三家」といわれた。いずれも薬種問屋か ら製薬企業へ転身 したケースである。有力

薬種問屋は,明 治後期に輸入薬の代替薬を製造するようになったが,転 身の画期となるの

は第一次世界大戦期のことであった。大戦が起 こると,ド イツからの輸入が途絶 したた

め,政 府が積極的に奨励策(塗 料医薬品製造奨励法)を とったことにより,新 薬の国産化

の契機が訪れ,製 薬部門は大いに発展 し,今 日の大手製薬企業の基礎が出来上がった。個

人経営か ら株式会社への移行も目につ くところである。

これに対 し,「奈良の くす り」は配置売薬業 に特徴があり,そ の成立基盤は,薬 草 に富

んだ地方であったことに加えて,修 験・信仰 との結びつきが強かったといえる。すなわち,

大和諸寺における医薬の活動,有 名な陀羅尼助に関する伝承,そ して売薬業者は奈良盆地

の南部,高 市郡,南 葛城郡,そ れに吉野郡の北部地方に多 く分布 し,次 第に行商圏を拡大

していくのであった。耕地の狭い葛村の場合などは,稲 作の農閑期に売薬行商に出かける

のが,ま たとない現金収入を得る道であった。

1920年 頃に高等小学校卒業後,き ぬや薬舗の工場見習生をへて,叔 父の紹介で本家の

「売子」(葛 村売薬同盟会員)と なった中西富太郎の回顧㈹によると,大 和売薬の発祥地,

葛村今住(現 御所市)は 県下でも最古の三光丸,菊 天狗印に続いて,明 治末期から大正年

間に何と製薬業者が11も 増加 した。昭和期 に入 って,2業 者が新規参入,新 旧15業者 と

なったのである。「当時の葛村今住は百戸足 らずの小村でした。ほとんどが農家でしたが,

耕地は五十～六十町歩で,そ の大部分が三,四 戸の大地主の所有で した。自作農家は数え

る程度で,他 のほとんどは五反百姓と呼ばれる小作農であり,貧 農で した。他に産業とい

うものがな く,わ ずかに御所町(現 在市)と その付近に大和緋の木綿機織の仕事がありま

したが,こ れも婦人の内職程度で した。だか ら,農 業以外では売薬行商 しかなかったので

す」と回顧される。そして 「このように百戸足 らずの村に,十 五軒もの製薬業者がいて,

いずれも盛大に経営 していたのですが,さ らにその周囲には販売する人たちがいたので,
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薬に関係ないのはお寺さん(そ れも二つのうち,一 つは製薬を兼業 していました)の 他に

二 ・三軒で した。文字どおり"薬 の村"で した」と語っている。15軒 の製薬業者のうち,

製薬だけを専業とし,販 売の方は 「売子」を抱えて配置 していたのは,三 光丸本店,丸 太

中嶋天狗商会,き ぬや薬舗㈲の3軒 だった。他の12軒 は自家配置販売を兼業 していたよう

である。

葛村今住が 「薬の村」であったのと並んで,高 取も,植 村高取藩主が江戸参勤の際,大

和の薬を他の藩主へ贈って販路拡大に一役買ったとされており,幕 末には6名 の配置売薬

業者が現れたという。明治以降,高 取町では狭い土地に合ったこの産業が急速に発展 し,

現在の御所市とともに 「奈良の くす り」の中心地とな り,「薬の町」として知 られる。現

在では,橿 原市所在の製薬メーカーも多 く,「同業者の街」となっていると言 っても過言

ではない。

ここで,丸 太中嶋製薬のルーツをみておくと,庄 屋をつとめた名望家の中嶋家は有力な

地主であり,1689(元 禄2)年 を創業の年 としている⑱。のちの史料(1839〈 天保10>)だ

が,「薬種屋」 と 「合薬屋」を兼ねた同家は,「私儀(中 嶋太兵衛 引用者)先 祖ヨリ百姓

作間二合薬商売仕来 リ諸国へ売弘メ罷有」というか ら,農 家副業として出発 したことがわ

かる。この史料では,25年 ほど前には紀州若山城下の得意先から西大寺の 「豊心丹」の所

望があり,取 次を行っていたこともあると伝えている。それはともか く,そ の製法は 「家

伝」「家法」であり,他 に洩れることを厳重に警戒 していた⑲。当初は天狗蘇命散など生薬

煎薬を製造 し,神 社仏閣(伊 勢神宮,橘 寺,法 華寺,建 仁寺等)に 納め,信 者,参 拝者に

施薬として広められていた。文政年間の1820年 頃に大和売薬の草分けとして近隣の高取町

付近か ら配置を開始 したようである。各寺社 ごとの 「御用提灯」や 「通行手形」が多数

残っており,神 社仏閣へはフリーパスだったという。

明治 ・大正期に入ると,交 通機関の発達とともに,近 畿地方から全国に得意先を広めて

いった。1925年 には,キ クテング本舗の中嶋太兵衛(現 社長の祖父)が 大和売薬同業組合

の第3代 組合長とな り,配 置薬業界の発展に尽力 していた。28年 の御大典に際 して,太 兵

衛は 「地方二於テ饗解ヲ賜ハル」事業功労者の1人 に選定された。内申書には 「組合員ノ

ー致ヲ以テ販路ノ拡張,製 品ノ改良ヲ為シ,一 面行商人ノ取締ヲ厳ニセル結果,年 々産額

増加シ,今 ヤ(中 略)県 下重要物産 ノ首位 ヲ占ム」⑳と記されていた。戦時中の企業整備で

は大和共同製薬(中 嶋太兵衛は常務取締役)に 統合され,戦 後1947年2月 に丸太中嶋製薬

として分離独立 した。薬剤師の現社長は,岐 阜薬科大学を卒業後,家 業を手伝う。先代太

兵衛が心臓麻痺で死去 したため,68年5月 に太兵衛を襲名 して社長就任,歴 史の重みは感
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じるが,「キクテング印」の信用を落さぬよう責任ある薬を生産 してい く姿勢を貫いてい

る。77年12月 にGMP基 準適合工場を完成 した。

やぶさか

同家には 「改過不吝」(過 ちを改めるに吝でない)と いう家訓がある。社長は 「自分 に

厳 しく他人に寛大」をモットーとしている。80年 代初めの業界新聞のインタビュー記事で

は,「昔からの歴史に乗 りかかって製薬を続けるというよりも,現 代社会,経 済制度に応 じ

たやり方で,前 進的に考えてい くことに気をつけています。(中 略)薬 そのものは,薬 事

法のため成分,製 造法などはすっか り変わって しまっていますが,名 称は江戸時代からの

ものを引き継いでいるのが十種類 ぐらいあ ります。また,昔 は売子を雇 って自家持 ちで

回っていましたが,戦 後は生産一本で経営 しています。お得意は,配 置員が約三百人(年

間多少でも買って くれた人を含めて)で,う ちの生産額の八〇%は 配置員行きで,あ とは

同業者売 りと卸 ・問屋向けが各一〇%で,自 家持ちはありません。昔から同一 レールの上

を平凡に進んでおり,"相 も変わらず"と いう言葉は,う ち(丸 太中嶋)の ようなところ

を称するので しょう。大きな波もないが,大 きな失敗 もないということですね 」と語って

いる。当時配置員の研修会を2か 月に1回,大 学教授の講演を年1回 行ってお り,薬 に対

する新知識を配置員に植えつけることに努めていた。配置員の説得力が販売増強のカギで

あり,研 修会は説得力をつけるのが目的だという。また配置の将来について,昔 はカゼ,

腹痛,頭 痛薬が"薬 の三種の神器"で した。ところが,国 民皆保険制度によって,配 置薬

業界の一般治療薬は売れ行きが落ちている。朝鮮人参や漢方薬などの保健薬に力を入れる

べきだと主張されるものの,「 うちは旧態然 として治療薬が主体で」,保 健薬は同業者の薬

で揃えている状況だと述べている。 ともか く格式ばらないところがよいのか,近 所の薬

屋OBが よく集まって,薬 にまつわる昔話などを して帰るが,そ の中の1人 は 「ここの社

長は,他 人を押 しのけてもという気は全 くない。手堅 く,ま ず相手のことを考える。もっ

と儲かるところを,い つも少 しの利益で我慢 しているのだ」という。なお現在,御 所市今

住の製薬組合加入のメーカーは4社 に減って しまったが,同 業者間の交流は濃密のようで

ある。

奈良の薬業界の特質に議論を戻すと,第2は,神 仏と深い関わ りを持ち,儀 式を重ん じ

てきたといえる。商売の守護神を祭 り,老 舗企業では家の観念が強 く,家 業の永続的繁栄

を願う観点か ら,「御先祖様」尊崇,「 のれん意識」を大切にしてきたのであり,襲 名(家

名相続)は この点と深 く関わっていた。総 じて世襲制をとっており,家 業の継承にあたっ

ては 「養子縁組」や 「のれん分け」なども導入されてきたところである。このほか本家 ・

分家関係とか,親 戚関係が多いことをも指摘できる。
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老舗の製薬 メーカーは家憲 ・家訓(非 成文化を含む)に 基づ く経営を標榜 し,「信用第

一」「神仏 に恥 じず」「世間様が見てござる」「陰徳を積む」などという意識を持 っていた

ことは見逃せないであろう。商人の世界における家訓ブームは,近 世中期以降,何 度か起

こっているが,経 済不況,低 成長など時代の転換期に制定されているだけに,「攻めの経

営」というより 「守 りの経営」を主眼としたものが圧倒的に多い。実は時代の変化の中で

も,「変わらない部分」 と 「変えていかねばならない部分」があることに留意すべきだと

思うし,多 少な りとも革新的経営を行ってきたところが生き残 り,い まや老舗と呼ばれる

までになったケースをある程度確認できたのではなかろうか。そこには,家 憲 ・家訓から

社是 ・社訓へ,明 確に企業理念,企 業倫理を掲げている共通性があるとみてよかろう。県

下の有力製薬メーカーの歩みか らも,理 念や戦略のない企業は生き残れないことを改めて

読み取れる。とくに 「三方よし」の精神とチャレンジするケースを垣間見ることができた

といえよう。

県下の薬業関係者には,モ ラロジーを学んでいるケースが多いことも注目される。そ し

て,1999年4月 設立の関連の日本道経会⑳にもいち早 く会員となる法人が現れる。同会は

モラロジー研究所・麗澤大学 とともに,「道徳経済一体化の普及と企画活動を通 して社会に

寄与 しようとする経営者の会である」と位置づけられる。会長は,十 川ゴム社長 ・働モラ

ロジー研究会常任理事の十川照延である。同会は,事 業の柱 として 「企業倫理道徳の向上・

推進一企業倫理道徳の向上 ・推進 につとめ,経 済界の秩序ある発展に寄与する」「社会貢

献一地球市民の一員 として,地 域社会,国 家,国 際社会に貢献する」「道徳経済一体の理

念の提唱一道徳経済一体の理念に基づいて 『三方よしの経営』を提唱する」「後継者の育

成一産業人 としての資質の向上につとめ,あ わせて次世代を担 う後継者の育成をすすめ

る」を掲げている。設立総会で十川会長は 「企業の永続と繁栄に貢献できる会に」と挨拶

した。モラロジー研究会の廣池幹堂は 「同会の設立が名実ともに日本の再生の核となるこ

とを願っている。モラル,倫 理基軸にした経営のあり方を世界に発信 していただきたい」

と祝辞を述べている。設立総会後,当 時経済戦略会議議長,経 団連副会長で,ア サヒビー

ル株式会社名誉会長 ・樋口廣太郎による記念講演が行われた。経済戦略会議が答申した経

済再生の戦略 「健全で想像的な創造社会の構築」をもとにして,議 題は 「今,経 営者とし

て考えること」であった。

06年のデータによると,当 時奈良県の同会員49法 人のうち,製 薬メーカー ・医薬品原料

卸 ・配置販売会社をまとめると,20%を 超えている。 メーカー名を示すと,共 立薬品工業,

金陽製薬(ド リンク剤),佐 藤薬品工業,佐 藤物産(健 康食品製造卸),三 光丸本店,至 誠
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堂製薬(医薬品製造,社 名に理念を示 している),成 光薬品工業の7社 を数える。隔月間で,

経営 と人生を考える情報誌 「道経塾』(モ ラロジー研究所編集発行,創 刊号99年6月)を

刊行 している。

第3に,薬 祖神についてみよう。元来,薬 種中買仲間は 「伊勢講」を組織 し,伊 勢神宮

へ参拝 して神の加護を祈願 していたが,1780(安 政9)年 に大阪道修町に 「神農さん」と

す くなひこ な

呼ばれる少彦名神社鋤ができてからは,「薬祖講」中心に変わっていく。同神社は,京 都の

五條天神か ら分祀 した日本の薬祖神とともに,中 国での医薬の神様,神 農氏を祀る薬種商

仲間の守護神である。その後も薬業界の守護神として年月を重ね,1980年 に少彦名神社鎮

座200年 を記念 して 「200年祭」が行われた。最大の行事は,11月22日 ～23日 の神農祭であ

り,12月 冬至の日に冬至祭も行われている。2007年 に 「少彦名神社,薬 祖講行事」は,大

阪市無形文化財(民 俗)に 指定された。

五葉笹につけた張子の虎は,神 農祭のシンボルとなっている。その由来は,1822(文 政

5)年 秋,疫 病(コ レラ)が 流行 して多 くの人びとが苦 しんだため,道 修町の薬種商仲間

が疫病除薬 として 「虎頭殺鬼雄黄圓」(こ とうさっきおうえん)と いう丸薬をつ くり,施

薬するとともに,同 時に 「張子の虎」が作 られ,神 前で祈祷 して病除けの御守 りとして配

布 したことに始まるという。施薬は,明 治初期の売薬規則により廃止されるが,参 拝者が

無病息災を願って求めるほか,薬 祖講(少 彦名神社の崇敬団体)の 会社から得意先へ配布

する数も多数にのぼっているようである。

おおみわ

奈良では桜井市の大神神社(三 輪明神)の 鎮花祭(は な しずめのまつ り,4月18日)が

よく知 られている㈹。大神神社は三輪山を神体 とした神社であり,春 の花の散 る頃に流行

する疫病の鎮圧のため,「大宝令」(701年)に 国家の祭祀として定め られ,国 民の無病息

災を祈願 したと伝え られている。平安時代に盛んとな り,朝 廷から数々の薬が供えられた
おおものぬしのおおかみ おおなむちのかみ

という。鎮花祭は 「薬まつ り」ともいわれ,大 物主大神と大己貴神 ・少彦名神を祀る大神

さ い

神社とその荒魂を祀る摂社の狭井神社の両社で行われるが,特 殊神解として三輪山に自生

するスイカズラと笹ユ リの根が神前に供え られる。この祭 りには,奈 良をはじめ,大 阪 ・

京都 ・富山 ・愛知 ・三重など各方面の医業 ・薬業関係者が多数参列する。1950年 に奈良 ・

大阪 ・京都の薬業関係者が中心 とな り,「薬祖講」を結成,年 々各方面か ら多数の医薬品

が供え られてきた。奉納の医薬品は,奈 良県内外の老人ホームや社会福祉施設に寄贈され

ている。なお大神神社か ら狭井神社までの短い道は,製 薬会社の協力で作られたもので,

「くす り道」 と名付けられている。道の両脇には,薬 草や薬木が植えられている。

かも つ ば

「奈良のくす り」のメッカ,御 所市では,市 内の鴨都波神社境内の少彦名神社(神 農社)
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で,11月24日 に薬祖神祭が行われている。1950年 代半ばか ら始まったようである。2代 目

森本覚次郎(当 時 ・森本製薬社長)の 回顧によると,「昭和三十年 ごろ,私 は薬祖神 とし

ての神農さんを薬業の守 り神として,お 祭 りすることを考えた。神農さんを崇敬する露天

商の代表にも呼びかけ,発 起人十五人を決め,寄 付を集めた上で,御 所市内の鴨都波神社

にお願いして,敷 地をお世話 してもらい,お 宮を建てた。三輪神社から遷宮 していただき,

最大にお祝いした次第で,御 所の年中行事にしてほしいと願っている。世話役は,私 から

田村信一氏(田 村薬品工業一引用者)を 経て,現 在は山下正巳氏(三 星製薬所一引用者)

にお願いしている。御所薬業会にはメーカーや卸業者にも加入 してもらっているが,昔 は

三百五十人もいた業者が数分の一に落ち込んで しまっている。七十年の歴史を回顧 してみ

ると,感 無量である」㈹ と語 っている。貴重な証言であろう。

現在の薬祖神講世話人代表は,御 所薬業会会長 ・中嶋太兵衛(丸 太中嶋製薬社長)で あ

る。業界新聞㈹によると,2010年11月24日 の薬祖神祭は,来 賓と御所の製薬,卸 などの関

係者約30人 が参集 して,世 話人代表が祭主を務め執 り行われた。鴨都波神社の宮司が業界

の発展と国民の健康を祈願 して祝詞をあげた後,来 賓 ・業界関係者が次々と 「一年の無病

息災 と商売繁盛を祈念 して玉串を奉萸 した」 と報 じている。祭典後 に鴨宮殿で開かれた

なお らい

直会で,中 嶋代表は 「厳 しい状況に立たされている。業界活性化に向けて祈ったが,そ れ

以上に配置の不況を打破するため,一 致団結 して対処 しな くてはならない」と訴えた。来

賓の県会議長は 「この薬祖神祭は業界の原点 と考える。(中 略)顧 問県議と連携を取 りな

が ら業界発展のために尽 くしたい」と挨拶 している。

高取町の場合,と くに明治になってか ら薬業が盛んとな り,一 説には,1907年 から薬祖

の神さまをお祭 りしているとも伝え られ,薬 業界に 「神農さん文化」が広がっていった㈲。

大正期には高取薬業会が設立され,戦 後の1951年11月 には,昭 和天皇が御所町の協和製薬

(前身の協和製薬公司の創立事務所は高取町に置かれていた)を 視察された。確かな資料
と さ え び す

があるわけではないが,65年 頃に土佐恵美須神社の境内に社が建立されたといわれ,現 在

も神農薬祖神祭が11月22日 に行われている。

2010年11月22日 の薬祖神祭は,土 佐恵美須神社の境内にある神農社で,高 取町内の製薬・

家庭薬卸 ・配置販売業者で組織する高取町薬業連合会会長中村善之(中 村薬品工業社長)

が祭主を務め,来 賓や薬業関係者約50人 が参集 して執 り行われた⑳。境内の入 り口には,

医薬品のパ ッケージや大きな張 り子の虎を吊るした笹竹を飾 り,祭 壇には町内で製造の医

薬品や山海の珍味が供え られたという。同神社の宮司が業界の発展と国民の健康を祈願 し

て祝詞をあげた後,来 賓や業界代表が1年 の無病息災と商売繁盛を祈念 して玉串を奉萸 し
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た。祭典後の高取町商工会館で開かれた直会の冒頭挨拶で,中 村会長は 「薬祖神祭は大正

十四年か ら始められた。八十五年にわた り,脈 々と受け継がれてきた伝統ある祭 りであ

り,配 置,製 薬,卸 の三団体が結束 してこの祭 りを続けることに意味がある。業界や高取

町の発展のためにも薬業連合会が手を携え,知 恵を出し合い厳 しい状況を乗 り越えよう」

と呼びかけた。町長代理は 「薬の町 ・高取町の産業をこれまで継承 して くれたことに感謝

する。薬によって町民は恩恵を受けてきた。今後とも町の発展のために協力願いたい」と

述べた。薬務課長は 「業界発展のため活性化事業を進めている。県も積極的にバ ックアッ

プしていきたい」と語った。

翌23日 は 「たかとり城まつ り」,薬 業連合会では,土 佐街なみ集会所 「夢創館」横の駐

車場に高取製薬工業会加盟11社 の製品を展示するとともに,健 康茶やせんとくドリンク

「リス トロゲン2000」 を販売するなど薬のPR活 動を行った。

奈良県家庭薬卸協同組合は,「薬 と健康の週間」(10月17日 ～23日,1949年 に 「全国薬学

週間」として開催されたのが始まりで,の ち現名称へ,薬 の神様を祭る東京 ・日本橋の薬

祖神社の祭礼の開催日に当たることか ら,10月17日 が週間の初日とされている)の 事業と

して,78年 か ら毎年欠かさず医薬品の寄贈を行っており,同 組合の社会貢献活動として定

着 している。2010年 度は11月19日 に橿原市の県社会福祉センター内にある社会福祉協議会

を通 じて目録を贈呈,寄 贈品目は,ト ローチ ・のど飴類120点,傷 テープ360点,湿 布95点,

風邪薬170点 など計1,015点(小 売価格で約56万2,000円)で あった。同協議会の幹部は 「毎

年,社 会貢献のこの事業に感謝 している。特に児童施設や福祉作業所などで良 く使う医薬

品ばかりであ りがたい」「今年もそれぞれ希望する施設へ公平に届ける」と感謝の意を表

した。個別メーカーの取 り組みは別として,県 下の他の薬業団体の社会貢献活動も少な く

ないのである。

ここまで,少 し歴史的視点を踏まえて,薬 業界の特質などに言及 してきたが,一 方で,

いまや産地としての奈良県製薬業の活性化,と りわけ伝統の配置薬市場が年々縮小 してい

るので,如 何に再活性化させるかという喫緊の課題に直面 していることは否めないであろ

う。

以下,こ れ らの対策に少 しふれてお くと,業 界では,2008年4月,奈 良県製薬協同組合・

同工業組合が経営活性化委員会(田 村恵昭委員長)を 立ち上げ,翌 年同委員会の中に 「製

造合理化」「人材育成」「配置薬業界の活性化」「販売戦略検討」の小委員会を設置 し,具

体的な活性化対策を検討 してきた。10年5月 に,産 地としての奈良県製薬業の活性化策と

して,次 の3点 の指針を提案 している㈹。
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(1)配 置薬部門の再活性化である。従来メーカーは薬をつ くり,顧 客開拓は販売業者に

委ねてきたが,こ れか らはメーカーが配置薬の顧客開拓を して消費者ニーズを的確

につかみ,消 費者が求める薬をつ くらなければ配置薬市場の拡大は見込めない。

(2)販 路の拡大であり,そ のためには価格競争力と特色ある製品づ くりが重要である。

1社 では限界があるので,製 薬企業が共同して売れる商品づ くりができるかにか

かっている。

(3)受 託加工の拡大である。この点は配置薬部門の再活性化とともに県製薬業界の生き

残 りの選択肢となっている。主力企業を通 じての小ロットの製品受注についても,

組合傘下企業で受けられる体制づ くりが求められている。そのためには個々の企業

の体力強化,と くにハー ド面の整備,人 材育成が必要である。

要するに,こ の3点 を達成するためには組合傘下企業(2010年3月 現在3社 減 って57社)

の連携 協業化が必要になると提言 している。各企業が製造合理化を行うとともに横のつ

なが りを強化 し,産 地企業一体として生き残 りを図っていかなければならないことが強調

されたのである。

近年,老 舗企業の倒産もみ られたが,数 年前か ら取 り組んだ奈良ブラン ドの医薬品は,

2006年 に奈良県製薬協同組合が製造 ・発売元となって,産 官学共同開発による滋養強壮薬

「天平宝漢」(14種 類の生薬か らなるニンジン主薬)と して売 り出された。引き続いて 「平

城遷都1300年 祭」に合わせて,同 組合が田村薬品工業な らびに奈良県中小企業団体中央会

などの協力を得て,マ スコットキャラクター 「せんとくん」をプリン トした栄養 ドリンク

剤 「リス トロゲン2000」(医 薬部外品)を 開発 ・発売 したことを付記 しておく。

県は2006年 の100万 円(毎 年減額され,10年 は30万5,000円)を 皮切 りに,毎 年医薬品産

業活性化事業の予算措置を講 じていた。09年 前後には,厚 生労働省の 「緊急雇用」として

地域ブランド医薬品等の開発調査事業及び未就業薬剤師再就職支援事業の予算措置を得て

いる紛。地域ブランド医薬品等の開発調査事業費は,消 費者ニーズの調査にあてられ,前

述の 「リス トロゲン2000」 の開発につながったのである。こうした流れの中で,さ らに国

の支援を得て,2つ の大きなプロジェク トが発足 した。

1つ は,厚 生労働省の 「ふるさと雇用再生特別基金事業」(産 業振興分野)に 基づ く産

官連携の 「奈良発OTC薬 の協同ブランド構築支援事業」である。県が予算を獲得 したも

ので,事 業概要は 「県内の製薬企業が協同開発する薬局向けの医薬品の製造並びに販売に

係る企画立案等を支援 し,こ の構想を推進することで,販 売拡大や雇用の確保を図ります」

とある。委託先は奈良県製薬協同組合(御 所市),事 業開始にあた り,組 合員であるメー
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カ ーに広 く参 加を 呼びか けた。新 たな雇用創 出数 は2人(コ ーデ ィネー ター,ア ドバ イ

ザ ー)で ある。2009年 度(開 始 は同年9月)か ら11年 度 までの3年 間の事業で,国 の予算

措置 は,総 額2,535万 円(09年 度 約276万 円,10年 度 約1,309万 円,11年 度 約950万 円)で あ

る⑲①。

業務 内容 は,「OTC薬(市 販薬)を 利用 しなが ら,r自 分で直 せる範囲の病気 は 自分で

治す』 というセル フメディケー シ ョン(自 己治療)を 実践す るた めの方策を奈良か ら発信

します」「「奈良発 ・OTC薬 の協 同ブラ ン ド実現委員会』 を奈良県製薬協 同組合 が設置 し,

『体 にや さしいお薬』 と薬 に頼 らない養生法 を組 み合 わせ て提案 します」 「事業 に参画す る

メーカーが薬局の薬剤師 と一緒 に 『体 にや さ しい薬』を開発す ることを応援 します」 とい

うコ ンセ プ トで スター トして いる。県の薬務課,製 薬組合,事 業 に参加 して いる県 内メー

カー14社,薬 局 ・薬剤師(2人 ・ア ドバ イザー)で 構成す る実現委員会を開催 しなが ら具

体的な取 り組みを進 めて いるところで ある。製薬 メー カー と薬局の連携 によるシンプルな

薬の ライ ンナ ップは,参 加企業 か らそれぞれ数 品 目を提出 して もらい,選 定 を進 めている。

第1類 医薬品 はな く,第2類 ・第3類 医薬品⑲Dのみで,新 製品 も2品 目ほど含 まれ るら し

い。選定決定後,こ れ らを協 同ブラ ン ドと して,パ ッケー ジデザ インを統一 して販売す る

予定で ある。OTC薬 は,ド ラ ッグス トアとの価格競争 が厳 しいので,県 内の調剤薬局 に力

点 を置 く方針 を立てて いるようで ある。

いずれ にせ よ,奈 良の くす りに対す る認知度が低 いことか ら,県 内薬局等 にお いて 「奈

良の くす りコーナー」を設置す ることによ り,奈 良の くす りの宣伝 ・販売推進を図 ること

が 目標で ある。事前 に意向確認の アンケー ト調査を行 い,す で に奈良の くす りを2種 類以

上扱 ってお り,「 奈良 の くす りコーナー」設置 につ いて不可能 と回答 していない薬局 ・薬

店等 を対象 に,地 域別な どを勘案 し,選 定を進 めて いるところで ある。設置 につ いて了承

を得 たところは,店 舗側 と十分調整 しなが ら 「奈良の くす り」ののぼ り1～2本 を設置す

るこ とに してい る。現在県 内に約500の 薬 局 があ り,県 の最終 目標 は非常 に高 い ところに

置 いて いるようで ある。

検討 中の 「奈良 の くす り」 を紹 介 した り,シ ンプル な薬 を販売 した りす るア ンテ ナ

シ ョップにつ いてふれて お くと,奈 良店構想 は前向 きとか,さ らに大阪店構想 も視野 に入

れて議論 されて いるようで ある。 これ らの構想が どう扱われ るか はわか らな いが,同 様 に

ア ンテナシ ョップ東京店構想 は,予 測 はで きな いものの,如 何 に維持管理 して い くかを検

討 した場合,経 費的 にみて厳 しいという見方が根強 いように思われ る。 さ しあた り,県 内

の ア ンテナシ ョップ,そ して県 内薬局 との連携で スター トし,将 来の課題 というべ きで あ
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ろうか。

ともか く,こ の事業では消費者ニーズとマッチングするサービスを提供 し,製 品の売 り

上げ拡大,製 造ならびに販売の雇用創出につなげたいと期 しているのである。販売にあ

たっては,い わゆる 「大仏商法」返上の姿勢が明確に打ち出されている。 ドラッグス トア

とは差別化 し,情 報を正 しく伝えることをモットーに,県 民のセルフメディケーションの

推進への寄与,薬 剤師による健康相談,そ して症状に応 じたシンプルな薬の提供をめざし

ているのである。

もう1つ は,同 じく 「ふるさと雇用再生特別基金事業」(産業振興分野)に 基づ く産官

連携の 「配置販売業活性化事業」である。県が予算を獲得 したもので,委 託先は奈良県家

庭薬配置商業協同組合(御 所市)で ある。新たな雇用創出数は6人(初 年度は5人)で あ

る。2009年 度(開 始は同年11月)か ら11年度までの3年 間の事業で,国 の予算措置は,総

額4,557万 円(09年 度761万 円,10年 度1,898万 円,11年 度1,898万 円)で ある働。「奈良発OTC

薬の協同ブランド構築支援事業」に比べて,1.8倍 の予算措置を得たのは,人 件費の相違が

主な要因であろう。

配置販売業は,得 意帳(富 山では懸場帳という)を もとに先用後利の商法で事業を営ん

でいる。得意帳は,新 付けが難 しい中,現 在でも貴重な財産となっているが,近 年は事業

者の高齢化に伴って,事 業廃止または廃止を検討する者が多 くなっている。前掲 「後継者

及び得意帳に関するアンケー ト調査報告書」においても,有 効回答数309事 業所のうち 「後

継者は決まっていない」が239事 業所(77%)と いう結果が出ている。このうち60%弱 は

得意帳譲渡の意向とされる。今後廃業の傾向は益々増加すると予想されている。 しかも得

意帳の放棄や放置配置箱などが苦情の原因となっているし,期 限切れ使用による健康被害

も報告されている。2次 的効果として新事業はこれ らの苦情や被害の低減を図ることにな

ろう,と 見込んでいる。一方,事 業拡大を望む者が61事 業者(20%)あ るという結果を得

ている㈱。

配置薬製造業の斜陽化が進む一方で,配 置販売業も後継者難などから,同 様の問題を抱

えているわけである。昨今のこうした状況を踏まえて,今 回の事業では配置販売業の活性

化を支援するために,次 のような3つ の目標を掲げている。

(1)事 業者の譲渡 ・承継のマッチング,つ まり事業を廃止する業者が持つ得意を,事 業

の拡大を望む意欲的な組合員に,ス ムースに譲渡 ・継承 し,新 規配置員の雇用を創出

する。

(2)販 売業者の統合 ・組織化により,機 動力のある専業の事業体制を整備 し,経 営の安
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定化を実現する。

(3)安 定 した経営基盤のもとで,更 なる発展的な事業展開を推進する。

配置販売業の活性化を支援するためのマッチングシステムの構築は,初 年度はプログラ

ミング作業,2年 目 ・3年 目は得意先台帳の整理及び入力作業(デ ータの分類及び整理作

業)を 行うことにしている。データベース化のための臨時職員は毎年3人,パ イロット事

業として事業所への医薬品配置や無薬局 ・無店舗地域での医薬品購入等調査を行うため,

配置従事の経験を有する者を初年度は2人,2年 目 ・3年 目は3人 を雇用することになっ

ている。改正薬事法の実施により,医 薬品の郵便等販売(通 信販売)が できな くなったこ

と,事 業所配置鱒が公式に容認されたことなどは,配 置販売業として事業(雇 用)の 拡大

が見込めるとしている。このため事業拡大に関連 してコンサルタン ト会社と委託契約を結

び,事 業所配置及び健康管理事業を具体化させていく。確かに3年 間のパイロット事業が

適切に機能すれば,基 金事業終了後においても,デ ータベース化された得意台帳は事業の

譲渡 ・承継に生かされることになろうし,ひ いては配置販売業ならびに製薬企業の活性化

にもつながることが期待できよう。

2010年1月7日,奈 良県配置商組第36回 配置従事者大会終了後,薬 務課と共催で県配置

薬事認定講習会が開かれ,組 合員 ら735人 が受講 している。冒頭小柴一宏理事長は 「年間三

十時間以上の一定水準の講習 ・研修に出席 し,資 質向上に努めてほしいと強 く訴えると共

に,県 の支援で実施する 『家庭薬配置販売業活性化事業』への理解と協力を要請 したので

あった」。来賓の荒井正吾知事は「薬を販売する方も購入する側も大きく環境が変化 してい

る。変化の時こそ,飛 躍のチャンスと考え,伝 統地場産業を守 り,発 展させていくために

も行政も協力する」と語った。前田武志参議院議員は,民 主党配置薬議員連盟結成(同 年

4月19日 設立総会開催となる)を 説明 し,併 せて 「セルフメディケーションの時代で しか

も独居老人が増えるなかで皆さん方に課せ られた使命は大きい。県の重要産業として更に

発展 してほしい」と激励 した。梶谷順久製薬協組理事長は 「業界発展のために配置と製造

がスクラムを組み,車 の両輪として通進 したい」と挨拶 した㈱。

奈良県配置商組は,県 か ら委託を受けて取 り組んでいる組合員の得意帳のデータベース

化を進める一方,事 業所配置の解禁を受けて県内事業所約3万 か所,さ しあたり約3,000か

所を対象に事業所配置へのニーズ調査(訪 問)を 進めているところである。対象業種は第

2次 産業一製造業 ・建設業,第3次 産業一小売業 ・飲食宿泊業 ・教育学支援 ・その他(不

動産業 ・金融業 ・運輸業 ・行政 ・施設など)で ある。このほど新規配置の開拓をめざして

の配置市場ニーズ調査結果(2010年1月25日 ～11年2月28日 分)が まとめられた⑤③。

-115(605)一



第57巻 第3号

これによ ると,回 答事業所 数 は2,797件,業 種別で は 「小売業」(38.1%)が 最 も多 く,

次 いで 「その他」(27.6%),「 製 造業」(15.5%),「 建 設業」(10.3%)と 続 いてい る。規模

的 には,従 業員数10人 未満の事業所が7割 以上を 占める。業種別で は教育学支援が比較的

規模が大 き く,ま た常備薬配置 の有無別 では 「置いてい る」1,835件,「 置 いて いな い」962

件 で あ り,常 備薬を置 いて いる事業所の方が置 いて いな い事業所 よ りも規模が大 きい。配

置薬へのニ ーズ有無別で は 「置 いて もよい」137件,「 条件が あえ ば置 いて もよい」125件,

この2つ の合計値を 「置 いて もよい」 とすれ ば262件 となる。 「置 いて もよいと思わな い」

は1,251件 で あ る。「置 いて もよい」 と回答 した事業所 は 「その他」 の比率 が高 く,事 業所

数の多 い 「小売業」の比率 がやや低 くなっている。常備薬へ のニ ーズが ある事業所(1,618

件)で は 「風 邪薬」(72.9%),「 胃腸薬」(63.6%),「 消 毒薬」(52.6%),「 鎮 痛剤」(47.3%)

な どへの希望が多 い。「ビタ ミン剤」(4.8%)や 「栄養 ドリンク剤」(7.4%)へ の 希望 は少

な い。 また配置薬 を置 いて もよ いと思 わな い事業 所(1,251件)の 理 由は 「ニ ーズ(必 要

性)が な い」75.2%で 最 も多 く,次 に 「価格 が高 い」16.8%,「 定 期的な訪問がわず らわ し

い」13.2%,そ して 「知 らない薬 が多 い」10.6%と 続 いてい る。最 後 に,「 配置薬(常 備薬)

を置 くための条件」 につ いて,条 件 が あえば置 いて もよい とす る事業所(125件)に その

条件 を問 うた ところ,「 単価 が安 ければ置 いて もよい」が43.2%と 最 も多 く,次 いで 「メ

リッ トが よ くわかれ ば置 いて もよい」(30.4%),「 知 ってい る薬 な ら置 いて もよい」(29.6%)

と続 き,メ リッ トや知名度を重視す る回答が3割 前後 と比較的多 くな って いる。 この ほか

で は 「信頼 でき る業者 な ら置 いて もよい」(23.2%),「 専 門家 の説 明があれば置 いて もよい」

(18.4%)が 目につ く。

以上の調査結果を勘案 して,事 業所配置の開拓 ・拡大 には包装単位を小 さ くした1回 分

の薬 を配置販売す る方針の ようで ある。 また先用後利の商法 は,何 よ りも信用 ・信頼が大

切で あることを改 めて確認で きよう。

2010年7月 には,配 置販売業活性化事業の一環 と して新 たに 「健康 と安心サ ポー ト」事

業 をスター トさせ ることにな る。 この事業 につ いて,業 界新聞 は 「高齢社会が進展す る中

で,得 意先で生活者 と直接対話す る機会の多 い配置従事者が,老 齢介護 に関す る知識を深

め,服 薬指導のか たわ らで介護 につ いて さまざまな相談 に応 じた り,情 報提供す ることに

よって配置販売業の活性化 に結 びつ けようというのがネ ライ」である㈱,と 報 じて いる。 も

う少 し詳 しくみ ると,橿 原観光 ホテルで開催 され た7月2日 の説明会 と第1回 研修会 には

奈良県部会員 を中心 に約40人 が 出席 して,県 の薬務課担 当者か ら,事 業の趣 旨,内 容 につ

いて説明 を受 けるとともに,同 じく長寿社会課の担 当者か ら介護保険制度の現状を学んで

一116(606)一



GMPの 法制化と奈良県製薬業(武 知)

いる。また配置販売業が介護情報の提供を行 ったり,介 護関連商品を扱 う可能性につい

て,シ ーツーコンサルタント代表取締役村山達也(配 置販売業活性化事業のコンサルタン

ト)の 講演を聴いている。テーマは 「配置販売業の事業活性化への取 り組み方について」

であり,内 容は 「高齢者向けビジネスや介護ビジネスが今後ますます発展する可能性を力

説,『定期的訪問を行 って声掛けできる配置販売業はさまざまな悩みを解決できる可能性

がある』などと話 した」と前掲業界新聞は報 じている。会場には高齢者のための補助製品

や介護用品なども多数展示されていたらしい。

同年8月 中旬の県配置薬事認定講習会(約700人 参加)開 催時に,健 康と安心サポー ト

事業推進の参考にするため,組 合員を対象に 「配置販売活性化事業アンケー ト」を行って

いる。回収は442件,集 計結果によると,70%以 上の組合員が事業の現状に満足 しておら

ず,半 数以上が事業の拡大を希望 しており,商 材の拡大も望んでいることがわかった。 し

か し,半 数近 くは今の商材のままでの事業の拡大を望んでいた。いわば積極経営グループ

と現状維持グループの二極化がみ られたのである。得意先に高齢者が増えてきたことは大

多数の配置販売業者が感 じており,高 齢者に対する支援 ・介護について相談を受ける機会

も増加 している。高齢者向け新規事業については半数以上が関心を持っているが,具 体的

に扱っているケースは少ない。また組合が高齢者向け商材の仕入れルー トを確保 し,利 益

が確保できるのな らば取 り扱いたいと思っている回答が半数以上に達 している。そ して,

高齢者向け事業について半数が今後勉強 したいと考えている結果を得た。

第2回 研修会は 「高齢者向けビジネスへの ヒン ト」というテーマで,2010年11月11日 に

橿原市の薬業会館で開催された。講師は前掲 ・シーツーコンサルタン ト代表取締役であっ

た。第3回 研修会は,11年2月23日 に同じく薬業会館で開催,テ ーマは 「高齢者向けビジ

ネスの ヒント」であった。同講師と実際販売 している配置員との対談形式の質疑応答が行

われた。また5社 より高齢者向け商品の紹介と販売促進ポイン トの情報提供があった。基

金事業最終年度は1回 の研修会を予定 しているようである。

県下の配置薬メーカーの中には,す でに介護 ビジネスを兼営 しているところも散見され

るが,商 組として介護用品の紹介や販売も行うことを視野に入れている計画は新たな動き

として注目に値 しよう。

以上,国 の予算措置を得ての 「奈良発OTC薬 の協同ブランド構築支援事業」及び 「配

置販売業活性化事業」は,伝 統と革新のはざまで,最 終決定までの課題は少な くないであ

ろうが,前 述の製薬組合の委員会提言と相まって,「奈良の くす り」の活性化,イ メージ

アップに取 り組む新たなチャレンジにエールを送 りたいものである。
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最後に,小 稿で取 り上げたテーマは,製 薬業界の中では 「脇役」であるが,そ の歴史に

学ぶべき点は決 して小さくないように思われる。今後は何よりも奈良県薬業界及び各製薬

メーカーにとって,長 期的視点と企業家精神が大切だという点を指摘 しておきたい。前に

少 しふれたが,企 業理念は時代を超えて,「変わ らざるもの」と 「変わるべきもの」の両

方があることを意識 しておくべきであろう。そして,全 体として 「自助」「共助」「公助」

のバランスが くずれないよう,製 販一体となって,業 界の活性化 ・発展に向けて,先 人の

知恵に学び,よ き伝統は継承 し,併 せて各企業は企業理念に基づいた経営と地域,社 会と

の共生に心掛けるべきであろう。

第2に,2005年4月 の改正薬事法の施行によって,製 造販売業は製造部門のアウ トソー

シングが可能となったが,製 品販売後の責任は重 くなっていることを十分に認識 して,市

販後の安全性の管理体制に万全の策を整えておくことは言うまでもない。

第3に,製 薬組合の経営活性化委員会の提言にある奈良県製薬業の生き残 り策としての

受託加工の拡大については,確 かに可能性は大きいと思われる。今後は個別メーカーの対

応のみならず,も う一方で,各 メーカーの 「設備 と技術」「人材」などが前提 となるが,

できる限 り横のつなが りを強化 して産地企業一体となっての取 り組みをも,併 せて期待 し

ておきたい。

さらに,医 療現場では世界的に漢方薬の使用が増加 しているが,日 本の生薬自給率は10

数%程 度と低 く,多 くは中国などか らの輸入に依存 している。このような現状に鑑み,か

つて有力な生薬生産地であった大和地方には,生 薬資源確保のために生薬栽培の復活をめ

ざして何 らかの取 り組みを期待 したい一面もある。

付 記

小稿作成にあた り,奈 良県薬務課・奈良県薬事研究センター(OBを 含む)・奈良県製薬協同組

合 ・奈良県家庭薬配置商業協同組合,そ して企業の各位から,資 料の閲覧,ヒ ヤ リングなどで多

大のご高配とご教示を得た。心からお礼申し上げる。実は数年来の調査で大変お世話になりなが

ら,私 の怠惰ゆえ,原 稿執筆はまった く進捗せず,半 ばあきらめる状態が続いていた。このたび

斎藤峻彦名誉教授の退任記念号への執筆の機会を与えていただき,曲 がりなりにも,漸 くまとめ

る機会を得た。ここに記して,関 係各位のご厚情に改めて深甚なる謝意を表する次第である。

一118(608)一



GMPの 法制化と奈良県製薬業(武 知)

注

(1)こ の点については,拙 著 『近代日本と大和売薬一売薬から配置家庭薬へ一』(税務経理協会,1995

年)で 取りあげている。以下,拙 著1と 略記。

売薬ビジネスのルーツについては,富 山売薬が藩の保護を受けたのに対し,大 和売薬は民間産業

として定着したという相違がある。幕末には,行 商圏をめ ぐって,競 合を避けるために協定を結ん

でいる。

(2)同 上(原 資料は奈良県家庭薬工業組合関係書類など)274276ペ ー ジ,奈 良県薬業史編さん審議

会 『奈良県薬業史』通史編(奈 良県薬業連合会,1991年)255-257ペ ー ジより算出した。

(3)1989年 に,奈 良県製薬協同組合 『奈良県製薬協同組合創立40周 年記念誌」,奈 良県家庭薬配置商

業協同組合 『40年の歩み」が刊行されている。

(4)GMPは,GoodManufacturingPracticeの 略称で,一 般的に品質の良い優れた製品を製造する

ための要件をまとめたものをいう。わが国では,と くに医薬品の製造を行う者が守るべき要件を定

めた 「医薬品の製造管理及び品質管理に関する基準」を指してGMPと 略称されている(厚 生省事

務局監視指導課 『GMP解 説」1984年 版,薬 事 日報社,1ペ ージ)。

(5)以 下,同 上,2-7ペ ー ジを参照。

(6)製 薬業界でもGMPの 重要性を認識 し,日 本製薬工業協会が独自に 「医薬品の製造及び品質管理

に関する実践規範」(JGMP)を 作成 し,積 極的な姿勢を示 していた(同 上,3ペ ー ジ)。また全国

配置家庭薬協議会(全 配協)で もGMP対 策委員会で全配協案をまとめていた(前 掲 「奈良県薬業

史』通史編,287ペ ー ジ)。

奈良県では,GMP委 員会を設置 し,1973年7月 に 「奈良県特有の製薬事情を踏まえて,「奈良製

薬協の医薬品の製造及び品質管理基準」(NGMP)を 作成 ・陳情 していた。その内容を一言でいえ

ば,「業界が実行できる一致合意性」,業界が実行できるコンセンサスという立場か ら,「現行薬事法

の遵守をもって,こ れに従 うのが現実的に当然な姿である」としていた。(同 上,290-292ペ ー ジ)。

(7)こ の間,197374年 にかけて医薬品製造所210か 所(注 射剤50か 所,内 服固形剤100か 所,軟 膏剤

20か 所,内 服液剤20か 所,点 眼剤20か 所)の 実態調査を行っている。

(8)「 基準の適用範囲」は,薬 事法第12条 の許可を受けている医薬品の製造所であって,以 下の(1)～

(5)の製造所を除 くとした。(5)は 「細則」で追加された。

(1)医 薬品の製造原料のみを製造する製造所

(2)脱 脂綿,ガ ーゼのみを製造する製造所

(3)日 本薬局方酸素のみを製造する製造所

(4)専 ら生薬の粉末及び刻み加工のみを受託している製造所

(5)防 疫用薬剤のみを製造する製造所

1996年 には,薬 事法の一部改正によって承認前の特例許可の実施もみられた。

(9)社 史編さん委員会 『佐藤薬品工業50年 の歩み」(同 社,2001年)は,第1部 創業者 ・佐藤又一編,

第2部 統率者 ・佐藤又一編,第3部 資料編からなる。第2部 で佐藤又一の公職活動と業界の動きを

扱っている。

⑩ 同上,48-51,136ペ ー ジ。

⑪ 医薬品の有効性,安 全性に対する関心が高まる中,1974年1月 に奈良県薬事指導所敷地内に奈良

県製薬協同組合医薬品開発研究所を完成した。これによって医薬品の再評価作業が推進され,各 組

合企業の良質の配置薬製造に貢献する一方,GMPに 対 しても品質管理や試験部門の対処に少なか

らぬ役割を果た した。1981年6月 に医薬品開発研究所は,厚 生大臣から薬事法施行規則第11条 の2

に基づ く試験検査機関の指定を受けた(同 上,77ペ ー ジ)。

⑫ 前掲 『奈良県薬業史』資料編(1988年)735-736ペ ー ジ。

⑬ この概要は,同 上,724-727ペ ー ジに収録されている。これに関連して,全 工連設立10周 年記念

座談会では,当 時の関係者の貴重な証言がみられる(『薬慈新報』1987年6月15日 付)。
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⑭ 前掲 『奈良県薬業史』資料編,722-724頁 。

⑮ 前掲 『佐藤薬品工業50年 の歩み』74ペ ージ。

⑯ 同上,139ペ ー ジ。

⑰ 同上,74ペ ー ジ。前掲 『奈良県薬業史」資料編,837-840ペ ー ジを参照。

⑱ 以下,橋 爪勝次 ・進藤勝美 ・三宅順一・郎 ・二塚正也 「西日本における 『配置家庭薬』の近代化に

ともなう 『流通 システムのモデル開発」に関する研究」」1・]1(奈 良県立短期大学 『研究季報』

第25巻 第4号,第26巻 第1号,1978年3月,同8月)及 び橋爪勝次 「奈良 『配置薬製造業』の現状

と問題点」(1⇒㈲㈲(同 上,第26巻 第2号,第27巻 第1号,第27巻 第2号,1978年10月,79年7月,

79年9月)を 参照。この単独論文は,厚 生省の調査・奈良県分(1976年 度)を まとめたものである。

本文の引用は,㈲22-24ペ ー ジ,(下)3-8,15-29ペ ー ジによる。橋爪氏には,「 配置薬製造業の

現状と課題」(同 上,第27巻 第4号,1980年3月)も ある。

⑲ 前掲 『奈良県薬業史』資料編,766頁(日 本経済新聞,1979年4月13日 付)。

⑳ バ リデーションとは製造所の構造設備並びに手順,工 程その他の製造管理及び品質管理の方法が

期待される結果を与えることを検証 し,こ れを文書とすることをいう。工程等が企画に適合した製

品を恒常的に生産することを保証するための手段。

⑳ 厚生省薬務局監視指導課 『医薬品GMP関 係法令集」改訂版,(薬 事日報社,1997年)19-20ペ ー

ジ。

⑳ 前掲 『佐藤薬品工業50年 の歩み』110ペ ー ジ。

GMPの ハー ドルが高まったことか ら,1996年 前後には県下の配置薬メーカーで中小企業近代化

設備資金の貸付を受けるケースが増加している。95年 には電子天秤,空 調設備,照 明機器などを対

象に120万 円,96年 には自動充填機,ボ トル洗浄ライン,給 水製造装置などを対象に1,746万 円,97

年 には自動包装機,製 丸機などを対象に436万 円 にのぼ った(奈 良県薬務課 「奈良県薬事年報』

VOL.47,1998年10月,37ペ ー ジ)。

⑳ 同上(社 史),148149ペ ー ジ。

¢φ 拙著 『地域経済 と企業家精神一奈良の地場産業と経済団体の歩み一」(税 務経理協会,2000年)

133-136ペ ー ジ。以下,拙 著]1と 略記。

㈱ 前掲 『奈良県薬事年報』VoL.33,1983年 版,29ペ ー ジ。前掲 『奈良県製薬協同組合創立40周 年記

念誌」39ペ ージ。同年報によると,当 時医薬品製造業者数109,GMP対 象業者数92,内 訳は医療用

2(専),一 般 用11(専10,兼 医1),配 置 用79(専50,兼 医1,兼 一般26,兼 医及 び一般2)で

あった。

¢③ 前掲 『奈良県薬業史』通史編,290ペ ー ジ。

⑳ 前掲 『佐藤薬品工業50年 の歩み』72ペ ージ。

⑳ 前掲 『奈良県薬業史』資料編,725ペ ー ジ。

⑳ 「業界指導層訪ね歩 く記一協業組合奈良県製薬理事長友村正隆氏一」(『薬 日新聞」1980年11月29

日付)。

⑳ 同上(『 薬日新聞」)。以下,と くに断 らない限り,こ の辺の記述は,前 掲 「奈良県薬業史」通史

編,292ペ ー ジ,そ の他行政 ・業界関係者などからの聞き取りによる。

1978年 度～86年 度の県のGMP補 助金は,総 額約7,648万 円(78年 度2,667万1,000円,79年 度1,626

万9,000円,80年 度1,482万3,000円,81年 度869万 円,82年 度482万3,000円,83年 度284万3,000円,84

年度140万4,000円,85年 度78万7,000円,86年 度17万4,000円)で あったから,単 純にみて鰯奈良県製

薬の設立にあた り,9年 間分の補助金の約13%が 助成されたことになる(前 掲 『奈良県薬業史」資

料編,739ペ ー ジ)。

eD前 掲 『佐藤薬品工業50年 の歩み』72-73ペ ー ジ。

勧 薬日新聞社編 『全国配置薬業名鑑」1989年 版,331ペ ー ジ。以下,前 掲薬日新聞参照。

㈱ 生産種類別分類の各項目の定義を示してお く。

自社一・貫 原薬 ・原料から最終製品までの製造を自社内で行う。

自社小分 中間製品を購入して最終製品までの製造を自社内で行う。

自社委託 自社で購入 した原薬 ・原料の中間製造工程を他社に委託し,そ れを自社で最終製品に
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加工する。

中間製品 原薬 ・原料を購入し,中 間製品までの製造を自社で行い,そ れを他社に販売する。

受託加工 他社が購入した原薬 ・原料の中間工程を自社で行い,中 間製品となったものを他者に

販売する。

他社製品 他社で製造 した最終製品を購入して販売する。

⑳ 前掲 『全国配置薬業名鑑」1989年 版,331ペ ー ジ。

㈹ 同上,1995年 版,312ペ ー ジ。

㈱ 前掲拙著II,134ペ ー ジ。

⑳ 社史編集委員会 『田村信一と田村薬品工業株式会社』(同 社,1991年)23ペ ー ジ。

㈱ 以下,大 和製薬の展開については,主 として同社所蔵資料及び聞き取りなどによる。

eg「 業界指導層に聞 く一ワキ製薬株式会社社長脇本佳信一」(「薬日新聞』1981年8月15日 付)。

ワキ製薬のルーツにふれてお くと,脇 本家は代々木綿商を営んでいたとされるが(前 田長三郎『大

和売薬史』大和売薬人物誌(奈 良日報社,1933年,156-158ペ ー ジ),『 会社概要』などによると,

1882年2月 内務省より売薬免許の許可を受けて医薬品販売を開始した。1905年6月 脇本直行堂薬店

を開設,同 時に星製薬株式会社奈良県代理店となる。その後,星 製薬との関係を解消,高 田町で売

薬問屋 と薬局を経営。1930年5月 太平洋製薬研究所を設立,ワ キ胃腸薬などの製造販売を開始 し

た。1942年7月 兵庫県芦屋市で甲陽製薬株式会社を設立,奈 良に高田分工場を設けていた。戦時中

の企業整備では大和優光製薬に参画し,脇 本直治郎は取締役に就任,1949年5月 大和高田市でワキ

製薬として発足する。社名の由来にもなった 「常にあなたの傍らのワキに置いていただける親しさ

のある医薬品」,製 品づくりをめざしている。1977年1月GMP基 準適合工場を新設。2001年 より

工場及び営業部門を北葛城郡広陵町有郷に建設し,同 年3月 か ら最新のGMP新 工場を稼働させて

いる。またユニークな健康食品にも力を入れており,2002年12月 に は別法人で宮崎県田野町の工業

団地に進出し,「ルンブルクスルベルス」の専用原料工場を新設 し,こ の製品群の原料製造から最

終製品までの一貫製造販売の体制を整えている。

さらに,配 置薬メーカー ・成光薬品工業(北 葛城郡広陵町)の ルーツ及びGMP対 応などを瞥見

しておく(以 下,と くに断 らない限り,主 として,同 社 「百年史」2004年,『 会社案内」などによ

る)。安本家の家業は農業及び煙草の製造販売であり,相 当な財を築いていたと伝えられる。創業

者の榮太郎は,1892年12月20歳 の とき,安 本庄太郎家の養子として迎えられ,次 女のイ トと結婚し

た。実家は北葛城郡磐城村南今市(旧 当麻町)の 仲島弥四郎家,江 戸時代より代々製薬業を営んで

いた。妻の弟が成長したことにより,25歳 の とき,榮 太郎は分家独立する。財産分与として破格の

屋敷318坪,田 畑 ・雑地合わせて2町 歩(2ヘ クタール),さ らに煙草の製造販売も引き継 ぐことに

なった。煙草の専売制移行により転業することになり,08年5月 に 「本舗安本榮太郎」「養腸丸本

舗安本榮太郎」として製薬業を始める。創業に際して,屋 敷の中央に神の社を建て,深 く神に帰依

し,薬 づ くりを神から授かりし御業と受け止あた。胃腸薬を中心として,解 熱剤などを製造販売し,

新付けには自ら第一線に立ち,数 人の 「売子」を雇って必死に努力を続けた。創業者は50歳 の若さ

で,1921年5月31日 に亡 くなり,進 出していた 「韓国」での配置販売から2年 ほどで撤退すること

になるが,生 前口ぐせのように 「人様の健康にお役に立つ良い薬をつ くり,1人 でも多くの必要と

する人にお届けするのが,わ れわれの使命である」と話していたという。

1912年4月 から家業に従事していた榮太郎の長男昌作が安本家を相続し,2代 目に就任,社 名を

「本舗安本恵星社」と改あた。商標は初代の 「金鶏に赤十字」から,「星に金鶏」へ,さ らに 「星に

鷹」へと変えている。昌作は 「眉目清秀資性温和寛大にして,才 識俊秀また鍛練周到にて商策頗る

真面目,商 機を見るに敏,人 と交るに親切第一を主義とし,頗 る円満事を処するに果断勇決,犠 牲

的精神に富む」と評された。そ して製剤部に人を得て,「時代の趨勢に合致せる理想薬の製産に精励

し,包 装容器に到る迄万端斯界の先駆者 とな り,(中 略)今 や郡内第一位の生産高を算せり。而し

て君はつとに『よりよき品をより安 く需要者に供給せん事を欲す」を信条とし,此 目的達成のため,

調整部は勿論販売部其他一般従業員に対 し,克 く指導薫陶し,自 らも夙夜勉励努力を到しつ ＼あり

て,実 に斯界稀に見る奮闘家と云ふべし」と称え られている。(前 掲 『大和売薬史』大和売薬人物

誌,23-24ペ ー ジ)。配置薬業界の役職のほか,地 域社会での貢献も少な くなかった。
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1932年 頃の愛知県地方への販路拡張に際しては,販 売の拠点を薬局に置き,薬 局経営をしながら

配置販売を行う戦略をとっている。また他地方への拡張では,従 来の配置用の薬箱より高級感のあ

る 「星光家庭小薬局」と名づけた豪華な化粧箱をつくっている。製剤にあたっては,県 の技師の指

導を受けて,新 しい錠剤をつ くり,内 服薬全部を錠剤に統一,案 内ビラや薬袋などには 「総テ内服

薬パー・回二三錠宛御使用下被」とわかりやす く明記した。当時の取扱品目は,感 冒3,咳1,マ ラ

リヤ1,胃 腸5,下 痢 と便秘4,蛆 虫嶢虫7,外 傷6,計27品 目に及んだ。

昌作は,37年10月28日 か ら11月1日 までの5日 間,奈 良県第1回 道徳科学講習会を受講して感銘

を受け,以 後より深 くモラロジーを学ぶことになる。翌年4月 千葉県にあった道徳科学研究所専攻

塾別科7期 生として入塾,「百日間」にわたり寄宿舎に入って勉強した。働き盛りの44歳 のときのこ

とで,昌 作個人の考え方のみならず,会 社経営の根幹をなす考え方として,社 内的にもモラロジー

に基づ く薬づ くり,人 づ くりを定着させることになる。

戦時中の1942年 に自家廻商得意を売却し,製 薬業を専業とするが,企 業整備では大和優光製薬に

参画,安 本昌作は取締役社長に就任 した。戦後1947年 に 「人びとの 『光と成る」願いを込めて」命

名された成光薬品工業として分離独立した。「成光の特徴は,独 自の人づ くり,人 間教育にありま

す。「敬神崇祖」『道教一体の積徳』「事業誠をつ くし,救 済を念 とする』など,立 派な人間の品性

をつ くり,そ の信用を資本として世に立つべし,と 先人から教えられています」と配置販売のため

の専門教育 システムの確立に力を入れた。つまり 「良い薬」をつくることが使命であり,「天職」

であると考える一方,「 立派な人を育てる」 こと,人 材育成に努力を傾注 したのであった。50年 に

昌作は,道 徳科学研究所(現 ㈲モラロジー研究所)か ら 「大和地方世話係」を委嘱される。以後17

年間の長きにわたり,そ の任をつとめた。

1949年1月,安 本茂(大 阪府柏原市の酒造業 ・杉本清次の次男,大 阪大学工学部応用化学の文部

教官)と 昌作の長女佳子(薬 剤師)が 結婚(養 子縁組),夫 は翌年モラロジー研究所の社会教育講

座(約1か 月)を 受講,妻 はすでに2度 にわたり受講していた。安本茂は,特 別に 「商売を継 ぐよ

うに」と進められたわけではないが,2年 後の51年 に大阪大学を退官して成光薬品工業へ入社,専

務取締役に就任,学 者の道から実業家への道を歩むことになる。そして 「一生かけて薬屋をやる以

上は,ど こよりも品質の 『良い薬』「最高の薬」『日本一の薬』をつ くること」という大きな目標を

掲げた。薬の研究開発は,茂 の専門分野であり,最 初につ くった新製品は53年 の高貴臓薬 「強力仁

救」であった。成光薬品の代表的な製品に成長し,看 板商品となる。この年には,続 いてより優れ

た洋薬の頭痛薬 「ネオスグチン」を開発 ・発売した。いずれも良質の原料を使用しているため,や

や高価なものとなった。良い薬が製造されても販売力がないと企業として成 り立たないので,「 販

売方法の改善と意識改革により近代的なセールス活動を展開」することになる。目標とする改善点

を,(1)薬 品の品質を最高の内容にし 『日本一』を目指す,(2)商 品の外観,包 装等を高級化する,(3)

服装 を改善 し,ス ーツ着用(背 広姿),ネ クタイを締め,靴 を履く,④ 風呂敷,行 李を 「カバン」

にし,「大袋 ・薬入れ」をボール紙箱,桐 箱から 「プラケース」に,(5)徒 歩,自 転車,オ ー トバイ

から 「自動車」を使用するなど11項 目にまとめている。

1955年 に は,洋 薬のせき,ぜ ん息用の 「特製エフニン」を開発 ・発売し,「安本の薬はよく効 く」

と好評を得た。65年 に家庭薬配置箱をクリーンな感覚の 「プラケース」(プ ラスチック製の容器)

へ改めた。67年 に販売会社として他社製品を仕入れて販売することが主業務の㈱コーエー商会を設

立,社 長に安本茂が就任した。71年 には,韓 国政府専売庁製品の朝鮮人参を国内で大々的に販売す

ることになり,漢 方薬メーカーとしてのイメージアップにつながった。発売以来10年 間の成果につ

いて,社 史は 「成光薬品工業の発展の歴史において,か つてない販売成果をあげることができまし

た。この事は,奈 良県の業界はもちろんのこと,日 本全国に知れ渡りました」と記している。

同社では,早 くからGMP実 施 の動向を察知 して準備を進め,1975年 にWHO基 準 に基づいた

「鉄筋コンクリー ト造り2階 建て」の新鋭GMP工 場 を北葛城郡広陵町大塚に完成,1979年3月 よ

り本格的に操業を開始した。新工場は 「無菌状態のエアーシャワー,エ アーカーテンを備え,清 浄

空気」を各室に送り,温 度 ・湿度を一定に保つ空調システムを完備したものであった。ここに原料

の仕入れから最終製品の包装,出 荷まで製品全般にわたり厳重な 「品質管理」がシステム化された

という。
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1977年4月,入 社以来,専 務取締役として手腕を発揮 していた安本茂が3代 目の取締役社長に就

任,安 本昌作は会長となる。同時に安本元英(現 社長)が 入社,専 務取締役に就任した。着実に販

売実績を伸ばしてきた成光薬品工業は,78年 度県下の家庭薬製造業界の中で,納 税額第1位(所 得

額1億768万1,000円)と なり,4年 後の82年 度には,何 と2倍 の所得を計上 した。78年 度以降,6

回 にわたり優良申告法人表敬を受けている。

1981年1月11日,前 会長の安本昌作が逝去,葬 儀,告 別式は社葬として執り行われた。84年4月

若い安本元英が4代 目の取締役社長に就任,安 本茂は会長となる。会長は先代の昌作と同様にモラ

ロジーによる人づ くり,人 材育成に専念することになる。「成光道経塾」を立ち上げ,塾 長 として

研修にエネルギーを傾注 した。 この年9月 より,毎 日朝礼を実施 している。86年 には高級強心剤

「仙客藻光」を開発 ・発売した。98年 以降,新 しい時代のニーズに対応 して栄養補助食品分野にも

進出している。

1989年 に は,創 業の地,安 本家(屋 敷の中央に伏見稲荷大社の分祀社として稲荷神社を建立)か

ら新工場(広 陵町大塚)へ 遷宮されていた 「稲荷神社」を本社の敷地中央部に本格的な建て替えを

している。毎朝社長をはじめ,全 社員が参拝し,朝 礼を行っている。そして新製品の開発 ・発売な

ど事あるごとに社長が中心となって,祭 礼が執り行われているという。

成光薬品工業は神仏との深い関わりをもつが,82年 より東大寺二月堂修二会行法用として漢方高

貴薬 「牛黄」を奉納 している。牛黄は86年 より牛玉護符用として松尾寺へ,04年 より同じく唐招提

寺へ,ま た03年 より薬師寺の牛玉宝印用にも奉納されている。このほか,助 東大寺施薬院で販売さ

れている医薬品 「金水圓」「観音湯」の製薬を02年 より委託され,納 品している。信貴山の毘沙門

天王は 「寅」にゆかりのある神として信仰されているが,同 社の薬品及び薬袋のデザインなどには

「虎」にゆかりのあるものが多い。

さらに,伊 勢神宮や信貴山など社寺への石灯籠などの奉献も多い。伏見稲荷大社へは定期的な参

拝はもとより,「朱の鳥居」を奉献 して祈願 と感謝の意を表 してきた。橿原神宮へは,毎 年11月 に

社長をはじめとして,成 光漢方チェーンの関係者(新 たな経営方針により,従 前の自社販売 〈直販〉

組織による営業部門を発展的に解消し,1998年 配置薬販売会社 「成光漢方株式会社」〈愛知県江南

市〉を設立)が 団体で正式参拝するのが恒例の儀式となっている。

以上のほか,注 目すべき点として,1つ は,1972年 以来,販 売関係者を中心とする海外研修旅行

の実施,モ ラロジー研究所主催の 「道徳研修」への集団受講などは人材教育 ・研修の一環として行

われてきたことをあげ得る。もう1つ は,2代 目を偲んで刊行 された追悼集 「『慈悲藻光」追悼安

本昌作」(1984年),安 本 元黄(元 英)『 漢方エネルギーの奇跡」(1993年),安 本茂 『幸せと商売の

法則」(2003年)な どの出版も特筆すべきことであろう。

最後に,社 史は成光薬品工業の5大 特長として,(1)「 敬 神崇祖」と 「感謝」「報恩」に徹する,

(2)最高の品質を誇る 「薬づ くり」に努力,(3)時 代に適応した 「新製品」を開発 ・発売する,(4)よ り

幸せな 「人づ くり」を推進する,(5)海 外研修旅行に力を入れる,を あげていることを付記してお く。

とくに(5)は 「人間の器を大きくする」ためであり,特 別研修として重点施策であるのが大きな特長

と位置づけているのである。

ω 以下,奈 良県保健環境部薬務課 『奈良県配置薬業活路開拓調査集計結果』(1994年3月)2-4

ペー ジ,7ペ ー ジ以下の各質問回答参照。

1992年8月 の配置薬業実態調査(製 造業者85,回 答数65,有 効 データ数及び割合65,76.5%,卸

売業者50,回 答数38,有 効 データ数及び割合38,76.0%,販 売業者1,264,回 答数974,有 効 データ

数及び割合901,71,3%<法 人経営29,個 人経営103,個 人=1人 帳主769>)に よると,現 在の業種

を選んだ理由として,次 のような結果を得ていたことを付記しておく。「家業だったから」というの

が全体的に多 く,ま た 「自分によい職業と思ったから」という回答も多かった。1人 帳主において

は 「農業等の副業に向いていたから」という回答も多かった。最も多い 「家業だったから」の具体

的な数値をあげると,製 造業者53(81.5%),卸 売業者26(68.4%),配 置販売業82(62.1%),同1

人帳主274(35.6%)で あ った(奈 良県保健環境部薬務課 『配置薬業実態調査結果」(資 料編)〈1993

年2月>1,7ペ ー ジ)。

qD近 年の調査をみると,2008年8月 実施の奈良県家庭薬配置商業協同組合の指導後継者対策委員会
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ならびに得意帳保全委員会による調査(組 合員事業数640,調 査対象者523,有 効 回答数316,有 効

回答率60.4%)で は,「後継者は決まっていない」が77%,「 個人への継承が決まっている」が16%,

「法人への継承が決まっている」が7%で あった。後継者がいると回答した事業所は,子 供を中心

に,圧 倒的に身内が多い。「後継者が未だ決まっていない」事業所の今後の事業継続 ・存続につい

て確認した回答では,得 意帳の譲渡が継承 ・存続を上回り,60%近 くに達した。今回の調査結果を

踏まえて,(1)将 来 に希望の持てる経営ビジョン作り,(2)円 滑な得意の譲渡 ・継承,(3)幅 広い後継者

の発掘を提案している(奈 良県家庭薬配置商業協同組合 「後継者及び得意帳に関するアンケー ト調

査報告書」2008年9月10日,1-4ペ ー ジ)。

働 以下,厚 生省薬務局経済課 「配置販売用医薬品製造業実態調査報告書」〈中小企業近代化促進法〉

(1997年3月)48-49ペ ー ジ。

⑬ 前掲 『佐藤薬品工業50年 の歩み』152ペ ー ジ。

ω 前掲 『奈良県薬事年報」VoL.50,28ペ ー ジ。

㈲ 表4前 後の状況をみておくと,配 置用の全国生産額は,1999年 度 に0.9%,01年 度 に0.8%,03年

度 に0.7%,05年 度 に0.6%,06年 度 に0.5%,最 近 では0.4%に 低下したとされる。奈良県総生産額に

占める配置用の比率は,02・03年 度30.2%,04年 度27.3%で ある。奈良県は総生産額は別 として,

比率的には富山・滋賀 ・佐賀の諸県よりも高い(『 奈良県薬事年報」各年版)。

2005年4月 の改正薬事法の施行に伴い,業 許可体系が変更され,従 来の製造業,輸 入販売業は製

造販売業,製 造業に分類されることになる。このため,統 計手法が変更され,従 来の除外部分(委

託品 ・輸入品)を 含めた製販一体の数値に改められた。今後配置用の比率の低落傾向は,年 度に

よって実態以上に顕著となるかもしれないだろう。

㈹ 以下,主 として大和製薬所蔵資料による。

㈲ 前掲 『奈良県薬事年報」VoL.48,1999年11月,68ペ ー ジ。97年 度 は推定。

GMP実 施助言モデル事業検討会 『GMP実 施助言モデル事業への取 り組みについて」(1999年

度),110ペ ー ジ。

⑲ 『GMP実 施助言モデル事業結果報告一製造環境及び製造工程について一」(奈 良県,1999年 度),

117,154ペ ー ジ。

⑳ 前掲 『奈良県薬事年報」VoL.48,72ペ ー ジ。以下,同 上,119120ペ ー ジ。前掲書(注 ⑱)136
-137ペ ー ジ

。

6D以 下,同 上(注 ⑱),137-138ペ ー ジ。同上(注 ㈹),126-127ペ ー ジ。

勧 前掲書(注 ⑱),140142ペ ー ジ。

⑱ 以下,前 掲書(注 ㈹),129-130,154ペ ー ジ。

以下,前 掲 「奈良県薬事年報」VoL48,71-72ペ ー ジ。VoL49,2000年11月,71-72ペ ー ジ。

奈良県薬事研究センター所蔵資料による。

㈲ 大和製薬所蔵資料による。

㈲ 前掲 『奈良県薬事年報」VoL.51,2002年8月,69ペ ー ジ。以下,同 年報,VoL49,72ペ ー ジ。

VoL50,2001年8月,71,73ペ ージ,VoL.51,73ペ ー ジ。奈良県薬事研究センター所蔵資料によ

る。

⑳ この辺の記述は,主 として大和製薬所蔵資料による。

働 以下,薬 王製薬株式会社 『会社概要』,同 社ホームページなどを参照。

㈲ 以下,萬 金薬品工業株式会社 『会社概要」,同 社ホームページなどを参照。

㈲ 以下,『 大峰堂薬品工業株式会社100年 史」(同 社,2000年),「 業界指導層訪ね歩 く記一大峰堂薬

品工業株式会社辻滋子社長 」(『薬日新聞」1980年9月20日 付),「 企業訪問レポー ト 漢方薬を現

代に生かして大きく飛躍一大峰堂薬品工業株式会社一」(爾南都経済センター 『センター月報」1997

年7月,40-41ペ ー ジ,日 本経済新聞社編 『奈良 ・和歌山の中堅100社 』(同 社,1997年)108-109

ペー ジ,『経歴書」,「会社概要」,同 社ホームページなどを参照。

6D『 薬日新聞』2011年1月26日 付。

勧 以下,『 共に立つ一共立薬品工業株式会社創立50周 年記念誌一』(同 社,1998年),「 語 り継ぎ 『私

の薬業史』一共立薬品工業株式会社会長森田一氏一」(『薬日新聞』1988年1月1日 付),「 業界指導
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層訪ね歩 く記一共立薬品工業株式会社森田康嗣氏一」(同 上,1981年2月16日 付),『 会社概要」,同

社ホームページなどを参照。

㈹ 以下,新 生薬品工業の展開は,『 会社概要』,同 社ホームページなどを参照。

㈲ 前掲 『大和売薬史」大和売薬人物誌,24-25,126ペ ー ジ。

㈹ 以下,前 掲 「田村信一・と田村薬品工業」,「業界指導層訪ね歩 く記一田村薬品工業社長田村信一・氏

一」(『薬日新聞」1980年9月6日 付) ,『会社案内』,同 社ホームページなどを参照。

㈹ 『薬日新聞』2010年1月13日 付。

㈹ 以下,前 掲 「佐藤薬品工業50年 の歩み」,「業界指導層訪ね歩 く記一佐藤薬品工業 ・佐藤又一社長

訪問一」(同 上,1980年8月16日 付),前 掲 『奈良 ・和歌山の中堅100社 』112-113ペ ー ジ,『会社案

内』,同 社ホームページなどを参照。

㈹ 期限の10年 後,佐 藤は 「ありがとうございました。お陰で会社は救われました。失礼ですが,利

息をつけさせていただいて80万 円お返しいたします」と笹山氏に頭を下げた。しかし,大 東交易で

はすでに損金として経理処理しているので受けとれないとして固辞するばかりであった。2人 の間

で 「お返 しします」「受け取れません」というやりとりが幾度が繰 り返されたあとで,佐 藤は80万

円 に相当する自社の商品をもって10年 前に寄せられた温情に応えたという(前 掲 「佐藤薬品工業50

年の歩み』39ペ ージ)。

㈹ 協和製薬公司の顛末については,前 掲拙著1,第3章 で取り上げている。

⑩ 前掲 『佐藤薬品工業50年 の歩み』4243ペ ー ジ。

⑳ 同上,53ペ ー ジ。

⑫ 佐藤物産の設立は,1986年2月,資 本金1,000万 円。2007年 度 ～09年 度 の売上高は11億8,300万 円

(純利益1,177万 円),13億400万 円(純 利益620万3,000円),12億2,600万 円(純 利益1,178万8,000円)

と推移している(『帝国データバンク会社年鑑」2010年 版,奈 良県2725ペ ー ジ)。

⑱ 佐藤薬品販売の設立も1986年2月,資 本金2,000万 円,代 表は佐藤又一,仕 入先は佐藤薬品工業。

2007年 度～09年 度 の売上高は3億8,600万 円,3億8,500万 円,3億8,300万 円 と推移している。純利

益は不詳(同 上)。

σの 『薬日新聞』2010年1月27日 付。

㈲ 以下,三 光丸同盟会創立百周年記念誌編集委員会 『同盟人百年の軌跡」(三光丸同盟会,1999年),

「業界指導層尋ね歩 く記一三光丸本店代表取締役米田徳七郎社長一」(『薬 日新聞』1980年9月27日

付),「 語 り継ぎ 『私の薬業史」一上西音次郎さん一」(同 上,1985年7月27日 付),「 百年企業一三

光丸本店 」(『朝 日新聞」2010年10月2日 付),「 会社案内』,前 掲拙著H,同 社ホームページなど

を参照。

㈹ 以下,「 特集60周 年 を迎えた葛薬友会一御所市今住中西富太郎さんの回顧一」(『薬 日新聞」1984

年8月8日 付)に よる。葛薬友会については,奈 良県家庭薬配置商業協同組合 ・葛薬友会 『創立60

周年記念一葛薬友会のあゆみ一」(1985年)を 参照。

㈲ きぬや薬舗のルーツは元来絹糸商であったが,絹 糸商から売薬商に進み,さ らに明治中期に製剤

業(配 置薬)を 始めた。繭や生糸を扱っていたので 「絹」の屋号がついたといわれる。看板商品は

「鯉謄丸」(腹 ぐす り),大 和に古 くか ら伝わる秘薬を,現 社長の祖父,安 田寅吉が製法を譲 り受け

たものである。元来は鯉のキモを使っていたものが,原 料が不足しだしてから動物キモを使うよう

になったという。効能は抜群だが,苦 味も大変なものだった。

初代寅吉は47歳 で死去,こ のたあ夫人が店主として経営を続け,2代 目に中継した。養子の安田

誠一が2代 目,寅 吉を襲名する。2代 目は商売熱心で,「薄利多売,品 質本位」を店是 とし,鯉 の

マークをほぼ全国に広げていった。戦時中の企業整備では大和共同製薬(2代 目安田寅吉は取締役

社長)に 統合され,戦 後1947年2月 に分離独立,戦 前の名称を継ぎ,株 式会社きぬや薬舗を設立し

て2代 目が代表取締役に就任した。

74年1月2代 目安田寅吉の死去により,安 田修平が代表取締役に就任,3代 目は61年 に立教大学

を卒業して,翌 年春に郷里に帰り,薬 の仕事を継 ぐのは気が重かったというが,父 の仕事を手伝い

ながら,社 長業を身につけていったのである。「一方では伝統はあるものの,古 い産業を近代化,合

理化 してやろう,製 品にしても,古 いばかりのものを新 しい薬にしてやろうという気負いもありま
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した。しかし,親 父は頑固でして……」と当時を回顧されている。苦労しながら,製 薬の改良,販

売組織の近代化の課題に取り組んでいった。77年9月 にGMP基 準適合工場を完成 した(前 掲 『大

和売薬史」大和売薬人物史,42-43ペ ー ジ,「業界指導層訪ね歩 く記一きぬや薬舗社長安田修平氏
一」(『薬日新聞」1981年1月17日 付)

,そ の他による)。

⑱ 以下,と くに断らない限 り,前 掲 「大和売薬史』大和売薬人物誌,3-4ペ ージ,「業界指導層

訪ね歩 く記一丸太中嶋製薬株式会社社長中嶋太兵衛一」(同 上,1981年3月14日 付),前 掲 『全国配

置薬業名鑑」2002年 版,351ペ ー ジ,前 掲拙著H,140-141ペ ー ジなどを参照。

⑲ 前掲 『奈良県薬業史』資料編,155-161ペ ー ジ。

⑳ 奈良県行政文書 「産業功労者調査書」(1928年)。

⑳ 以下,日 本道経会ホームページなどを参照。

㈱ 以下,「 神農祭,少 彦名神社」ホームページ,三 隅治雄編 『全国年中行事辞典」(東 京堂出版,

2007年)240241ペ ー ジなどを参照。

㈱ 以下,大 神神社ホームページ,同 上,196-197ペ ー ジなどを参照。

鱒 「語 り継ぎ 『私の薬業史」一森本製薬社長森本覚次郎さん(84)一 」(『薬日新聞』1986年7月26

日付)。

㈹ 同上,2010年12月15日 付。

㈱ 高取町観光案内所 「夢創館」「くすり資料館」ホームページなどを参照。

㈱ 以下,「 薬日新聞』2010年12月8日 付などによる。

鮒 同上,2010年6月9日 付。

㈱ 前掲,「 奈良県薬事年報」VoL.59,2010年12月,3ペ ー ジ。

㊦① 以下,と くに断らない限り,奈 良県薬務課資料及び薬務課 ・奈良県製薬協同組合 ・参加企業など

関係者からの聞き取りによる。

⑳ 医薬品の小売販売業は,従 来一般販売業,薬 種商販売業,配 置販売業,特 例販売業の4種 類であっ

たが,2009年6月 の改正薬事法の実施によって,経 過措置は取られているものの,「店舗販売業」「配

置販売業」及び 「卸売販売業」の3つ 業態に組み直された。そして一般用医薬品の販売は,副 作用

の危険度別に3つ に分類されている。副作用 リスクの高い第1類 医薬品は薬剤師による販売,副 作

用 リスクが中程度とされる第2類 医薬品及び副作用 リスクの低い第3類 医薬品は薬剤師または登録

販売者(都 道府県が実施する試験の合格者)が 販売することに決められている。医薬部外品(栄 養

ドリンク剤やビタミン剤など)は 制約無しである。

なお薬事法の改正実施に伴い,こ れまで事実上黙認されていたインターネットなどによる一般用

医薬品の通信販売が第3類 医薬品を除いて禁止された。第2類 医薬品については離島や継続利用者

などに限って,2年 間だけ通販を認める経過措置が設けられた(11年5月 末まで,さ らに2年 間延

長の可能性あり)。 こうした薬の販売規制強化に対して,ネ ット業界などから批判がある一方,安 全

性の確保をめ ぐって,規 制緩和に反対する薬業団体の動きがあることはよく知られているだろう。

働 前掲薬務課資料による。

⑬ 同上。注ωを参照。以下,同 上資料及び関係者からの聞き取りなどによる。

鱒 事業所配置が公式に容認されたことは配置薬業界にとって明るい材料であるが,こ れまでにも事

実上行われていた一面があることは否めないだろう。

飼 『薬日新聞』2010年1月13日 付。

⑤③ 以下,奈 良県家庭薬配置商業協同組合 「事業所配置に関するアンケー ト調査結果概要」2011年3

月,1-5ペ ー ジによる。

㈲ 『薬慈新報』2010年8月15日 付。以下,配 置販売活性化事業アンケー ト資料及び研修会関係資料な

どによる。
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